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また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「残念ながら……この度たび、生い駒こまアギト先生の『ＹＡＭＯＭＥガール』は、読者アンケートの順位によって、今回の原げん稿こうを含ふくめてあと三話で打ち切りになることが決定しました」

「……っ!?　そ、そんな……」




　漫まん画が家か志望の俺──君きみ島じま泉せんは、『富ふ士じ見み社しや』という出版社に漫画原稿を持ち込んだことがきっかけで、現げん役えき女子高生漫画家の生駒アギト（本名、生駒茉まつ莉り）先生のアシスタントをしていた。

　しかし、あるとき俺と生駒先生は担当編集者の早さ乙おと女めさんに出版社に呼び出され、打ち切り通告を受けた。生駒先生がショックを受けていたのは勿もち論ろん、俺としても思い入れのある作品だったため、ものすごくショックだった。

　しかし、俺たちがショックを受けていたのもつかの間……。




「生駒さんに君島君……あなたたち二人で漫画を描かいてみない？」




「「……えっ!?」」

　早乙女さんの突とつ然ぜんの驚おどろくべき提案に、俺たちは同時に声を上げた。

「君島君が描きたいのはバトル漫画。生駒さんが描きたいのはラブコメだけど、安易なハーレムに走らないストーリー重視のもの。その二つのいいところを掛かけ合わせた漫画を描くの。バトルがメインの話だけど、萌もえ要素、可愛かわいい女の子キャラも売りで、恋れん愛あい要素もある作品。最近アニメ化している話にはこういうものが多いでしょう？　このジャンルの作品はまだ『プリティードラゴン』に少ないから狙ねらい目だし、ただのラブコメよりも派手さがあるから引きも強い。一言でまとめるなら、『ラブコメバトル漫画』……とでも言うのかしら。お互たがいの欠点を補うこともできるし、素す晴ばらしい作品になると思うのよ」




　俺たちは、早乙女さんの提案に驚いた。だが、まだデビューできていない俺にとって、それは願ってもない話だった。合作とはいえ、読み切り漫画を雑誌に掲けい載さいしてもらえる。それも、うまくいけば連載できるかもしれないのだ。俺は正統派バトル漫画、特に異世界ファンタジーものが好きで、所謂いわゆる『萌え系』には疎うといため、ラブコメというジャンルに不安はあるが……その点は、生駒先生を絶対的に信しん頼らいしている。彼女と仕事して、彼女が面おも白しろい恋愛漫画を描けることを知っている。だから……彼女とだったら、面白い『ラブコメバトル漫画』が描けるんじゃないかと思った。

「お、俺は……やってみたいです！　いきなり連載できるなんて夢みたいだし、それに……い、生駒先生とだったら……一いつ緒しよに、描いてみたいです！　俺、頑がん張ばりますから！」

「わ、私も……私も、やってみたい！」

「じゃあ、決まりね！　早さつ速そく打ち合わせしましょう！　勿論、すぐに連載が始められるわけじゃないけれど……これから三人で頑張って、面白いプロットを作りましょう！　まずは、連載を勝ち取れるように！」

　俺の心は希望に満ちあふれていた。勿論、連載ができるかもしれないということにもだが……また、描けるんだ。生駒先生と一緒に、漫画を！




「まずは読み切りを『プリティードラゴン』に掲載して、そのアンケートの結果が良かったら連載権をもらえることになるわ」

　ちなみに、『プリティードラゴン』とは、生駒先生が漫画を連載している、萌え系寄りの月刊少年漫画誌のことだ。さすがにいきなり連載させてもらえるなんて上手うまい話はないんだな。要は、面白い読み切りを描いて、アンケートで結果を出せばいいんだ。

「とりあえず、残りの『ＹＡＭＯＭＥガール』の原稿と並行して、読み切り用のプロットを二人で練ってきて。できたら私に見せて頂ちよう戴だい。ちゃんと二人で話し合って考えるのよ？」

「ええ、分かったわ！」

「頑張ります！」

　生駒先生も俺も、連載に向けてやる気が漲みなぎっていた。




　出版社での早乙女さんとのやり取りを経て、二日後の土曜日。

　俺はいつも通り、生駒先生の仕事場であるマンションにて、生駒先生の連載作品『ＹＡＭＯＭＥガール』のアシスタントの仕事に入っていた。毎週土曜日にアシスタントに入ると決まっている。とはいっても、先日打ち切りが決定してしまったので、最終回を迎むかえるまでの少しの間なのだが。

『ＹＡＭＯＭＥガール』の原稿を進めた後、今日は互いに考えてきた合作の『ラブコメバトル漫画』の読み切り用のネタを見せ合うことになっていた。

「生駒先生、ネタ考えてきた？」

「当然じゃない！　これが私の考えてきたネタよ！」

　俺は生駒先生が自信満々に差し出したネタ帳を受け取り、目を通す。『プリドラ読み切り用ネタ』との文字があり、その下にいくつかネタが書かれている。




【ネタ①　ボクシングもの。主人公は高校生男子。好きな女の子を巡めぐってクラスのいけすかない男と喧けん嘩かになるが、負けてしまう。あまりの悔くやしさから父親の知人を通してボクシングジムに通い始める。そこには七つ年上の美人ボクシングトレーナー（巨きよ乳にゆう）がおり、彼女にボクシングを習ううちに恋愛感情を抱いだくようになるが……】




「………………」

　俺は色々言いたいことがあったがグッと堪こらえ、次のネタに目を通す。




【ネタ②　剣けん道どうもの。主人公はお嬢じよう様さま女子校に通う女子高生。入部した剣道部の先せん輩ぱい（巨乳美女）に一ひと目め惚ぼれしてしまう。剣道を通じて愛を深めていく美少女同士の百合ゆりもの】




「あのさあ……」

　俺は我が慢まんできなくなって思わず口を開いた。

「なっ、何よ!?」

「確かにどっちも恋愛要素もバトル要素もあるのは認める。けど……早乙女さんの言う『ラブコメバトル』ってこういう意味じゃないと思うんだけど!?」

　先日、生駒先生に対して『ラブコメという面では絶対的に信頼している』なんて思ったが、激しく撤てつ回かいしたい。

「え!?　な、なんでよ!?」

「まずボクシングの方は、どう見ても少年漫画っぽくないでしょ。せめて学園ものにするとかさ……。しかもヒロインが七つも年上って、需じゆ要よう低すぎるよ。生駒先生みたいな年上好きしか嬉うれしくないよ……。それと剣道の方もあんまり少年漫画っぽくないし。っていうか、レズもの？　少年漫画なのに男が読んでも感情移入できないんじゃない？」

「レズじゃなくて百合もの！　萌えに疎い君島君は知らないだろうけど、十分需要あるジャンルなんだから！」

「え、そうなの……？　でも、早乙女さんの言ってた『今流行はやりのラブコメバトル漫画』ってのはさ、こういうバトルじゃなくて、所謂、異能バトルとか、魔ま法ほうバトルとか、学園バトルとか、そういうジャンルのことだと思うんだけど……」

　早乙女さんが『最近アニメでもそういうジャンルが多い』と言っていたのは、そういう意味だったと思う。俺はアニメはあまり見ないが、早乙女さんに言われてから、今人気があるアニメがどういうものか軽く調べて、そう思った。

「流行に乗っかってるだけの漫画は俺だって嫌きらいだけど、これじゃ流行に逆行もいいところだよ。『プリドラ』の雑誌のカラーにも合ってないし……」

　生駒先生の打ち切りになった漫画『ＹＡＭＯＭＥガール』も、ラブコメ作品ではあるものの、売れ線とは程ほど遠とおいものだった。恋愛メインのシリアスな話で、主人公は三つ年上のお姉さん系ヒロイン（どうやらこのヒロイン像も萌え系ジャンルでは売れ線ではないらしい）に片かた想おもいしており、他ほかに女キャラはいても主人公のことを好きというわけでもない（ハーレム作品でもない）という、読者を惹ひきつける要素が少ない作品だった。生駒先生は安易に流行に乗った漫画は嫌いだと言う。だが、その結果が打ち切りだったのだ。

「だ……だって仕方ないじゃない！　私、異能バトルとか絶対描ける気がしないんだもん！　ああいうのって、設定とか世界観とか超ちよう難しそうだし……」

「別に異能に拘こだわる必要はないと思うけどさ、これらの漫画だとニッチ過ぎるっていうか……生駒先生の流行に乗らずに面白いものを描きたいって考え方はいいと思うけど、商業作品としてやる以上はある程度流行とかキャッチーさとか大事だよ。また打ち切りになりたくないでしょ？　俺だってやるからには雑誌で一番人気の作品にしたいって思ってるし……」

　そこまで言って、生駒先生が涙なみだ目めになってすごい形相で俺を睨にらみ付けていることに気付いた。

「わ……わ、わ、分かってるわよ！　あんたに言われるまでもなく……私だって次こそはちゃんと、人気の取れる作品が描きたい！　もう打ち切りなんて絶対嫌いや！　自分でも面白いって思えて、尚なお且かつ人気が出る作品を描きたいって思ってるに決まってるじゃない！　なんであんたなんかに説教されなきゃいけないのよ！　まだデビューもしてないド素人しろうとワナビのくせに、プロの漫画家に対して偉えらそうな口叩たたくんじゃないわよぉっ！」

　俺は知らぬ間に彼女の地じ雷らいを踏ふんでしまったようだ。自分でも分かってるならもっとキャッチーなネタを作って欲しいと内心思ったが、可哀かわい想そうになってきたのでこれ以上批判するのはやめた。

「そんなに言うなら、あんたはさぞかし売れ線のネタを練ってきたんでしょうねえ!?」

「え、ああ……俺のネタ帳はこれ……ゲホッゴホッ」

　自分のネタ帳を生駒先生に渡わたそうとした際、咳せき込んでしまう。

「え、ちょっと何、あんた風邪かぜ？」

「あ、うん……最近夜中までプロット考えてたからちょっと寝ね不ぶ足そくで、そのせいか喉のど痛いんだよね。連載できるかもしれないってなって興奮して夜眠ねむれなかったってのもあるけど……。でも別に熱があるわけじゃないし、ちょっと風邪気味ってだけで……」

「あんたねえ……連載持ったら体調なんて崩くずしてらんないんだからね!?　体調管理もプロの漫まん画が家かにとっては仕事のうちなんだから！　これだからド素人ワナビは意識が低くて困るわー。プロ漫画家の私に風邪移さないでよね!?」

　なっ……!?　心配してくれるどころか、清すが々すがしい程に自分のことしか考えてない彼女の言葉に、俺はウンザリした。

「はぁ……。俺が練ってきたネタはこれだよ」

　ため息をつきながら自分のネタ帳を生駒先生に渡す。




【①異世界が舞ぶ台たいで、幼おさな馴な染じみの大切な女性（ヒロイン）を悪あく魔まに殺された主人公の男が、ヒロインの仇かたきを取るために悪魔を殺す旅に出るダークファンタジー（旅の途と中ちゆうでエルフや魔法使いなどにモテモテになるハーレム要素もある）】




【②現代日本が舞台で、吸きゆう血けつ鬼きに命を救われた少年が、その代だい償しようとして吸血鬼と契けい約やくすることになってしまい、吸血鬼の力を手に入れ、吸血鬼同士の派は閥ばつ争あらそいに巻き込まれて戦うことになってしまう話（その吸血鬼が女の子でサービスシーンなどもある）】




　彼女は俺のネタ帳にじっくりと目を通した。そして、一言。

「……厨ちゆう二にテンプレ乙おつ」

「なっ!?」

　俺は彼女のあまりにもシンプルすぎる感想に、返す言葉もない。

　厨二、だと……!?　確かに俺の好きになる作品や考える話はそういう傾けい向こうが強いとは自覚しているが……その一言で片付けようとするなんてあんまりだろ!?。

「っていうか、どこがラブコメ？　全然ラブコメってないじゃない！」

「え、いや、ラブコメ要素あるじゃん！　ハーレムとかサービスシーンとか男子が喜ぶ描びよう写しやもあるしさ！」

「ただのありがちなテンプレハーレムでしょ！　っていうかどっちも全すべてが清々しい程にテンプレすぎんのよ！　現時点で同じ設定の作品がいくつあると思ってんの!?　世界観だって既き存そんの作品と全く差別化できてないし、何か既存の作品と飛び抜ぬけて違ちがうところがないと絶対他作品に埋うもれるのが目に見えてるじゃない！」

「な、なっ……な……!?」

　生駒先生の言葉が全て俺の胸にクリティカルヒットして、何も言えなくなった。なぜなら、彼女が言っていることは相当酷ひどいが、言われてみれば確かに……と納なつ得とくせざるを得ない批判なのだ。ついでに、以前原げん稿こうを持ち込みしたとき編集者の早乙女さんにも、ストーリーが既存の作品に影えい響きようを受けすぎ、と今と似たようなことを言われた。

「ちょ、ちょっと君島君!?　何で泣いてるのよ!?　自分だって私に散々容よう赦しやなく辛しん辣らつな言葉浴びせたくせに、あなた、自分の方がよっぽど打たれ弱いじゃないの！」

「な、泣いてないよ！」




　その後も俺たちは、考えてきた他のネタを見せ合ったり、互たがいに批判したり、時には口論になりながらも話し合いを続けたが、なかなかプロットが進まない。

「早乙女さんは、俺のバトル漫画と生駒先生のラブコメ漫画を合わせたらいい、って言ったんだよな……」

　不意に、俺の頭の中に一つの案が降りてきた。

「じゃあ、本当に二人でプロットを書くっていうのはどう!?」

「どういうこと？」

「二人で交こう互ごにプロットを書いていくんだよ！　思いついたところまで文章書いて、ネタが尽つきたら相手にバトンタッチ、って感じで……」

「え……それって、リレー小説とかリレー漫画みたいなもん？」

「そうそう！　この場合は……リレープロット？」

「リレー漫画は中学の時友達とやったことあるけど、話の設定とか展開めちゃくちゃになるから、ああいうので面おも白しろくなったためし一度もないんだけど……」

　生駒先生は眉み間けんに皺しわを寄せて考える。

「でもそうね……まあ、やってる間に何かしら使えそうな案が少しは出るかもしれないし、やってみるだけなら……」

「うん、とりあえずやってみよう！」

　俺はネタ帳の新しいページを開く。生駒先生にまずは言い出しっぺの俺から始めろと言われたので、俺から始めることになった。さっき生駒先生にディスられたことを踏まえて、既存の作品にはなさそうな設定、始まり方にしなければ。うーん……。

「ちょっと君島君、寝てない!?」

「……はっ！　ね、寝てないよ！」

　まずい、寝不足がたたってウトウトしていたようだ。気付けばもう夜の十時を回っていた。ああ、眠い……。

「ちょっと、まだなの!?　自分から言い出したんだから早くしてよ！」

「あ、ああ……うん……」

　仕方ない、この間見た映画のネタを……ってそれじゃあまた既存の作品まんまになってしまうじゃないか。えっと、それじゃあ一部だけ変えて……。




【主人公は男子高校生。トイレ（大の方）で用を足していたら便器の中に落ちてしまい、目覚めるとそこは異世界だった。トイレが異世界に繫つながっていたようだ】




「……ちょっと、何コレ!?　トイレ……しかも（大の方）から異世界って、汚きたなすぎっ！」

「だって風ふ呂ろはもうあるからさ……」

「それを言うならトイレだってもうあるわよ！」

「えっ！　噓うそ!?」

「これだからゆとりは勉強不足で困るわ～」

「ゆとりは……って、生駒先生だってゆとり世代だろ!?　俺より年下なんだから！」

　生駒先生は俺の抗こう議ぎを無視して、続きを考え出す。

「うーんとじゃあ……よし、これで！」

　続きを書き足し終えたようで、ノートを俺に差し出す。




【トイレから異世界に流された主人公が目覚めるとそこは森の中だった。目の前に綺き麗れいな金きん髪ぱつの耳の尖とがった胸が大きい美しい女性が、優やさしげな瞳ひとみで心配そうにこちらの様子を窺うかがっている。それはエロゲーなどによく登場する『エルフ』という生物だった。よく見ると、そこら中に美しい女のエルフがいた。なんて素す敵てきな場所だ、ここは天国だ、と主人公は思った】




「フン、ちゃんと異世界ファンタジーの世界観に合わせてあげたんだから感謝してよね！」

　巨きよ乳にゆうのエルフか……既すでに若じやつ干かん生駒先生の趣しゆ味みに走り始めてる気がするけど……まあこのくらいならまだいいか。俺は続きを考えて書き足す。




【しかし、そこで突とつ然ぜんエルフが恐おそろしい形相で主人公に襲おそいかかってきた。この世界では素す性じようが分からない生物は危険だからすぐ殺すというのが常識になっていた。主人公は慌あわてて応戦する。主人公はただの男子高校生だが、機転を利きかせて急所を突つきエルフを倒たおすことができた。すると、周りのエルフたちが仲間を殺された恨うらみから一いつ斉せいに主人公に襲いかかってきた。しかし主人公はやられそうになりながらも上手うまく応戦してなんとか全てのエルフを倒した】




「ちょっとおおおおおおおおおお!?」




　生駒先生が俺の書いたネタを見て大声を上げる。寝不足の頭に大声がガンガン響ひびいた。

「なんで速そつ攻こうエルフたん殺してんのよおぉ!?　っていうかなんで心優しいエルフたんを悪役にしてるわけぇ!?　前の文章で『優しげな瞳で心配そうに様子を窺っている』って書いてんだから優しいエルフだっつうの！　日本語も読めないのこのバカワナビッッ！」

　生駒先生は涙なみだ目めになって先ほど自分が書いた箇か所しよを指差し俺に抗議する。

「うっ、たかがリレープロットでそんなにブチギレないでよ。あと、さっきからワナビワナビって……その言い方やめてくんない？　仕方ないだろ、俺たちが描かこうとしてるのは『ラブコメバトル』ものなんだから。ここらへんでそろそろバトルを入れないと……」

「だからってどう考えてもヒロイン枠わくのエルフたんと戦わせるなんて……マジ●チなんじゃないの!?　しかもこのバトル描写、お粗そ末まつにも程ほどがあるわ！　あんた本当にバトル漫画得意なの!?　主人公ただの男子高校生のくせに何の苦労もなく圧勝してるけど!?」

「そこはほら、主人公補正ってやつだよ！」

「ドヤ顔で言うな！」

「だ、だって……バトル描写が得意なのはあくまで漫画で、文章は専門外だし……」

「あ[image: ～][image: ～]もう、っていうかエルフ全部殺しちゃったんなら話を展開しようがないじゃない……」

　自分で言うのもなんだが、こんな酷い展開にされておいて、ブツブツ文句を言いながらも続きを考えてくれている生駒先生は、意外と人がいいのかもしれない。




【森からなんとか脱だつ出しゆつした主人公は、近くにあった家を訪ねた。とにかく、ここがどこなのか誰だれかに尋たずねなければ。家から出て来たのは、綺麗な黒くろ髪かみロングストレートでスタイル抜ばつ群ぐんの美女だった。スリーサイズはおそらくＢ90・Ｗ60・Ｈ88。年ねん齢れいはおそらく二十代半ば。垂れ目で泣きぼくろがセクシーだ。おっとりした性格の癒いやし系で、戦いで怪け我がをしている主人公を優しく手当てしてくれた。聞くところによると旦だん那なと二人暮らしで、旦那は狩かりに出で掛かけているらしい】




「新たなヒロインをまた出してあげたんだから感謝してよね！　今度殺したらただじゃおかないわよ!?」

「え……なんでこの主人公いきなりスリーサイズ当ててんの!?」

「女性キャラのスリーサイズ当てができるくらい、ラブコメに登場する男キャラにおいては基本スペックじゃない」

「そ、そうなの!?　普ふ通つうそんなことできる人いないよ！　にしても、グラビアアイドルの紹しよう介かいかよってくらいやけに細かく説明してるな……っていうか、ヒロイン人妻!?　ニッチすぎるわ！　もう既に人のものじゃないか！」

「君島君って寝ね取とり属性皆かい無むなの？」

「ねと……？　え、え？　何？」

「ふっ、まあそのうち良さが分かるってもんよ……最初は私だって純愛ものばっかり好んでたけど、最近は人妻とか寝取りとかばっかり好むようになってきちゃって……って、人に性せい癖へき語らせてないでさっさと続き書きなさいよ」

「いや、自分で勝手に語ったんだろ……」

　むしろ聞きたくなかったわ……。そう指摘するのも怖こわいので生駒先生の突っ込みどころ満まん載さいの発言をスルーして、なんとか頭を捻ひねって続きを書く。

「うーん……えっと……」

　ダメだ、真しん剣けんに考えようとすればするほど眠ねむ気けが……。早く書かないと生駒先生に怒おこられるし……ああ、仕方ない、これでいいか……。




【人妻の家で休ませてもらっていたところ、突然外で大きな物音がした。慌てて外に飛び出すと、そこには見たこともない大きな巨きよ人じんが近付いてきていた。どうやら今まで人類を守っていた城じよう壁へきを超ちよう大型巨人が破は壊かいし、そこから次々と巨人が侵しん入にゆうしてきたようで……】




「アウトオオォォォォォォォ！」




　生駒先生の叫さけび声が再び頭にガンガン響く。

「完っ全にパクリじゃないのよ!?　これだからド素人しろうとワナビは困ったらすぐパクリに走って……しかも誰もが知ってる超人気作の！」

「う……す、すみませんっした……もう完全に眠気が限界で……」

「はーもう、リレープロットなんてやったって全然いいプロット書けないじゃない。主にあんたのせいで。無む駄だな時間だったわもう……」

　生駒先生の書いた部分も十分趣味に走っていておかしかったとは思うのだが、反論しないでおいた。

「あの……生駒先生の仕事場ってなんか眠気覚ましみたいなドリンクとかない？」

「え、ちょっと前ならあったけど飲み切っちゃったわよ」

「結局全然いいプロットできてないし、まだ打ち合わせ続けるよね？　眠いから、ちょっとコンビニ行って買ってきたいんだけど……」

「そうね、でもこのまま続けても埒らちが明かないし……」

「確かに……。ネタを出し合ってみて思ったんだけど、そもそも俺も生駒先生も、まだ勉強不足だと思うんだよね」

「勉強不足!?　あんたはそうだけど、なんでプロ漫まん画が家かの私までっ!?」

　生駒先生は心外だというように反論する。

「いや、『ラブコメバトル』ものの最近の流行はやりとかさ、どういう作品が人気なのかとか、お互たがいにもっとちゃんと研究してから書き始めた方がいいと思うんだよ……」

「うっ……ま、まあ……それは確かに……」

　生駒先生は少し悩なやんでから、何かを思いついたかのように俺の方を見た。

「じゃあ……早さつ速そく勉強しに行くわよ！」

「……えっ!?」




「あ、あのさ……本当に行くの？」

　コンビニで買った眠気覚ましのドリンクを飲みながら、俺は生駒先生とある場所へ向かっていた。

「あそこに行けばアニメ見放題のサービスがあったはずだから思う存分勉強できるはずよ！　勿もち論ろん、漫画だって読み放題だし！」

　そう……俺たちが向かっていたのは、生駒先生の仕事場から徒歩五分程度のところにある漫画喫きつ茶さだった。そこへ行けば、合法でアニメを見られるサービスがあるらしい。俺は一人で漫画喫茶に入ることはあれど、女の子と二人で行くのなんて初めてだ。仕事場では仕事モードだから特に何も思わなかったが、いくら仕事とはいえこんな夜に漫画喫茶みたいな個室に女子と二人きりなんて……嫌いやでも緊きん張ちようしてしまう。

　ついでに、生駒先生は仕事着であるいつもの赤いジャージ姿から、白いワンピース姿になっていた。ジャージで出掛けようとしていたのに対して俺が「その格好で出掛ける気!?　え、恥はずかしくないの!?」と口を出したら、ムッとしつつも私服に着き替がえてきた。私服姿を見たのは何気に初めてで、ドキッとしてしまう。そういう格好して黙だまってれば、普通に可愛かわいく見えるんだけどなあ……。




　漫画喫茶へと到とう着ちやくし、『フラットシート』を選せん択たくし、受付を済ませ個室に移動する。扉とびらを開けると、想像していたより狭せまかった。靴くつを脱ぬいで中に上がり二人並んで座ると、狭さゆえ生駒先生との距きよ離りが近く、一層胸が高鳴ってくる。

「はい」

「あ、どうも……」

　そんな俺の様子にも気付かず、生駒先生の方はてきぱきと準備を進める。俺にヘッドフォンを一つ渡わたし、自分も装着する。パソコンを立ち上げてアニメが見られるページへと移動した。はあ、意識して緊張してるのは俺だけか……。

「とりあえず、前期のアニメで一番円えん盤ばん売れてるやつ見る？　オタ人気あったし、確かあれもラブコメバトルって言っていいジャンルだと思うし……」

「えっ、あ、うん、それで」

　円盤というのが何のことか分からなかったが、変に意識してしまって尋ねる余よ裕ゆうすら俺にはなかった。ああ、もう何でもいいから早くアニメ始まってくれ。

　やがて、アニメが始まる。生駒先生の説明によると、このアニメは漫画ではなくライトノベルが原作らしく、魔ま法ほう学園が舞ぶ台たいのファンタジーもので、バトル要素もラブコメ要素もある作品だという。もっとも、生駒先生も内容を知っているだけで、実際に視し聴ちようしたことはないらしい。

「チッ……このアニメ、私が好きになれそうなキャラ全然いないじゃない……。しいていえば主人公のママくらいかしら。声優補正もあるけど……」

　開始五分で、既すでに生駒先生がぼやきだした。

「生駒先生って本当に年とし増ま好きだよね……」

「としっ……!?　あぁ!?　あ、あ、あんた……今なんて言ったのぉ!?」

　生駒先生がマジギレして立ち上がり、俺の襟えり元もとを摑つかんでくる。やばい、地じ雷らいだったか……。

「確かにこのママキャラはちょっと年齢いってるけど、他の私が好きなキャラは主人公よりちょっと上程度だし……それで年増ってあんたがロリコンなんじゃないのぉっ!?　私の好きなお姉さんキャラを冒ぼう瀆とくしてぇっ！」

「げほっ……ちょ、ちょっと、漫画喫茶なんだから静かにしないと！　追い出されるよ！」

「フンッ……後で覚えてなさいよ！」

　テンプレいじめっ子キャラみたいな発言をしつつ、生駒先生はなんとか俺の服を離はなして座ってくれたので助かった。くっ、怒いかりの沸ふつ点てんどんだけ低いんだよ……。

「……っていうかさ、これって第一話だよね？　なんで最初から既にモテモテなの？　この主人公」

「え、別にまだモテてないんじゃない？　この作品がハーレム系であることは認めるけど」

「いや、モテてんだろ！　女の子と登校したり一いつ緒しよに弁当食べたりしてる時点でモテてんだろ！　こんな地味顔なのに！」

　普ふ段だんあまりこういうアニメを見ない俺にとって、軽くカルチャーショックだった。

「まあ現実世界で考えればそうかもしれないけど、こういうアニメだとそれがデフォだから……」

「っていうかむしろ主人公は男友達が全然いないの!?　女とばっかり行動してるじゃん！」

「君島君、二次元に嫉しつ妬とするのは見苦しいわよ」

　そんなこんなで、文句を言っているうちに一話が終しゆう了りようした。平和だった学園生活が隣となり町まちの学園の反乱により脅おびやかされ、主人公たちまで魔法で戦わなくてはいけない……という引きで終わった。文句を言いつつも、俺は一応キャッチーだと思う要素や使えそうなネタをいくつかネタ帳にメモした。

　それから、最近人気が高かった『ラブコメバトル』と呼べるアニメを調べ、第一話のみ、立て続けに四作品ほど視聴した。見終えた後、それらのアニメを二人で分ぶん析せきする。勿論、店員に追い出されないレベルの小声で。

「生駒先生が『ツンデレヒロインの方が人気』って言ってただけあって、ほとんどの作品でメインヒロインがツンデレだったね。やっぱりすごい流行はやってるんだなあ……。ぶっちゃけ、一話見ただけじゃ魅み力りよく分かんなかったんだけど、ツンデレってどういうところが人気なの？」

「えぇ？　ツンデレ嫌ぎらいの私に聞かないでよ……。とりあえず、普段キツい言い方してきたり暴力振ふるってきたりする女が、たまに優やさしくなるってところがギャップ萌もえ？　みたいな感じなんじゃないの？　それならず[image: ～]っと優しくしてくれるお姉さんキャラの方が何倍もいいのに。っていうか、私的にはまず理り不ふ尽じんな暴力を振るってくる時点でありえないんだけど」

「ふーん、なるほど……」

　ギャップ萌えか。まあ分からなくはないが……。

「でも確かに俺も、それならずっと優しい女の子の方がいいかも……。萌え系の作品では優しいキャラよりツンデレの方が人気なんて、不思議だな……」

「でしょう!?　君島君、あなた意外と話分かるじゃない！」

　生駒先生は満足げだったが、俺も生駒先生も二人してツンデレ嫌いだったら、これから作品を作るにあたってあまりよくない気がする。ツンデレキャラがそんなに人気なら、メインヒロインをツンデレにすることも視野に入れた方がいいだろうし……。まずは、ツンデレキャラの良さを勉強しないとな。

　とりあえず、『ツンデレヒロイン』以外にも、人気作品の共通項こうを紙に書き出した。

『男子高校生が主人公で学園が舞台』

『メインヒロインは同学年、または少し年下程度』

『女キャラは色んな属性をそれぞれバランス良く出す』

『主人公は地味で平へい凡ぼんな外見、受け身な性格が多い（例外もあり）』

『主人公は秘ひめたる力を持っていて、作中で力が覚かく醒せいする』

『メインヒロインは一人だが、他の女キャラからも好かれたりする（所謂いわゆるハーレム）』

『人気のあるバトルものは基本的に、舞台が現代でも異世界でもファンタジー要素がある。魔法や超ちよう能のう力りよくなどの異能力など』

「ふう……こんなもんかな。じゃあこれらを参考にして新たにネタを練ろう」

「メインヒロインは同学年、または少し年下……っ!?」

「ああ……他ほかにもメイン以外でお姉さんキャラ出していいからさ。とりあえずメインヒロインはそういう設定にした方が無難なんじゃない？」

「ぐぬぬ……」

　それからも話し合いを続け、舞台を異世界にするのは生駒先生が苦手だと言うし、俺自身も以前持ち込みで『異世界ファンタジーをやるには技量が足りない』と言われたので、舞台は現代にする、ということに決めた。

　さあ、あとは……ネタだ。これが一番の問題なのだ。しかし、話し合っているうちに生駒先生がコックリコックリと船を漕こぎ始めた。原げん稿こうで疲つかれているのだろう。俺の方も、そろそろドリンクの効き目が切れて眠ねむ気けが襲おそってくる。

「そろそろ、出る？」

「え……？　あぁ……いや、でも……読みたい漫画あったからせめてそれ読んでから……。ラブコメバトルで傑けつ作さくって言われてる漫画があるのよ。あんたも読んだ方がいいわ、今持って来てあげるから」

　生駒先生はそう言うと、漫画を取りに行くために部屋から出て行く。俺は生駒先生が戻もどってくるのを待っている間に、あまりの眠さに途と中ちゆうで意識が途と切ぎれた。




「ん……」

　どのくらいの時間か分からないが、俺は眠っていたようだ。

「……っ!?」

　意識がはっきりして、驚おどろいた。生駒先生が、すぐ近くで眠っていた。お、男の隣となりで、こんな無防備に……何考えてるんだよこの人!?　すやすやと気持ち良さそうに眠っているその寝ね顔がおは、悔くやしいが、めちゃくちゃ可愛かわいかった。くっ、外見だけは結構好みだから困るんだよなあ。本当に外見だけ、だが……。

「え……あれ？」

　身体からだを起こして、俺は気付いた。俺の身体に毛布が掛かけられている。そのおかげで、風邪かぜ気ぎ味みなのに寝ている間少しも寒くなかった。こんなもの、勿もち論ろん掛けた覚えはない。無意識のうちに寝てしまったのだから。

　ということは……。俺は隣を見る。すやすやと眠る生駒先生の身体には、毛布は掛かっていなかった。……ま、まさか……生駒先生が、俺に毛布を!?　そんな気き遣づかいできる人だったのか!?　失礼ながら、とてもじゃないが信じられなかった。

　あ、もしかして……さっき俺が、風邪引いてるって言ったから？

『体調管理もプロの漫まん画が家かにとっては仕事のうちなんだから！　これだからド素人しろうとワナビは意識が低くて困るわー。プロ漫画家の私に風邪移さないでよね!?』

[image: ]

　…………。口ではあんな風に言ってたっていうのに……。

　めちゃくちゃ口は悪いけど、生駒先生って案外優しいところもあるんだな……。

　生駒先生側の机の上のノートが開きっぱなしになっていて、勝手に見ていいか分からなかったが、軽く目をやる。いくつかネタが書き出されていた。俺が寝る前に話し合っていたときには出ていなかったネタばかりだ。生駒先生は俺が寝た後も、一人で色々とネタを練ってくれていたのか……。

　先に寝てしまった俺の分まで頑がん張ばってくれた彼女に、せめて少しでも休んで欲しいと思ったが、一応スマホを見て時間を確かく認にんする。

「うげっ……！」

　朝の六時を回っていた。

　うあああ、どんだけぐっすり寝てたんだよ俺!?　確か十一時くらいに入ったから……七時間!?　料金一体いくらになってんだ!?

「い、生駒先生……起き……」

　生駒先生を起こそうと身体を揺ゆさぶろうとした際、隣の部屋から微かすかに声が聞こえていることに気付いた。

「や、やだ……だめだってば……こんなところで……」

「いいだろ、外から見えねえって」

「で、でも……そういう行こう為いは禁止だって張り紙貼はってあるよお……」

「お前が声出さなきゃバレねえよ」

「や……ああ、もう……」

　…………!?

　ま、ま、まさか……これは……。

　漫画喫きつ茶さでカップルがエロいことするなんて、都市伝説だと思ってたのに……マ、マジであるの!?　思わず硬こう直ちよくしてしまい、盗ぬすみ聞きなんて駄だ目めだと思いつつも、隣の個室の話し声に耳を澄すましてしまう。い、いや……こんなところでそんなことしてる奴やつらがいけないんだ！

「や、やだ……だめ……あっ……」

　ゴソゴソという物音（服を脱ぬがしてる？）と、女の子が嫌いやがっている（むしろ喜んでる？）小さな声が引き続き聞こえてきて、脳みそがフル稼か働どうして妄もう想そう力がかき立てられる。く、くそ……バカップルめ……こんなところでなんてことしてんだよ……羨うらやましい！　聞いているこっちまでドキドキしてくるじゃないか！

「う……ううん……」

　相変わらずぐっすり眠り続けている生駒先生が、寝返りを打った。ああ、そうだ……早く起こさないと料金が大変なことに……。

「……っ!?」

　しかし、次の瞬しゆん間かん俺はとんでもないことに気付いた。生駒先生が寝返りを打ったことで、白いワンピースが捲めくれて、俺のいる位置から生駒先生の下着が見えているのだ。駄目だ……と思いつつも、その下着と、露あらわになった白い太ももを凝ぎよう視ししてしまう。な、なんていやらしい光景なのだろう……。

「あ、ああん……だめえ……」

　狙ねらったのかというタイミングで、隣の個室から卑ひ猥わいな声が聞こえてくる。もう俺は色んな意味で爆ばく発はつ寸前だった。ふおおおおおおお！　だ、駄目だ……興奮を抑おさえろ、俺！　落ち着くんだ……こういうときは素数を数えて気持ちを落ち着かせよう。一、三、五、七、九──。

「……ふう、落ち着いた……。い、生駒先生！　起きて！　起きて下さい！　延長料金やばいことになってますよ！」

　自分を取り戻した俺は、必死で生駒先生の身体を揺さぶり小声で話し掛けて起こす。しかし……生駒先生は一向に起きる気配がない。相変わらず腹が立つくらい寝起きが悪い。

「……うわっ!?」

　次の瞬間、生駒先生は寝ぼけて俺のシャツの胸むな元もとを思いっきり摑つかんできた。そのせいで、俺は彼女の上に覆おおい被かぶさってしまう。彼女の身体の上に倒たおれ込まないよう、慌あわてて彼女の顔の両側に手をついた。

　う、うわあ……これじゃまるで、俺が生駒先生を押し倒してるみたいじゃないか……！　すぐ目の前に生駒先生の寝顔がある。一度落ち着いた心臓の鼓こ動どうが再び激しくなってくる。う、やばいこれ……ど、ど、どうしよう、この状じよう況きよう……。生駒先生は相変わらず俺の服を離はなしてくれないし……。

「……うん……。……えっ!?」

「あ……」

　あろうことか、このタイミングで、生駒先生が目を開けた。すぐに俺の顔を見て、目をまん丸にして固まっている。

「ちょっ……な、な……」

「あ、ち、ちが……これは生駒先生が……」

「……このっ、ド素人ワナビの存在で、なっ、何私のこと押し倒してんのよおおおお!?　寝込みを襲うなんてこのっ……最低！　変態！　ドスケベェェーッ！」

　漫画喫茶にいるということなど完全に忘れているのか、生駒先生は真っ赤になって大声で叫さけびながら、俺を思いっ切り突つき飛ばした。ものすごい力で。

「どわっ!?」

　俺は自分でもびっくりするくらいふっ飛ばされて……個室の扉とびらにぶち当たり、扉の外の廊ろう下かに倒れ込み、思い切り床ゆかに頭をぶつけた。

「おっ……お客様!?　大だい丈じよう夫ぶですか!?」

　廊下で本ほん棚だなに漫画を入れていた店員が、心配して慌てて駆かけ寄ってくる。痛みと情けなさと怒いかりから、俺はもう泣きたかった。というか、泣いた。




「だ、だから……悪かったって言ってるじゃないの！　起きて男に覆い被さられてたら……普ふ通つう、寝込みを襲われてるって勘かん違ちがいするでしょ!?」

　俺たちはあの後漫画喫茶を退店し（二人のありったけの金を合わせたらなんとか延長料金を支し払はらうことができた。とんでもない金額になっていた）、生駒先生の仕事場のマンションへと向かっていた。俺が事実を話すと、俺が生駒先生を襲おうとしていたことが誤解だったと知り、一応謝ってくれたが、まだ後頭部がズキズキと痛む俺は不ふ機き嫌げんなままだった。

「ツンデレ暴力ヒロインのことディスってたけど、生駒先生の方がよっぽど理り不ふ尽じんな暴力振ふるってくるじゃないか……」

　思わず俺はそんな言葉を口にしてしまう。

「ぼ、暴力!?　仕方ないでしょ！　自分の身を守るための正当防衛だったんだから……」

　生駒先生の言い分に、俺はわざとらしく大きなため息をついた。生駒先生は何か言いたげにしていたが、複雑な表情で俺の顔を見てくる。一応、悪いとは思ってくれているようだ。

　まあ、別にもう怒おこってないんだけど。それに……。

「あのさ……」

　俺は仏ぶつ頂ちよう面づらをやめて、生駒先生の方に顔を向ける。そうだよ、俺は彼女に言わなければいけないことがあったんだった。

「えっと……さっき、俺が寝てるとき……毛布掛けてくれた？」

　生駒先生は俺の言葉に驚いて、なぜかすぐに目を逸そらす。

「え!?　そ、そんなことしてないし！　あんたが寝ねぼけて自分で勝手に掛けたんじゃないの!?」

「えっ……!?」

　まさか否定されるとは思わなかった。寝ねぼけて勝手に……？　毛布自体個室を出ないと取りに行けなかったのだから、それはありえない。そんな見え見えの噓うそをついてどうするつもりなんだ。

「い、いや……掛けてくれたよね？　ありが……」

「だから、そんなことしてないって言ってるでしょ！　勝手に変な妄想しないでよ気色悪いわね！」

「なっ……!?」

　そこまで自分が俺に優やさしくしたことを認めたくないっていうのか……？　せっかく礼を言おうとしているっていうのに……。彼女の顔を見ると、真っ赤になっていた。俺の方を一いつ切さい見ようとしない。……ひょっとして、恥はずかしい……のか？

「あ……」

　そこで、俺は変なことを考えてしまった。もしかして、さっき散々よく分からないと悩なやんでいた『ツンデレ』って、まさしく今の生駒先生みたいなことなんじゃ？　優しくしてくれたくせに、照てれ隠かくしでわざとキツい言い方する感じとか……まんまだよな。これは、まあ……確かに、悪くないかもしれない。ちょっとだけ、ツンデレの魅み力りよくが分かった気がする……。

「ちょっと君島君、何ニヤニヤしてるのよ!?　余計気色悪いっての！」

「え、べ、別に……」

「あーもう、結局ちゃんとまとまんなかったから、仕事場戻もどったらまたプロットの話し合いの続きするわよ！」

「ええっ!?　まだやんの!?　俺もう仕事場に荷物取りに行ったら家に帰って寝るつもりだったのに……」

「何よ、根こん性じようないわね！　せっかく参考に色んな作品見たんだから忘れないうちにネタ出ししないと！」

「うう……わ、分かったよ……」

　俺たちはこのあと滅め茶ちや苦く茶ちや……打ち合わせの続きをした。




　　　　＊　＊　＊




「あーあ、だるいなあ……」

　見慣れたマンションの前で立ち止まり、わたしは大きなため息をついて独り言を呟つぶやいた。

　ああ、ついに来てしまった。まさか再びここに来ることになろうとは、自分でも思っていなかった。口にすると、ますます憂ゆう鬱うつな気分が襲おそってくる。




　マンションの入り口の扉の前で、ガラスに映った自分の姿をチェックする。うん、今日も完かん璧ぺき。別に、今から会おうとしているのは同性だし、お洒落しやれして会う相手でもないんだけど、ついつい髪かみ型がたもメイクもいつも通りバッチリ決めてしまった。出で掛かけるときは常に気を抜ぬかないでいるのが癖くせになっている。

　扉を開けて、マンションの中へと入る。このマンションは少し古くてオートロックがないから、簡単に入ることができてしまう。だけど、部屋の中に入れてもらえるかどうかはまた別問題だ。だってわたしは……三ヶ月前、一方的にこの仕事を辞やめてしまったのだから。

「……相当わたしにムカついてんだろうなあ。でも、あんな言い方されたら誰だれでも辞めるって。人の神経逆さか撫なでするような言い方しかできないんだから、あの人……。あんなんじゃ一生モテないっつーの」

　元々キツい言い方で注意してくる人だったが、ある日ものすごいムカつくことを言われて、ついにわたしはキレた。こっぴどく喧けん嘩かして、そのまま辞めてしまった。だからあの人は……わたしの顔を見るなり、激げき怒どするに違ちがいない。追い返されるかもしれない。そもそも、アポなしだから今日ここにいるかどうかも分からない。

　だけど……それでも、お願いしてここで働かせてもらわないと。わたしの目的を達成させるには、ここで働くのが一番の近道だという結論に行き着いたのだ。最悪、ただ働きになるとしたって働かせてもらうくらいの気持ちできたんだから。

　階段を上がり、三階に辿たどり着く。三ヶ月前まではよく通っていた部屋の前まできて、深呼吸をした。

「……よし！」

　自分で自分に気合いを入れて、インターフォンを押そうとしたその時。




「ちょっと！　ここのトーン間ま違ちがってる！　今すぐ貼はり直してっ！」




　聞き慣れた、あの人の声が部屋の中から聞こえてきた。ああ、わたしもよくああやって怒られたっけ。こっちが悪いときならまだしも、悪くないときも怒ってくる理不尽な人だからなあ。まあ勿もち論ろん、そういうときは負けじと言い返してたけど。

　……って、なんでわたしが辞めた今でも大声張り上げてるの？　もしかして、一人で仕事しすぎておかしくなっちゃったとか？




「えっ、噓!?　そこ、生駒先生の指示通りにやったって！　生駒先生の指示が間違ってたんじゃないの!?」




　そんな風に考えていたのもつかの間、すぐに男の人の言い返す声が聞こえてきた。え……新しいアシスタント？　驚おどろいた。あの人の下で働ける人がわたし以外にいるだなんて。アシスタントが入っても、あの人のスパルタっぷりと理不尽っぷりにすぐ辞めちゃう仕事場なのに。

　男の人、かあ……。どんな人だろう。格好いい人だったら仕事に来るのも少しは楽しくなるのに。ま、そんなことあるわけないか。この業界で格好いい人なんて、今まで出会ったことないもん。どうせダサい漫画オタクに決まってる。だけど……念のため、わたしはバッグから鏡を取り出して自分の顔をチェックした。……よし、バッチリ！




　それから……不安と、ほんの少しの期待を胸に、インターフォンを押す。
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　十月下げ旬じゆん。

　俺と、俺の漫まん画がの相方である生い駒こま先生が練った『戦うアイドル』ものプロットを、俺たちの担当編集者である早さ乙おと女めさんにメールで送りつけたところ、翌日の金曜日、早乙女さんから電話で無事ＯＫが出てネームを切ることとなった。

　今回は生駒先生に大部分のネームを切ってもらうことにして、とりあえずその日は生駒先生の仕事場を後にして帰宅した。明日あした、明後日あさつては土日なのでこの間にどうにかネームを完成させて、なるべく早く早乙女さんにネームを送ろうという話になっていたので、俺は生駒先生がきちんとネームを進めているのかどうか気になって仕方がなかった。

　そんなとき、生駒先生から電話が入った。まだ一日も経たっていないのにもうネームができたのだろうか？　なんて思いながら電話に出る。




「ねえ君きみ島じま君、学園祭に行かない？」




「……は？」

　スマホから聞こえてきた生駒先生の突とつ然ぜんの提案に、俺は混乱した。

「実は、私のいとこが大学生なんだけど、大学の学園祭に来ないかって誘さそわれてたのを思い出して……それが明日と明後日の二日間で……」

「えぇ!?　ちょっ、生駒先生……今日早乙女さんからプロットのＯＫが出たとき、この土日でネーム完成させて送ろうって話したじゃん！　そんなときに学園祭、って……」

「ひ、人の話は最後まで聞きなさいよ！　私は何の理由もなしにこんな提案してるわけじゃないわよ！　その学園祭に、今ちょっと人気が出てるとかいうアイドルグループが学園祭ライブをしに来るらしいのよ！」

「……！　ア、アイドルが……!?」

　生駒先生の言葉に、俺はすぐにピンときた。俺たちが今描かこうとしているのは、ずばりアイドルもの漫画。今日生駒先生の仕事場で、お互たがいにあまりアイドルに詳くわしくないので一度くらい本物のアイドルライブを見てみたい、なんて話になったのだ。

「実際に生で歌って踊おどってるところ見たら、イメージも摑つかみやすいしやる気も湧わくと思うのよね。いとこに聞いたらまだライブの当日券余ってるらしいから」

「な、なるほど……」

　そんなこんなで、少し急だが明日、俺たちは生駒先生のいとこの大学の学園祭へと行くことになった。




「あ、君島さん！　おはようございますっ！」

「!?　エ、エミリちゃん……！」

　待ち合わせ場所である、学園祭が行われる『南第一大学』の最も寄より駅に到とう着ちやくすると、そこには生駒先生と一いつ緒しよにアシスタントの椿つばきエミリちゃんまでいたので、俺は驚いた。

「学園祭に行くって話をチラッとしたら行きたいって言い出して……」

　生駒先生は不ふ機き嫌げんそうに説明する。

「ごめんなさい、急に無理言っちゃって……。大学の学園祭って憧あこがれてて、一度行ってみたかったんです……！」

「あ、そうだったんだ。人数多い方が楽しいし、大だい歓かん迎げいだよ！」

　俺の言葉にエミリちゃんは嬉うれしそうに礼を言った。一方、生駒先生は不服そうだ。相変わらず、エミリちゃんに対してあからさまに酷ひどい態度をとるよなあ……。




　まず、売り切れる前に今日の目的であるアイドルの学園祭ライブチケットを購こう入にゆうしようということになった。チケットが売られている所定の場所へ行き、今日ライブを行うアイドルユニット『どらごん組．ｉｎｃ』のライブチケットをそれぞれ購入した。

「よし、買えて良かった。じゃあどこ行こうか？　あ、生駒先生のいとこの人の出し物は？」

「えっと……私のいとこは午後一時頃ごろからお好み焼き屋で店番やるみたいだから、そのくらいの時間に行きたいわ」

「生駒先生のいとこさんって、どんな方なんですか!?」

　エミリちゃんの言葉に、生駒先生は突然頰ほおを緩ゆるませた。

「ふっ……私のいとこはねえ……晶あきらさんっていうんだけど、小さい頃ころから私を可愛かわいがってくれて、すごく優やさしくて素す敵てきな人なの！」

「……!?」

　生駒先生はうっとりとした表情で自分のいとこのことを俺たちに説明した。こんな生駒先生、初めて見たぞ……。

「会うの一年ぶりくらいかしら……ああ[image: ～]、今から緊きん張ちようしてきたっ！」

「へえ[image: ～]……ふふっ。生駒先生、そのいとこさんのことお好きなんですね？　どんな人なんだろう……」

「まあ好きっていうか、憧れっていうか……とにかく、全すべてが私の理想の人よ！」

　なっ……!?　え、えっと……確か日本の法律だといとこ同士って結けつ婚こんできるんだよな……？　まさか生駒先生がそのいとことやらにそんな感情を抱いだいていたなんて……！　もしかして、今日無理にでも学園祭に行きたがったのって、アイドルを見るってのは建て前で、いとこに会いたいからなんじゃ……!?

　一体どんな男なんだろう、そのいとことやらは……。

「い、生駒先生……そのいとこって、そんなにかっこい……」

「西にし棟とうＡで女子限定スイーツ食べ放題やってまーす！　先着十名様、三十分五百円の激安価格でーす！」

「「スイーツ食べ放題っ!?」」

　俺が生駒先生に、そのいとこってそんなにかっこいいの？　と聞こうとしたセリフは、ちょうど近くを通った呼び込みの大きな声にかき消された。しかも、生駒先生とエミリちゃんは二人して『スイーツ食べ放題』に思いっきり反応している。女子って本当に甘いもの好きだよなあ……。っていうか、女子限定、って……なんという男女差別。

「生駒先生、行きましょう！」

「ええ！」

「ちょっ!?　お、俺は!?」

　普ふ段だん仲悪いくせに、なんでこういうときだけ結けつ託たくしてんだよ！

「女子限定、って言葉聞こえなかった？　私たちあれ行ってくるから、適当に時間潰つぶしてて。迷子になるんじゃないわよ」

　子こ供ども扱あつかい!?　いや、下手したらむしろ……犬扱い!?

　……いとこは『全てが理想の人』で、俺は犬扱いかよ……。なんかすげえ腹立たしい……。

「終わったら連れん絡らくするから」と言い、二人はスイーツ食べ放題をやっている場所へと向かってしまった。その間、俺は一人寂さびしく出店などを見て回ることにする。

　大学の学園祭の出店は、高校の文化祭より一層自由度が高く、売っている食べ物も種類が豊富だ。また、何より周りを見み渡わたすと高校よりも男女とも派手な格好の人が多い。さすが大学生だ。先ほどからなぜだかちらほらと、女装した男性、男装した女性、の組み合わせのカップル（？）を見かける。そういう企き画かくでもやっているのだろうか。それにしても、すごい数の人だなあ……。

　なんて思いながら、俺がキョロキョロしながら人混ごみの中を歩いていたところ、不意に誰だれかとぶつかってしまった。

「あ、すみません！」

「いえ、こちらこそ……」

　ぶつかった相手を見ると、めちゃくちゃ可愛い女の子だった。俺と同い年くらいだろうか。綺き麗れいな黒くろ髪かみロングで、色が白くて線が細い。

「あ、あの……一いつ瞬しゆんでいいんで、ちょっと知り合いのフリしてもらえませんか!?」

「……へっ!?」

　俺が見とれていると、彼女はそんなことを言いながら突然……俺のかぶっていたニット帽ぼうを、奪うばい取った。え!?　い、一体何を……!?　彼女はそのまま自分で俺のニット帽をかぶり、それから……なんと、俺と腕うでを組んで歩き出した。

　あまりに突然の出来事に、何が起きたのか分からず啞あ然ぜんとしたまま、俺は彼女にされるがままになっていた。

「あれ!?　どこ行った!?　確かこっちに来たと思ったんだけど……」

「さっきのって、絶対マイコだよな!?」

「くそっ、見失った[image: ～]！」

　後ろから何やら男たちがドタドタとやってくる足音が聞こえ、それと共にそんな話し声が聞こえてきた。もしかして、この女の子を探しているのか？　女の子は、俺と腕を組んだままその男たちから足早に離はなれて行く。

「ふう……ここまで来れば大だい丈じよう夫ぶかな……」

　暫しばらく歩いて男たちから離れたところで、女の子は立ち止まって俺の腕を放した。

「突然ごめんなさい。ご協力ありがとうございました！」

「あ、い、いえ……」

　笑え顔がおで礼を言われて、改めて、なんて可愛い子なんだろうと見とれてしまう。俺がぼけーっと彼女に見とれていると、彼女も俺の顔をじっと見つめてきた。思わずドキッとしたが、彼女は何やら不思議そうに首を傾かしげている。……俺の顔に何か付いているのだろうか？

「……？　あの、何か……？」

「……！　あ、い、いえ……何でもないです！」

　俺が声を掛かけると、彼女は慌あわててそう答えた。

「ところで……さっきの人たちは一体……？」

「あ、えっと……その、ちょっとわけあって追われてて……だけど、せっかく来たからには初めての大学の学園祭を楽しんで行きたいなあって。見つかったらまずいんですけどね……はあ、変装でもしてくれば良かったなあ」

　女の子はため息をついた。追われてる、って……一体どんな状じよう況きようだよ？　ハードボイルド映画じゃあるまいし！　そこへ、一組のカップルが通りかかる。よく見ると、それは男装した女性と女装した男性のカップルだった。

「なんか今日、男装と女装のカップルがやたらと多いですよね……」

　俺は不思議に思っていたことをなんとはなしに口にした。

「あ、なんかパンフレットによると、『男装女装カップルコンテスト』っていうのをやってるらしいですよ。……あ！　そうだ！」

　彼女は突とつ然ぜん何かを思いついたようで、嬉しそうに俺の顔を見た。

「あ、あのあの、初対面の方にとっても無茶なお願いをするって分かってるんですけど……今から、私と服装を交こう換かんして一緒に学園祭を巡めぐってもらえませんか!?」

「はあ…………ってええぇっ!?」

　突然のわけの分からない提案に、俺は思わず大声を上げた。

「服装を交換すれば『男装女装カップルコンテスト』に出場するカップルだって思われて怪あやしまれないだろうし、私の正体もバレないだろうし……」

　な、なるほど……そういうことか。しかし、謎なぞの男たちに追われているなんて、この女の子相当怪しいし、初対面の俺に突然こんなこと言ってくるなんておかしいし、下手したら美人局つつもたせとかで財さい布ふとか奪われたら怖こわいな……なんて、思わず警けい戒かいしてしまう。それに、いくら同じような女装野や郎ろうがたくさんいて目立たないとはいえ、女の子の服着てうろつくなんて抵てい抗こうがある。生駒先生とエミリちゃんにもなんて説明したらいいか分からないしなあ……。

「お願いします！　こんなこと頼たのめるの、私の正体が分からないお兄さんくらいしかいなくて……」

「えっ？」

「あ、いえ！　なんでもありません！　その、私が自由にできるのって今から三十分くらいなので、その間だけでいいので……だめですか？」

　今から三十分後……って言ったら、ちょうど生駒先生とエミリちゃんのスイーツ食べ放題が終わるくらいだなあ。怪しさ満点なことには変わりないけど……漫まん画が家かとして、普段体験できないようなことたくさんしておいた方が役に立ちそうだよな。よし、ここは一つ、騙だまされたと思って……。

「わ……分かりました。三十分でいいなら……」

「わあ、ありがとうございます！　とっても助かりますっ！」

　女の子は嬉しそうに笑った。

「じゃあ、時間もないので早さつ速そく着き替がえましょう！」

「あ、はい……。って、でも、どこでどうやって!?」

　よく考えてみたら、どちらかが先に脱ぬいで、服を渡わたさなくてはいけないじゃないか……！

「うーんと……あ、こっち来て下さい！」

　女の子に案内されて、キャンパスの中の人ひと気けのないトイレの前までやってくる。

「二人で女子トイレで着替えましょう♪」

「はあっ!?　だ、ダメですよ！　いくら人がいないって言ったって、俺が女子トイレ入ったら犯罪ですから！」

「ふぇ？　そうなんですか？」

「そうなんです！」

　心底不思議そうに言う女の子。なんつーか……すごいボケボケな子だなあ。

「じゃあ男子トイレの個室で着替えましょうか」

「えぇっ!?」

「そこ以外に人が絶対来ない場所ってないですし……」

「で、でも……いいんですか？」

「人が来ないなら平気ですよ！」

　彼女がそう言うので仕方なく、周囲に人がいないことを確かく認にんしつつ男子トイレへと入る。

「……って、個室が一つしかない！」

「じゃあ、二人で個室に入りましょうか」

「へえええっ!?」

「私、下にＴシャツと短パン穿はいているので全然大丈夫です！」

　あ、なんだ、そうなのか……って、そういう問題じゃねえよ！

　しかし、そうする以外に方法がなさそうなので、俺たちは二人で男子トイレの個室へと入った。ああ、どんな状況なんだこれは!?

　狭せまい個室の中で、互たがいに背中を向け合って服を脱いだ。いくら、彼女は『下にＴシャツと短パンを穿いてる』とはいえ、それでもドキドキしてしまう。いきなりこんなおいしい状況って……やっぱりおかしいよなあ。

「どうぞ、私の服です」

「はあ、どうも……って、今いま更さらだけどこんな小さい服入る気がしないんですけど!?」

　彼女に渡された小さいサイズのシャツとスカートを見て、俺は今更過ぎることに気が付いた。

「ふぇ？　そうですかぁ？　そんなことないですよぉ！　お兄さん小さいし細いから入りますよっ！」

　小さいし細い……くっ、密ひそかに気にしていることをっ……！　いや、確かに俺は高校生男児の平均よりも（不本意ながら）『小さいし細い』が、それでもこんなに華きや奢しやな女の子の服は入らないだろ……。

　一応確認のために彼女の服を着てみる。シャツは、大分パツンパツンだがなんとかボタンが留まった。問題はスカートだ。ホックは留まらないし、ファスナーも途と中ちゆうまでしか上がらない。それに、割と長めの丈たけのスカートだったことが唯ゆい一いつの救いだが、何も穿いていない汚きたない男の生足のままではなんとも見苦しい。

「わー！　お兄さん、お似合いですよ！　これでカツラでもかぶってメイクでもすれば完かん璧ぺきな女の子ですよ！　スカートのファスナーもそこまで上がってればぱっと見全然おかしくありませんし。やっぱり細いですね[image: ～]！」

　着替え終えた彼女が振ふり返って俺の姿を見てくる。俺の服を着ている彼女は、やはり全体的にサイズが大きいようだが、これはこれでとても可愛かわいらしかった。俺のニット帽に長い髪かみを全すべて入れ込んでいるので、ボーイッシュな女の子、という感じになっている。

「ど、どこが!?　足とか汚いし、公害ですよ！」

「そんなことないですよぉ[image: ～]！　足つるつるじゃないですかぁ♪」

　女の子はしゃがみ込んでなんと……俺の足を触さわっている。こ、こ、この子は……一体何なんだっ!?

「さっ、時間もないことですし、早く行きましょう！」

「えぇっ!?　ま、まだ、こんな恥はずかしい格好で人前に出る心の準備が……」

　俺の言葉を無視して、女の子は意い気き揚よう々ようと男子トイレを出て行き、俺も慌てて後に続いた。この格好で一人にしないでくれえ！

「私、出店行ってみたいです！」

「出店!?　また人目がたくさんありそうな……わ、分かりました……」

　もうあまり時間もないのだから、せめて彼女の行きたいところに付き合ってあげた方がいいよな……。彼女の希望通り出店をやっているグラウンドへと行き、出店を見て回る。

「わー、あれ美味おいしそう！」

　彼女は何かに向かって一目散に買いに走った。彼女が真っ先に購こう入にゆうしたのは……。

「……ソ、ソフトクリーム!?」

　もう十月下げ旬じゆんだし、今日の気温は割と低い。この寒いのにソフトクリームって……。美味しそうに食べる彼女を横目に、俺は自分が食べたいと思ったたこ焼きを購入した。

「ソフトクリーム、美味しいですか？」

「……はい、美味しい、ですけど……冷たい、です。寒いです」

「そりゃあそうでしょっ!?」

　思わず、初対面の女子に対して声を大にして突つっ込んでしまった。さっきから思ってたけど……やっぱりこの子、天然だ。それも、かなりの。

「買うもの間ま違ちがえましたぁ……」

「寒いなら無理に食べきらなくても……」

「いえ、勿もつ体たいないので全部食べます……」

　ガタガタと震ふるえながら、彼女はソフトクリームを食べきった。

「うう……寒い……」

「……たこ焼き、温かいですよ。食べますか？」

「えっ、いいんですかぁっ!?」

　女の子は目をキラキラと輝かがやかせて、たこ焼きを一つ爪つま楊よう枝じに刺さした。そのまま口に持って行こうとしたところ……。

「ふわぁっ!?」

　一口もかじりつく前に、地面へと落としてしまった。

「……ふえぇ……」

　その様子を見て、涙なみだ目めになる彼女。……天然な上に、ドジ、か……。

「もう一個どうぞ……」

「えぇっ!?　い、いいんですか!?　ごめんなさい、私って本当にドジで抜ぬけてて……」

　今度は慎しん重ちように、たこ焼きを口まで運び……。

「あ、一気に口に入れると熱いですよ……」

「[image: ～][image: ～]っ！　はふはふっ」

　遅おそかった。彼女はたこ焼きを丸々一つ口へ入れ、案の定熱いようで涙目になっていた。なんというか、どこまでも抜けている子だなあ……。まあでも、こんだけ可愛い子なら、そういうところもむしろプラス要素だったりするけど……。

「ふう[image: ～]っ、熱いけど美味しかったです！　ありがとうございました！　なんか……こういうのっていいですね♪　私、男の人と二人きりで出かけたことないから、なんか楽しかったです！」

「え？　そ、そうですか……？　それは良かった……」

　こんなに可愛いのに、デートの経験がないのかあ……。意外だなあ。

「まあ、格好が格好なのであまり男の人って感じがしないですけど……」

「うぐっ……」

　今、さりげなく酷ひどいこと言わなかったか!?

「そろそろ時間ですね！　着替えに戻もどりましょうか！」

「あ、そうですね……」

　それからまたさっきの男子トイレへと戻り、元の服装へと着替えた。

「じゃあ、本当に色々ありがとうございました！」

「え、あ、はい……」

　着替え終えると、拍ひよう子し抜ぬけするほどあっさりと、彼女は俺に礼を言って笑え顔がおで去っていった。結局、なんで追われてたのか、彼女は何者なのかも分からないまま別れてしまった。

　ちょっと……いや、かなりド天然で抜けてたし、最後まで謎なぞめいてて怪あやしかったけど、可愛くていい子だったなあ。名前くらい聞いておけば良かった……。




　携けい帯たいを見ると生駒先生から連れん絡らくが来ていて、正面玄げん関かんの前で待っているとあったので、慌あわててそこへと向かう。

「も[image: ～]遅いっ！　一体一人でどこ行ってたのよ!?」

「ごめんごめん！　でも、先にそっちがスイーツ食べ放題に行って俺一人を放置したんだろ！　……ってあれ？　エミリちゃんは？」

「チッ……なんか、『南大祭総選挙』とかいう、来場者の女の中で一番可愛い女を投票で決めるとかいうミスコンみたいな企き画かくで声掛かけられて、ほいほい付いていったわよ。エントリーしたら撮さつ影えいとかプロフィール記入とかあるから暫しばらく拘こう束そくされるんだって」

「へえ、すごいね！　……って、い、生駒先生は……声掛けられなかったの？」

　もし声を掛けられていなかったら大変失礼だとは思ったが、生駒先生は見た目だけはエミリちゃんに負けず劣おとらず可愛いと思うので、声を掛けられたと思うのだが……。

「掛けられたけど、賞品がピンキー＆なんちゃら？　だとかってブランドのバッグとかで全然いらないからエントリーしなかったわ。エミリは賞品聞いて目の色変えてたけど」

「へ、へえ……」

　なんというか、生駒先生ってやっぱりそういうものに全然興味ないんだな……。

「それに、いつまでも犬……じゃなかった、相方を外に放置しておくのも可哀かわい想そうだと思ったのよ。感謝してよね」

「ちょっ……今完璧に犬って言っただろ!?　っていうか外に放置するってやっぱり完全に犬扱あつかいじゃねえか！」

「すみませーん！　そこの夫婦めおと漫まん才ざいが息ぴったりのお二人さーん！」

「「夫婦漫才!?」」

　突とつ然ぜん声を掛けられて振り向くと、そこには大学生らしき男性が立っていた。

「今、本学生、来場者問わずで『カップル選手権』っていう企画の参加者を募つのってるんですよ[image: ～]。ちょうどあと一組出場してくれるカップルを探してるんですが、いかがですか？」

「カップル選手権[image: ～]？　いや、私たちは……」

「ちなみに優勝賞品はアマゾン商品券三万円分です！」

「……っ!!」

　アマゾン商品券三万円分、ってちょっと欲ほしいけど、俺たちはカップルじゃないしなあ……と思い、俺が断ろうとしたところ、

「出ます！　是ぜ非ひ出させて下さい！」

「は!?　い、生駒先生!?」

「わーありがとうございまーす！　じゃあ出場ステージの方へ付いて来て下さい！」

「ちょっと生駒先生、何考えてんだよ!?」

　俺が生駒先生に抗こう議ぎすると、生駒先生は大学生に聞こえないよう小声で言い返す。

「だってアマゾン商品券三万円分よ!?　あんたにも一万円分くらいあげるから全力で協力しなさいよ。絶対グランプリ獲とるわよ！」

　くっ、マジかよこの女……。ブランドものバッグには興味ないくせにアマゾン商品券はカップルだと偽いつわってまで欲しいのか……。っていうか、そこは普ふ通つう半分こだろ！　なんで俺には一万円分なんだよ！

　大学生の後に付いていくと、ステージへと辿たどり着いた。ステージの前には既すでにちらほらと見物客がいる。どうやらここでこれからその『カップル選手権』とやらが行われるようだ。しかし、一体何をやらされるんだ……？

「これからそれぞれのカップルにステージに上がってもらい、観客の前で様々なゲームを行い、他の出場者のカップルと競きそってもらいます。合計三つのゲームの総合得点が高い組の優勝となります」

　ステージの上でゲーム、かあ……。大分気恥ずかしいけど、人前でイチャイチャするのを競うとかじゃなくて良かった……。ゲームならまだ勝機もあるしな。

　もう時間ぎりぎりだったようで、説明もそこそこにすぐにゲームが始まることになった。係の学生に促うながされるがまま、俺たちはステージに上がる。その時には割と観客がいて緊きん張ちよう感が高まってしまう。

　……と、観客の中に俺たちのことを見つめて呆ぼう然ぜんとしている美少女がいるのが目に入った。エミリちゃんだ。もう撮影などは終わったのだろうか。カップルでもない俺たちがこんなものに出ているのを見て、驚おどろいた表情でポカンとしていた。そりゃあそうだろう。俺自身だってこの状じよう況きようはわけが分からない。

　司会の学生が出場カップルをそれぞれ軽く観客に紹しよう介かいした。俺たちを含ふくめて合計四組のカップルが競い合うようだ。

「それでは、まず一つ目のゲームは……ずばり、ポッキーゲームでぇす！　ルールは簡単！　二人で両りよう端たんからポッキーを食べ、限界のところで離はなし、残ったポッキーの長さが一番短かったカップルに最も高い得点が入ります！」

「はあああ!?」

　俺はステージ上だというのに思いっきり声を上げてしまった。な、なんだよそれ……!?　んな小こっ恥ぱずかしいことできるかぁ！　しかも、こんなステージの上なんかで……！

　ふと生駒先生の方を見ると……生駒先生も真っ青な顔になって額に汗あせをかいていた。

「何よそれ……そ、そんなこと……できるわけ……」

　ブツブツと呟つぶやいている言葉が僅わずかに聞こえてくる。やはり、生駒先生も動どう揺ようしているようだ。

「で、でも……ここで高得点を獲らないと優勝できないだろうし……き、君島君！　分かってるでしょうね!?　こ、高得点狙ねらうわよ！　すぐ口離したりしたら許さないから！」

「なっ!?　ほ、本気!?」

「それでは皆みなさん準備はいいですかー？　よーい、スタート[image: ～]！」

　生駒先生から恐おそろしいことを告げられて、すぐにゲームが開始される。お互たがいにポッキーの端はしを咥くわえて、そこから少しずつポッキーを食べていくのだが……生駒先生の顔がものすごく至し近きん距きよ離りに……！　思っていたよりずっと恥ずかしいぞこれ！

　恥ずかしさのあまり今すぐにでも口を離したかったが、先ほどの生駒先生の『すぐ口離したら許さない』という言葉を思い出し、なんとか少しずつポッキーを食べ続ける。俺の方から口を離したら、後で一体どんな仕打ちを受けるか分かったもんじゃない……。

　当たり前だが、食べれば食べるほどどんどん生駒先生に近付いていく。その度たびに俺の胸の高鳴りは大きくなっていった。おい、待てよ……これって、ポッキー全部食べきったら……キ、キ、キス……することになるんじゃないのか!?　他のカップルはキスなんて普ふ段だんからしてるんだろうし、ゲームに勝つために人前でも平気でやっちゃうんじゃ……!?　これ、本物のカップルじゃない俺たちが絶対不利だろ！

　生駒先生は恥ずかしそうに目を半分閉じて、辛つらそうな顔でポッキーを咥えている。これ、このままいったらキス……!?　いや、それはダメだろ！　だって俺たちは、本物のカップルじゃないわけだし……。でも、俺から口を離したら後で殺されるだろうし……ああもう、どうにでもなれ！

「[image: ～][image: ～]っ！　もう、無理ぃっ！」

「……！」

　なんと、次の瞬しゆん間かん生駒先生がポッキーから口を離した。彼女は真っ赤な顔ですぐに俺から顔を逸そらす。

「おーっと！　ここで、君島＆生駒ペアが脱だつ落らくしたあっ！」

「い、生駒先生……高得点狙うんじゃなかったの……？」

　俺は咥えているポッキーを口から離し、思わず彼女に聞く。俺たちのポッキーは残り五センチ程ほどになっていた。いや、これでも十分頑がん張ばった方だとは思うけどさ。ゲームが始まる前の彼女の様子からは限界まで頑張るかと予想していたので、生駒先生の方から口を離すなんて想定外だった。

「う、う、うるさいっ！　無理に決まってるじゃないこんなもん！　こんなの人前で嬉き々きとしてできるのなんて脳みそお花畑のＤＱＮバカップルくらいなもんでしょうがあ！」

　ぎゃ、逆ギレかよ……！　しかし、そう言う生駒先生の表情は本当に恥ずかしそうで、目にはほんの少し涙なみだすら溜たまっていた。そうか……よく忘れがちだが、生駒先生も女の子なんだよな……。彼女にとっては恥ずかしさの限界だったのだろう。

　……っていうかもしかして、別に本当の好きな人（いとこ）がいるから、好きでもない男とこんなことするのが嫌いや、とか……？　そりゃあ普通、そうだよなあ……。

「……？　ちょっと君島君、何黙だまったままムッとしてんのよ？　そんなにこのポッキーゲームで優勝したかったわけ？」

「え？　いや別に……」

「どっちにしろ、優勝は無理だったみたいだけど……」

「え？」

　生駒先生は他のカップルに目を向けて言う。俺もそちらに視線を移すと……。

「山田＆佐々木ペア、高橋＆本田ペアが同着一位でーすっ！　二位は新井＆鈴木ペア！」

「!?」

　二組のカップルが、ポッキーを食べ尽つくしてキスしていたのである。さ、さすが本物のカップル……！　いや、本物のカップルにしたってこんな沢たく山さんの人の前じゃ普通恥ずかしいだろ！　そんなにアマゾンの金券欲しいんかい！　二位のカップルも、ほんの一センチ程度ポッキーを残してほぼキスする直前だった。

　一つ目のゲームを終えて、俺と生駒先生は完かん璧ぺきに出で遅おくれてしまった。同着一位のカップル二組にはそれぞれ五十点ずつ入り、二位のカップルには二十点、俺たちは〇点だ。

「それでは続いてのゲームは……『二人羽織』ですっ！」

「二人羽織……？」

　聞き慣れない単語に俺は首を傾かしげる。

「えー、今からこちらの『二人羽織』専用の羽織をカップルで着て頂きます。二人が同じ向きで前後になるように座り、後ろになった方が羽織の袖そでから手だけを出して、前になった方が顔だけを出して下さい。片方は手が使えるけど前が見えず、片方は前は見えるが手が使えないという状態で、こちらにあるざる蕎麦そばを食べて頂きます。最初に全すべて食べきったカップルの勝利です！」

　な、なるほど……。なんかテレビとかで見たことあるような気はするな。あの羽織を二人で着る、って相当密着しなくちゃいけないみたいだけど……まあ、さっきのポッキーゲームよりはまだマシ、かな……。

「どちらが前になるかはお二人で決めて構いません！」

「……生駒先生……どうする？」

「そうね……じゃああんたが前で、私が後ろ」

　どっちも相当大変そうだから、別にどっちでもいいな……と思いながら、生駒先生に言われた通り俺が前になる。

「どちらが前になるか決まったら、前になった人は手を使えないように背中の後ろで両手を縛しばらせて頂きます！」

　係の人がやってきて、俺の両手を背中の後ろで縛った。それから、羽織を渡わたされる。この羽織は『二人羽織』用に作られたものなので、食べ物がこぼれても平気なようにか、ビニールでできていた。顔を出すところと手を出すところだけ穴が空いていて、羽織、というよりは大きなＴシャツ、という感じである。生駒先生と前後に並んで正座して、『二人羽織』を上からかぶった。

「……うわ、せ、狭せまい……」

　思っていたより羽織の中は狭く、密着せざるをえない。

「……キャッ！」

「……!?」

　一いつ瞬しゆん、背中に何か柔やわらかいものが当たり、生駒先生が小さな悲鳴を上げた。……はっ！　い、今のは……位置的にもしや、生駒先生の……胸!?

「はーい皆さん、無事着られましたかー!?　無事に着たらまずは後ろの人が蕎麦を食べるための箸はしを持ってみて下さいね[image: ～]！　全員が箸を持ったらゲームを始めます！」

「い、生駒先生……早く穴から手を出して、箸を……」

「わ、分かってるわよ！」

　生駒先生は慌あわてて左右の穴からそれぞれ手を出し、前に置かれている箸を摑つかもうとする。

「あ、あれ……箸どこよ……？」

「あ、え、えっと……もうちょい奥の、右……」

　生駒先生が慌てて箸を摑もうと四苦八苦している間も、羽織の中で俺の背中に彼女の胸が当たってしまい、俺は顔も身体からだも熱くなってくる。まずい、これは……非常にまずいぞ！　ゲームどころじゃねええええ！

「ちょ、ちょ、ちょっと待って！　やっぱり……前と後ろ交代するわ！」

　生駒先生がそう言いながら慌てて羽織を脱ぬいだ。振ふり向いて彼女の顔を見ると、真っ赤になって泣きそうな顔になっていた。俺以上に恥ずかしかったのは、生駒先生本人だったようだ。ちょっと残念な気もするが……あのままじゃ興奮と動揺でゲームどころじゃなかったから助かった。

　今度は生駒先生が前に、俺が後ろに正座して、係の人が生駒先生の背中で両手を縛ってから、上から羽織をかぶる。すぐに、視界が真っ暗になった。すぐ目の前には生駒先生の背中がある。生駒先生の髪かみからいい匂においがしてきて、これはこれでドキドキするな……。

「君島君、早く箸持って！」

「あ、ああ……」

　慌てて手て探さぐりで箸を探し、右手で持った。

「全カップル、箸を持ちましたね[image: ～]！　それでは、よーいスタート！」

　司会者の合図で、ゲームが開始する。俺は前方が何も見えないまま、右手に持った箸で蕎麦を摘つまみ、左手でつゆの入った器うつわを持ち、蕎麦をつゆにつけてから生駒先生の口元まで運ばなくてはならない。

「あ[image: ～]っ、蕎麦、そこよ！　その下！　その下の蕎麦摘んで！」

　生駒先生の指示だけを頼たよりに、蕎麦を箸で摘む。

「よし、摘めたわ！　そのまま口元まで持って来て！　もうつゆとかにつけなくていいから！」

　味しないけどいいのかよ……と思いつつ、そのまま生駒先生の口元に持っていく。

「キャッ、そこ口じゃない！」

「え！　噓うそ!?　ごめん！」

　口元に持っていったはずが、どうやら口じゃない顔のどこかに当たってしまったらしい。

「ああ[image: ～][image: ～]っ！　もう最悪っ！　蕎麦、羽織の中に落ちたんだけど！」

　どうやら、蕎麦は顔に当たってそのまま襟えり元もとから羽織の中に落ちてしまったようだ。

「こぼした蕎麦も、下に落ちたもの以外はちゃんと拾って食べて下さいねー！」

　生駒先生の言葉に、司会者が声を掛かけた。こぼした蕎麦も拾わなきゃならないのかよ……。……ん？　待てよ……前の生駒先生が手を縛られてるってことは、当然蕎麦を拾うのも俺、ってことか……。

「拾わないといけないんだ……えっと、どこに落ちたの？」

「えっ……拾うって、あんたが!?」

「そりゃあそうでしょ、生駒先生両手使えないんだから……」

「[image: ～][image: ～]っ！　な、な……！」

　生駒先生はなぜだか酷ひどく動どう揺ようしているようだ。

「で、どこに落ちたの？」

「だ、だ、だから……羽織の、中に……！」

　そ、そうか……羽織の中に落ちたんだったな……。俺は一度箸を置いて、生駒先生の首元から、羽織の中に右手を入れる。なんだか、服の中に手を入れてるみたいで妙みような気分になってくるな……。すぐに右手は何かに当たった。硬かたくてすべすべの……これは、生駒先生の鎖さ骨こつ、か……！

「キャッ！　さ、触さわんないでよ！　も、もっと左の方！　もう、さっさとしてよ！」

「そんなこと言われても……この辺!?」

　生駒先生に言われた通り、左の方へと手を動かす。手のひらが、思いっきり柔らかい何かに当たった。

[image: ]

「キャアッ！　ちょっ……あんた、わざとやってない!?」

「え……!?」

　も、もしや……この柔らかくて触り心地ごこちのいいものは……。

「いっ、いつまで触ってんのよ!?　早く手を退どけなさいよぉ！」

　い、生駒先生の……胸!?　俺は慌てて手を退ける。生駒先生の左の胸を、ワンピースの上から思い切り触ってしまった……！　うおおお、し、鎮しずまれ俺の下半身……こんだけ密着してるんだから、下手すると生駒先生に気付かれる……。

「こ、こんのエロ犬がぁっ！　後で覚えときなさいよ!?」

「ん、んなこと言われたって……見えないんだから仕方ないだろ！」

「開き直るんじゃないっ！」

「で、蕎麦は……一体どの辺なの!?」

「さっきの、もうちょい右の方！　鎖骨の真ん中くらい！」

　鎖骨の、真ん中……。再び俺の右手は生駒先生の鎖骨に触ふれる。

「もうちょい左の、下……」

「えっと……この辺……？」

「……やっ……！　ち、違ちが……！　バカァッ！　あ、あんた……服の中に手ぇ入れて……っ！」

「えっ!?　噓！　ごめん！」

　生駒先生の言葉に、慌てて手を引っ込める。や、やべえ！　俺、あともう少しで生駒先生の生乳を触るところだったのか……!?

「……っ、ドサクサに紛まぎれてセクハラしまくって……いい加減にしなさいよこのエロ島ぁぁぁぁ！」

「ぐおふっ!?」

　そこで突とつ然ぜん、俺の頭に鋭するどい痛みが走った。目の前の生駒先生の後頭部が俺の頭に激げき突とつした……つまり、後ろ頭ず突つきをかましてきたのである。

「いってえええ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]っ！」

　あまりの痛みに俺は叫さけんだ。

「はーい、ここで山田＆佐々木ペア、見事に蕎麦を完食しましたーっ！」

　ま、マジかよ……!?　俺たちなんてまだ最初の一口すらも食べられてないっていうのに……！

　続いて、俺が痛みに悶もだえ苦しんでいる間に、次々と他のカップルが蕎麦を完食してしまった。

「ええっと、ここで残念なお知らせです……。第一ゲームに引き続き第二ゲームでも最下位だった君島＆生駒ペアの優勝の可能性がなくなってしまいました……」

「えぇっ!?」

　司会者から告げられたあまりに残ざん酷こくな事実に、俺たちは衝しよう撃げきを受ける。

「う、噓……」

　生駒先生がうわごとのように呟つぶやいた。

「アマゾン三万円が……うぅう[image: ～]……あ、あ、あんたのせいで[image: ～]っ！」

「なんで俺のせいなんだよっ!?」

　生駒先生は半泣きでポカポカと俺の肩かたを叩たたいてくる。誤って胸を触ってしまったことは悪かったが、優勝できなかったのは断じて俺のせいではないだろ！

「優勝の可能性はなくなりましたが、最後のゲームに参加だけはできます……どうしますか？」

「え!?　い、いえ……やめておきます……」

　もう優勝できないことが分かっているのに、これ以上ステージの上で恥はじさらしなんてしたくない……と思った俺は、司会者の質問に即そく答とうした。

　こうして、散々な目に遭あった末、俺たちは『カップル選手権』で優勝できずに終わってしまったのだった……。元々、カップルでない俺たちが偽いつわって『カップル選手権』に出たこと自体が間ま違ちがっていたのだろう……。




「お二人共、残念でしたね！　客席から応おう援えんしてましたよっ！　……って、あれ？　お二人共……？」

　ステージから降りてきた俺たちを、エミリちゃんが出で迎むかえてくれた。しかし、当の俺たちは『カップル選手権』が終わってからほとんど口をきいておらず、険悪なムードになっていた。というか、わざとではないとはいえ俺がセクハラしてしまい、しかも優勝も逃のがしてしまったので、生駒先生が俺に対して一方的に怒おこっているのだが……。

「あ、ほら、もうすぐ今日のメインのアイドルステージが始まりますよ！　気を取り直して見に行きましょう！」

「あ、うん……そうだね！」

　エミリちゃんに言われて時計を見ると、確かにアイドルライブまであと三十分というちょうどいい時間だった。アイドルライブを見て生駒先生も機き嫌げんを直してくれるといいのだが……。




　アイドルライブが行われる会場である、体育館へと入る。体育館の中にはぎっしりとパイプ椅い子すが並んでいて、ちらほらと席が埋うまっていた。パンフレットを見たところ、どうやら今はアイドルライブの前の演目、ダンスサークルによるステージが行われているようである。そのステージは、特にチケットなどなしで見ることができるみたいだ。

　俺たちはチケットにある席番号を見て、その番号の紙が貼はってあるパイプ椅子を探して、席に着いた。

「わー、結構ダンスサークルの演技も本格的ですね！　かっこいい[image: ～]！」

「そうだね！　ダンスだけで見たら、下手したら、この後のアイドルライブよりすごいんじゃないのかな!?」

　俺とエミリちゃんはダンスサークルの演技を見て思わず感心してしまう。それくらい、女子ダンスサークルの演技はプロ並みに上手うまく、かっこよかった。

　……それにしても、生駒先生さっきからほとんど喋しやべらないな……。全く、いつまで怒ってるつもりなんだよ……。一応、『カップル選手権』の後セクハラの件については謝ったっていうのに……。

「以上、女子ダンスサークル『ＭＥＤＩＵＭ』によるヒップホップダンスでした[image: ～]！　続いての演目は……アイドルユニット『どらごん組．ｉｎｃ』によるライブステージになりまーす！」

「待ってましたー！」

　気付くと、先ほどまで割と空席があった客席はほとんど埋まっていた。その大多数が、そのアイドルのファンだと分かる外見の観客だった。おそらくアイドルのグッズかと思われる、Ｔシャツや法はつ被ぴを着ている人や、タオル、団扇うちわなどを手にしている人が多かった。ほとんどの人がペンライトを手元に準備している。やっぱり、すごい人気なんだなあ……。

「では『どらごん組．ｉｎｃ』の皆みなさん、宜よろしくお願いしまーす！」

　司会者の言葉と共に、アイドルユニット、『どらごん組．ｉｎｃ』がステージ上に姿を現した。それと同時に、客席は熱気に包まれ、沢たく山さんの声援が飛び交かう。

「マイコォ[image: ～][image: ～]ッ！」

「マイマ[image: ～][image: ～]イッ！」

「あ、あのセンターの『マイコ』って子がダントツで人気みたいですよ」

「へえ、そうなんだ……」

　マイコ？　なんか、どっかで聞き覚えが……。

「なっ……!?」

　俺はステージ上のアイドルを見て、自分の目を疑った。三人ユニットの真ん中に……今日学園祭を三十分間だけ一いつ緒しよに回った、あの可愛かわいい女の子の姿があったからだ。

「マ、マイコって……あの真ん中の子が!?」

「？　はい、そうですよ」

「皆さん、今日は『どらごん組．ｉｎｃ』学園祭ライブにお越こし下さいまして、誠まことにありがとうございまーすっ！」

「マイコオオオォォォ！」

　ステージの上で観客に挨あい拶さつする『どらごん組．ｉｎｃ』のセンター、『マイコ』。まさか……さっきの女の子が、今日俺が見ようとしていたアイドルだったなんて！　思いも寄らなかった。道理で可愛いはずだ。それに……姿を隠かくしていたのは、ファンや、彼女を知っている人たちに見つかったら大変だから、ということか！

「君島さん、啞あ然ぜんとしてますけど……どうかしましたか？」

「い、いや……」

　さっきあったことを二人に話しても、信じてもらえるかどうか分からないし……言わないでおくことにしよう。俺自身、彼女の姿をステージで目にしている今でも、にわかには信じがたいのだから……。

　やがて、挨拶を終えて『どらごん組．ｉｎｃ』のライブステージが始まるようだ。そういえば彼女……相当鈍どんくさい……と言ったら失礼だが、ドジで抜ぬけていたような気がするのだが、果たしてライブステージなんて務まるのだろうか。ただでさえ、先ほどのダンスサークルの演技が素す晴ばらしかったので、差が目に見えてしまったら気の毒だな……。

「……！」

　曲が始まった瞬しゆん間かん、今までにこやかだったマイコの顔つきが急に変わった。

「わあ、かっこいいですね……」

　ステージが始まり、俺は度ど肝ぎもを抜かれた。彼女たちは、俺が思っていたよりずっとダンスが激しく、歌も口パクではなくきちんと歌っている。それも……ダンスも歌も、びっくりするほどレベルが高かったのだ。

　あんな激しいダンスをしているのに、どうしてここまで歌が安定しているんだ？　ダンスだって、先ほどのダンスサークルのダンスなんかよりもずっと完成度が高い。激しい動きなのにビシッと決まっていて、三人の息もぴったりだ。

　特に……センターの『マイコ』は群を抜いていた。完成度が高いのは勿もち論ろん、思わず釘くぎ付づけになってしまうような魅み力りよく的なパフォーマンス……とでもいうのだろうか。人を魅み了りようする不思議な力を持っている、と感じた。さっき一緒にいたドジで天然な彼女と、ステージ上の彼女はまるで別人のようだ。

　これが、プロのアイドルっていうもの、なのか……？　アイドルなんて、と、正直あまり期待していなかった気持ちもあったのだが、とんでもなかった。

「す……すごい……」

「……！」

　今まで黙だまっていた生駒先生が、やっと口を開いた。見ると、目を輝かがやかせてステージのアイドルたちに見とれていた。




「本当にすごかったですねー！　わたし、アイドルのライブを見たのって初めてだったんですが、感動しちゃいました！」

「うん、俺もだよ！」

　ライブを見終えた俺たちは、体育館から移動しながら、興奮気味に感想を言い合った。

「君島君……」

「……！」

　生駒先生に声を掛かけられ、驚おどろいて彼女を見る。

「アイドルもの漫まん画が……絶対面おも白しろいものにするわよ！　今日のステージくらい、読者を感動させられるように！」

[image: ]

　生駒先生は真しん剣けんな表情で俺に語りかける。生駒先生……アイドルのステージを見て、そんなことを思っていたのか……！

「……！　うん、そうだね！　全力で頑がん張ばろう！　俺も、今日のステージを見て、一層アイドルもの漫画に対してやる気が湧わいたよ！」

「……ふふっ。お二人の漫画、楽しみにしてますねっ！」




　漫画へのやる気を誓ちかい合ったところで、そろそろ生駒先生のいとこがお好み焼き屋の当番の時間だというので、そちらへと向かうことになった。

「はあ、晶さんに一年ぶりに会えるなんて……やばい、緊きん張ちようしてきたわ」

「ふふっ、生駒先生でもこんな風にそわそわしたりするんですね♪　恋こいする乙女おとめ、って感じですね[image: ～]！」

　ああ……別に俺は、生駒先生のいとこなんて会いたくないのだが……。このいい気分のままで帰れたら、どんなに良かったことか……。さっきまであんなにプリプリしてたくせに、いとこに会えるとなったら別人みたいにウキウキしちゃって……。

　やがて、お好み焼き屋をやっているグラウンドの出店へと辿たどり着く。ちょうど客が来ておらず、お好み焼き屋の屋台にイケメンと綺き麗れいな女性が二人並んでいるのが見えた。

「あっ、晶さん！」

　その姿を見て、生駒先生は嬉うれしそうに声を掛ける。このイケメンが、生駒先生のいとこか……。色黒でガタイがいいワイルド系……生駒先生の好みのタイプがこんな男だったなんて……。

「あ、茉まつ莉りちゃん！　来てくれたのね[image: ～]っ！」

「……へ？」

　しかし、生駒先生の言葉に反応したのはイケメン……ではなく、隣となりにいる綺麗な女性の方だった。思わず、俺は気の抜けた声を出してしまう。

「漫画で忙いそがしいって言ってたのに、大だい丈じよう夫ぶ？　無理して来てくれたんじゃない？」

「いえ、大丈夫です！　久しぶりにお会いできて嬉しいですっ！」

「私も嬉しいわ！　今日は私の奢おごりでお好み焼き食べていってね！」

　……生駒先生のいとこの晶さんって、女の人だったのかよ!?　憧あこがれの人、理想の人、とか言ってたくせに、紛まぎらわしい……！　……なるほど。女の人ね、女の人……。

　いや、でも確かに……この晶さんは長い綺麗な茶ちや髪ぱつに、大人っぽい秀しゆう麗れいな顔立ち、長身で、優やさしそうな人ひと柄がら、そして何より……大きな胸。生駒先生が好きそうな要素全すべて盛り込んであるじゃねえかっ！

　生駒先生は緊張している様子ながらも、嬉しそうに晶さんと言葉を交わしている。本当に、晶さんに憧れてるんだなあ……。こんな生駒先生、なんだか新しん鮮せんだ。

「茉莉ちゃん、そちらのお二方は？」

「ああ、漫画の相方の君島君とアシスタントのエミリよ」

　生駒先生がどうでもよさそうに雑に俺たちを紹しよう介かいした。

「初めまして、茉莉ちゃんのいとこの晶です。今日は来てくれてありがとうございますっ」

　晶さんは俺たちにも丁てい寧ねいに挨拶してくれた。

「は、初めまして！　君島泉せんです！」

「アシスタントをさせて頂いています、椿エミリです」

「今後とも茉莉ちゃんを宜しくお願いしますね♪」

　にっこりと優しげな笑みを浮うかべて、晶さんは俺たちに言う。

「はいっ、こちらこそ……！」

「……あら？　ええと、君島君……もしかしてさっき、出店でたこ焼きを食べていませんでしたか？」

　晶さんは、俺の顔を不思議そうにじっと見つめたあと、そんなことを尋たずねてきた。

「え!?　あ、はい……」

「やっぱり！　女装して、男装した女の子と一緒にたこ焼きを食べてましたよね？」

「……っ!?」

「女の子と……？」

「女装して……？」

　晶さんの言葉を聞いた生駒先生とエミリちゃんが、彼女の言葉の一部を復唱して、信じられない、というような顔で俺を見る。

　ま、まずい……さっきアイドルの『マイコ』と一いつ緒しよにいるところ、この晶さんに見られてたのか！

「てっきり、男装女装コンテストに出るカップルなのかと思って、可愛いカップルだなあ[image: ～]って思って見てたんですが……」

「あ、い、いえ……コンテストに出るわけじゃないんですが……あれには深いわけがあるというか、その……」

「き、君島さんに女装の趣しゆ味みがあったなんて驚きですね[image: ～]……」

　エミリちゃんがどん引きした様子で俺を見る。

「え!?　いや、だから違ちがうんだって！」

「へぇ[image: ～]……君島君も一丁前にナンパなんてできるのね[image: ～]え。それも、私たちと別行動してる短い時間の中で……」

　生駒先生が、笑え顔がおで俺に言うが、目が笑ってない。

「ナンパ!?　い、いや……そういうんじゃなくて……！」

「あら、ごめんなさい……二人には内ない緒しよにしてたんですね……まずいこと言っちゃったみたい……」

　晶さんは慌あわてた様子で俺に謝るが、余計に怪あやしさ満点になってしまった。

「さっきあんなに私にセクハラしまくったくせに……全部忘れて許してあげたっていうのに……その前にそんなことしてたなんてぇ……っ！　この万年発情犬がぁ[image: ～][image: ～][image: ～]っ！」

「だ、だ、だから、違うんだってば[image: ～][image: ～]っ！」




　生駒先生の怒ど鳴なり声と、俺の情けない声が、学園祭の秋空に虚むなしく響ひびき渡わたるのだった。

[image: ]














　ある日の放課後。

　俺が茉まつ莉りちゃんと一緒に仕事場へ行こうと彼女の席を見ると、みなせが茉莉ちゃんの席まで移動しており、二人で話していた。

　茉莉ちゃんが転校してきてすぐに二人は喧けん嘩かになって、その後冷戦状態が続いていたっていうのに、今じゃもうすっかり仲良くなったなあ。

　俺にとって大事な友人である二人が仲良くなってくれるのは、とても嬉うれしい。二人は濃こいオタクで趣味が合うんだから、なんだかんだ言って話も合うのだろう。

　一体どんな話をしているのかが気になって、俺は二人の近くへと移動した。

「もう！　何度言えば分かるのよ!?　『転んで！　ラッキーボーイ』の正ヒロインは『ルル』だって言ってんでしょ!?　妹の『メメ』なんて終しゆう盤ばんから出てきた所しよ詮せんてこ入れキャラに過ぎないんだってば！」

「確かに、『ラキボ』無印ではそうだったかもしれないけど……それより更さらに人気の出てる続編『ラキボ　ダークサイド』では明らかに『メメ』様がメインヒロインじゃん！　他のキャラと一緒とはいえ一巻の表紙だってメメ様が飾かざってるしさ[image: ～]！　『ダークサイド』ではむしろ『ルル』の方がサブヒロインの一人に成り下がっちゃってるよね[image: ～]。生い駒こまさん、いい加減認めなってば！　まあ、巨きよ乳にゆうってこと以外にはあんまり特とく徴ちようや魅み力りよくのない『ルル』より、ロリで妹でエロくて小こ悪あく魔まっていう強力な属性をたくさん持ってる『メメ』様の方が人気出ちゃうのも当然だけどね！　まあ、あたし的にはロリ巨乳じゃなくて普ふ通つうに貧ひん乳にゆうであって欲しかったけど……」

「な!?　『ルル』に魅力がないって……香こう月づきさんあなた、本気で言ってるわけ!?　『ルル』は続編の『ダークサイド』になってから『メメ』と『ネネ』を優やさしく見守るお姉さんキャラとして、新たに姉属性までついて超ちよう絶ぜつ魅力的じゃないの！　『ルル』の魅力が分からないなんて、あなた本当に『ダークサイド』ちゃんと読んでるの!?　流し読みしてるんじゃない!?」

　ん？　これって、もしかしなくとも……喧嘩、してないか!?

　二人の近くに来るにつれて聞こえてきた会話の内容に、俺は動どう揺ようを抑おさえきれない。

「ちょっと二人とも、また喧嘩してんの!?」

　思わず俺は、喧嘩を止めるために二人の間に割って入った。

「あー、まためんどいのが来たわね。あんたには分からない話なんだから入ってこないでよ」

「泉せん、こればっかりは絶対に譲ゆずれない戦いだから邪じや魔ましないで！」

「まったく、せっかく仲良くなったと思ったのに目を離はなすとすぐこれだもんな。何の作品の話をしてるんだか分かんないけど、お姉さんキャラもロリキャラもそれぞれ魅力があるってことでいいじゃん」

「どっちの魅力も分かってないあんたが適当なこと言ってんじゃないわよ！」

「うぐっ」

　茉莉ちゃんの鋭するどい一言に何も言い返せなくなる。

　確かにそうなんだよなあ、萌もえ系漫まん画が家かとしてこんなことじゃ駄だ目めだとは思っているのだが、俺はお姉さんキャラの良さもロリキャラの良さもまだイマイチ理解できていない。

　キャラ萌えについては、茉莉ちゃんにエロゲやら萌え系漫画やら見せられてるせいで、昔よりは少しずつ理解できるようになっていると思うのだが。

　お姉さんキャラの魅力については、茉莉ちゃんがよく語っているのを聞いているのでなんとか『そういうものなんだなあ』くらいに分かるようにはなってきたが、自分に本当に姉がいるので、いくら語られたところで俺が姉萌えに目覚めることはないだろうと思っている。

「みなせがそんなに熱く語るほど、『ロリ』って魅力的なものなの？」

　ふと気になって、俺はみなせに質問した。今後萌え系漫画家を続けるに当たって、『お姉さんキャラの魅力』だけではなく『ロリキャラの魅力』も理解しておきたいと思ったのだ。

「そりゃあそうだよっ！　ロリキャラは今やお姉さんキャラの何倍も人気が出るくらい強力なんだから！　泉も、萌え漫画描かくならもっとロリの魅力を知っておかないと！」

「そうだよね、確かに、ロリの魅力をもっと理解しないとなあとは思っててさ」

「ロリがお姉さんの何倍も人気がある、だぁ!?　聞き捨てならないわね！　私には、どうしてあんな人間的にも女としても未熟なだけの子供が、たくさんのオタ共に需じゆ要ようがあるのか、未いまだに理解できないのよ……っ」

「なっ!?」

　茉莉ちゃんの言葉にみなせが反論しようとするが、茉莉ちゃんは言葉を続けた。

「だから私も……そのへんを一度、香月さんに聞いてみたいとは思ってたの。今後萌え漫画を描くに当たって、私もロリキャラの魅力について理解しなくちゃいけないとは思ってるから」

「！」

　茉莉ちゃんが思いの外ほか真しん剣けんな様子でそう言ったので、みなせは驚おどろいた様子で彼女の顔を見る。どうやら茉莉ちゃんも俺と同じことを考えていたみたいだ。

「そうだったの!?　二人とも、それなら早く言ってよー！　ここにロリ萌えのエキスパートがいるんだからさ！　あたしで良ければ、いくらでもロリ萌えについて教えるって！」

　みなせは得意げに胸を張って、嬉しそうに俺たちに言う。

「とはいえ、口で説明するのは簡単だけど、それを言うとまたいつもみたいに生駒さんと喧嘩になっちゃいそうだしなあ……」

　みなせは少し考えてから口を開く。

「じゃあ、今日の放課後はあたしとアキバに行こうよ！　そこで、ロリの良さを教えてあげるからさ！」

「ア、アキバ……？」




　こうして、俺と茉莉ちゃんはみなせに『ロリ萌え』について教えてもらうために、放課後秋あき葉は原ばらへ行くこととなった。




　電車で秋葉原まで移動して、みなせが「まずはあそこに行こう！」と俺たちを連れ出したのは、とあるメイド喫きつ茶さだった。

「あたし、よくここでその日買った戦利品を見たりするんだ[image: ～]。この店だったらお客さんもオタクばっかりだから人目を気にしなくていいしね！　二次元ロリもいいけど、まずは三次元ロリから入った方が入りやすいかもしれないしさ」

「メイド喫茶で、ロリ萌えの勉強？」

「ここはただのメイド喫茶じゃないんだよ！　その名も『シスターズ喫茶』！　お客さんがお兄ちゃん、お姉ちゃんで、メイドさんたちが妹、っていう設定で接客してくれるんだ[image: ～]！」

「へえ、なんかテレビで似たような店見たことあるかも」

　慣れた様子で店内に入っていくみなせに続いて、俺と茉莉ちゃんも入店する。




「あ、お兄ちゃんにお姉ちゃん？　帰ってきたの？」

「!?」

　だが、店内に入って早々、メイド店員の接客態度に俺は驚きのあまり言葉を失った。

　髪かみを頭の両サイドで二つ結びにしていて小こ柄がらな、いかにも妹的なビジュアルをしたメイド店員は、俺たちに向かってムッとした表情で無愛想にそれだけ言ったのだ。

　こういう店って、『おかえりなさいませご主人様[image: ～]！』とか言ってキャピキャピしたメイドが出で迎むかえてくれるものなんじゃないのか？　ここの店員の態度はあまりに素っ気ない上に、接客だというのにタメ語だ。

「ちょ、何なのよこの店員」

　茉莉ちゃんも店員に戸と惑まどっている。

「あ、そっか！　今、この店ツンデレサービス期間中なんだ！」

「ツンデレサービス期間？」

　みなせの言葉を俺は聞き返す。

「とりあえずそこにいられても邪魔だから、適当にそっち座ったら？」

　無愛想なメイド店員は、相変わらずきつい言葉で俺たちを席まで案内した。

「不定期で一ヶ月くらい、妹メイドさんたちが『ツンデレ』な態度で接客するツンデレサービス期間があるんだよ。今がその期間中だって忘れてた」

　席に着くと、改めてみなせが俺たちに説明してくれた。

「へ、へえー」

　じゃあメイド店員は、敢あえてツンデレっぽく冷たい態度を取っているということなのか。

「良かったねー二人とも！　今日は妹萌えに関してだけじゃなくてツンデレ萌えに関しても学べるから一石二鳥だね！」

　みなせが得意げに言う。

「ツンデレ萌え、ね……。フン、確かに、ロリ萌え、妹萌えと同じくらい私にとっては理解できない属性だわ。単に苛いらつくだけだし」

「ちょっとお姉ちゃんお兄ちゃん、まだメニュー決まってないの!?　早くしてよ！」

　茉莉ちゃんが難しい顔で店内を眺ながめていると、再び俺たちの元に先ほどの二つ結びのメイド店員がやってきて悪態をついた。

「ああっ、みうちゃんごめんね！　お姉ちゃん早く決めるからね！」

　そんな態度を取られているというのに、みなせは嬉しそうにデレデレしながら謝った。

「全く、姉様に兄様も愚ぐ図ずで嫌いやになりますわ。メニュー一つ決めるのにもそんなに時間が掛かかるなんて、無能なんだから」

　続いて、別のメイド店員も俺たちのテーブルにやってきて俺たちを罵ば倒とうしてきた。黒くろ髪かみで前髪がパッツンの姫ひめカットで、わざとらしいお嬢じよう様さまっぽい話し方をしている。接客用のキャラ作りなのだろうか。

　それにしても、いくらツンデレ期間とはいえ一応接客業だというのに口が悪すぎないか？　思わず俺は身構えてしまう。

　こんな言い方されて喜ぶのなんて、ドＭくらいなもんだと思うのだが。

「はああ！　アリスちゃんまで来てくれたんだね！」

　みなせが、目をハートマークにして喜んでいる。こんな近くにドＭがいた……。

「姉貴に兄貴、帰ってきてたのかよ。ちょうど良かった。小こ遣づかいくれよ」

「!?」

　続いて今度は、金きん髪ぱつでいかにもヤンキーっぽい、この店のメイド服が全く似合ってない異色な店員がやってきたので俺はぶったまげた。

　いや、確かにこういう妹っていそうだからリアルはリアルだけど、需要あんのか!?　ってか、客に小遣いくれとか言っていいのかよ!?

「はあっ、綺き羅ら々らちゃんまで！　お小遣い、ちょっと待ってね……」

「ちょっと姉様、綺羅々の言うこと一々真に受けないでよ。妹にお小遣いを渡わたすのは禁止って言われてるじゃない。そんなことも覚えていないの？」

「はああっ！　アリスちゃん、ごめんね、ごめんねえ！」

　謝りながらもみなせは相変わらず嬉うれしそうに顔を綻ほころばせていた。みなせがまさかここまで妹に弱いとは……。なんだか色んな意味で心配になってくる。みなせって、自分好みの可愛かわいい女の子に頼たのまれたら、何でもやってしまうんじゃないのか？

　とりあえず俺たちは飲み物を一つずつ選び、妹メイドたちに注文した。

　注文を受けると、メイドたちは俺たちから離れていったので、なんだかやけにホッとしてしまう。

「いくらツンデレ期間とはいえ、何だよあの怖こわい人たち……。あれじゃツンデレ妹っていうよりただのドＳ鬼き畜ちく妹だよ。俺は絶対普ふ通つうのメイド喫茶の接客の方がいいな……」

　俺は妹たちに怯おびえながら、彼女らに聞こえないように小さな声でぼやいた。

「あんた、あんなんに怯えるなんて男のくせに情けなさすぎるでしょ。キャラ作りだと分かってても、ここまで客を苛つかせることができるなんて、最も早はや一種の才能だわ。あんなこと言われてるのにお金を払はらわなきゃいけないなんて、ほんと腹立つ。何が『ツンデレサービス期間』よ！　一体これ、どこに需要があるわけ!?」

　茉莉ちゃんは茉莉ちゃんで、激おこ状態になっていた。テーブルの上で握にぎっている拳こぶしが怒いかりのあまり震ふるえている。

　駄目だ。俺も茉莉ちゃんも、このままじゃ妹やツンデレの良さを理解するどころか、今以上に苦手意識が高まりそうだ。

「まあまあ、最初がああいうキツい態度だからこそ、デレてくれたときの喜びがめっちゃ大きいんだよ！　ツンデレの魅み力りよくはそこにあるんだって！」

「そういうもんなの？　そういえば、ツンデレって言うからにはちゃんとデレてくれるんだよね？」

　確か、昔テレビで見たことのある妹メイド喫茶はこの店ではなかったが、メイドたちは、ツンデレデーにツンツンしたきつい態度で接客した後、帰るときは「もう帰っちゃうの？」なんてデレてくれていた。

　あのきつい状態からデレてくれるなら、確かに少しは嬉しいかも……。

「勿もち論ろんだよ！　このツンデレ期間中にあと五、六回通えば、少しずつデレてくれるから！」

「デレるまでそんな時間かかんの!?」

「冗じよう談だんじゃないわ！　もう二度と来たくないわよ！」

　その日のうちにデレてくれないなんて、なんと客の財さい布ふに優やさしくない店だろうか……。




　俺たちがそんな会話をしていると、再びメイドたちが三人でやってきた。

　なんでこんなにぞろぞろ三人揃そろって俺たちのテーブルに来るんだろう。一人でさえ個性が強きよう烈れつ過ぎて相手するのが大変そうなのに……。

　そう思いながら軽く店内を見み渡わたすと、俺たちの他ほかには客が一組しかいなかった。

　そうかなるほど、客がいなくて暇ひまだから俺たちのテーブルに来るのか。

「はい、これ」

　二つ結びの、見た目だけは正統派な妹っぽい、みなせに『みうちゃん』と呼ばれていたメイドが、テーブルにどかっと乱暴に飲み物を置いた。

「ふん、どうしてみうがお姉ちゃんやお兄ちゃんの召めし使つかいみたいな真似まねしなきゃいけないのよ」

「えへへ、ありがとうみうちゃん！」

　みなせはデレデレしながら相変わらず態度の悪い『みう』に礼を言い、俺と茉莉ちゃんはそんな様子を呆あつ気けにとられて眺めていた。

「ほら、泉、生駒さん、妹メイドさんたち可愛いでしょ!?　なんか聞きたいこととか話したいことあったら今がチャンスだよ!?」

　みなせが嬉しそうに俺たちに向かって言う。

　聞きたいことか……うーん、俺、ここの店員たちと会話をするのすら勇気がいるのだが。

「聞きたいこと、そうね……あなたたち、年いくつ？　どう見ても十八歳以上よね？　妹とか言ってるけど、私たちより店員の方が年上なんじゃないの？」

「!?」

　茉莉ちゃんが放った言葉で、その場の空気が凍こおり付いた。

「い、生駒さん、なんてことを……！」

　みなせが酷ひどく動どう揺ようした様子で茉莉ちゃんに言う。

　確かに茉莉ちゃんの言う通り、お兄ちゃんお姉ちゃんと呼ばれてるのにも拘かかわらず、妹メイド店員たちの方が年上なら、『ロリ萌もえ』『妹萌え』の勉強のためにここに来たっていうのに、本ほん末まつ転てん倒とうだ。

　だけど、だからって店員に堂々と年ねん齢れいを聞くだなんて、いくらなんでも失礼だろ。

「お姉ちゃんより年上!?　そ、そんなことあるわけないじゃん！　みう、まだ十四歳だよ!?」

「わ、私だって……まだ齢よわい十五ですわ！」

「アタシだってまだ、じゅ、十六だよ！　失礼なこと言ってんじゃねーよ！」

　今までの強気な態度とは打って変わって、焦あせりながら年齢を自己申しん告こくする妹メイドたち。その異常に焦っている様子を見るに、茉莉ちゃんの言ったことは当たっているのかもしれない。

　言われてみれば、確かにみんな年下には見えないな。茉莉ちゃんやみなせの方がずっと若々しいし顔立ちが幼い。メイドたちはせいぜい二十歳はたち[image: ～]二十代前半、といったところだろうか。

「もう分かってるんだから見え見えの噓うそつかなくていいわよ。はあ[image: ～]、年上なんだったらロリ萌えとか妹萌えの参考にならないじゃない。ツンデレサービスとかいうふざけた接客はひたすら腹立つし……」

「もう、生駒さん！　なんで年上だって決めつけるの!?　そんなわけないじゃん！　……た、多分」

「本当のこと言っただけじゃない。フン、そうねえ……そっちのゴスロリは十八、九くらい。ヤンキー崩くずれは二十歳。で、ツインテールは若作りしてるから一見若く見えるけど、目の下に小さい皺しわとかあるし……二十六歳くらい？」

「!?」

　茉莉ちゃんの言葉に、妹メイドたちはギョッとした顔になる。特にツインテールのみうが真っ青になった。おいおい茉莉ちゃん、いくらなんでも失礼だろ！

「なっ……お、おお、お……お姉ちゃんのバカ──ッ！」

　ツインテールのみうはそう叫さけぶと、半泣きでその場から逃にげていく。

「あ、み、みうちゃん!?」

　みなせがその背中に声をかけたが、みうは店のバックヤードへと入ってしまった。この反応……もしかして、ずばり当たってしまったのだろうか？

「生駒さん、なんてこと言うの!?　みうちゃんを傷つけるなんて！」

「え、な、何よ、さっきから散々罵倒してくるからちょっと言い返しただけでしょ。あんな風に逃げるなんて、図星だったのかしら。勘かんで言っただけなのに」

　気付くと、他のメイド店員も不ふ穏おんな空気になっていた。いや、ツンデレ対応で元から機き嫌げん悪そうな態度ではあるのだが。

「もういいから、さっさと出よう！」

　これ以上ここにいても益ます々ます空気が悪くなってしまうと思い、俺たちは慌あわてて会計をして妹メイド喫きつ茶さを後にした。




「はあ、今度あの店に行ったら生駒さんの無礼をみうちゃんに謝らないと……」

「な、何で謝る必要があるのよ。私たちの方がよっぽど悪態つかれたじゃない」

「もう！　だからそれはツンデレ期間でキャラ作りしてたからだってば！」

　みなせは茉莉ちゃんに憤ふん慨がいし、茉莉ちゃんはそんなみなせに戸と惑まどっているようだ。

「まあ、それはもう置いとくとして……二人とも、どうだった？　少しは妹とかロリとかツンデレの良さについて理解できた？」

　気を取り直して、みなせは俺たちに尋たずねた。

「え……うーん、いや、俺は正直怖いだけだったかな」

　俺は正直な感想をみなせに告げる。

「え!?」

「私はムカついただけだったわ。っていうかそもそも、あの店の店員は妹でもロリでもないじゃないの。香月さん、本当にあの店の信者なの？」

「う、まあ確かに、正直ロリっていう年齢ではないな、ってあたしも前から思ってたけど……」

　みなせは少し遠い目になって答える。

「あなただってそう思ってたんじゃない！　あなた、ロリコンのくせにあんな、なんちゃってロリもどきで満足できるの？　そんなんで真のロリコンだって言えるの？」

「だ、だって、あたし妹いないから、ずっと妹がいるシチュエーションに憧あこがれてたんだもん！　だから、可愛い女の子に『お姉ちゃん』って呼んでもらえるだけでも嬉しくて……本物の妹がいる生駒さんにはあたしの気持ちは分からないよっ！」

　みなせは必死な様子で茉莉ちゃんに訴うつたえた。

「いいよもう、そこまで言うなら……分かった！　今度は本物のロリを堪たん能のうできる店に連れてってあげるから！」

「本物のロリ!?　それって、どういう……」

「とにかく、来れば分かるって！」

　みなせの言葉に若じやつ干かん嫌いやな予感がしつつも、とりあえず俺と茉莉ちゃんはみなせの後に続いた。




　みなせが俺たちを連れてやってきたのは、『妹俱く楽ら部ぶ』という看板が掲かかげられた店だった。

　店内に入って陳ちん列れつされた商品を見ると、どうやらアイドルもののＤＶＤや写真集を扱あつかっている店のようだ。

「はあーっ！　くるみちゃんの新作ＤＶＤ入ってる[image: ～]！　これ買わないと！」

　みなせが嬉うれしそうに手に取ったＤＶＤを覗のぞき込むと……。

「!?　ちょ、み、みなせ、もしやこれって……」

　ＤＶＤのパッケージには、どう見ても小学生くらいの女の子がスクール水着姿で写っていた。

　こ、これは……アカンやつや！

「み、みなせって、こんなもんまで買ったりしてたんだ？」

「うん！　この子はあたし一押しのジュニアアイドルで、可愛かわいい上にオフショットとか見るとすっごくいい子なんだよ！　あ[image: ～]もうほんとこういう妹が欲ほしかったなあっていう理想の子で！」

　みなせは興奮気味にそこまで語ったあと、俺の顔を見てハッと我に返り、途と端たんに焦り出す。

「え、ちょ……泉、もしかして引いてない？」

「うん、引いてる」

　俺の幼おさな馴な染じみは少し見ない間に、ヤバい方向のガチなロリコンになってしまったっていうのか!?

　今まではなんだかんだ言って二次元の漫まん画がやアニメがその対象だったから、そこまでヤバいとは思っていなかったが、対象が三次元ともなると話は変わってくる。

「み、みなせ……頼たのむから、いつかそこらへんの小学生とかに声かけて警察のお世話になるような真似だけはやめてよ？　幼馴染みが犯罪者になるなんて俺は嫌だから」

「なっ!?　泉、酷い！　いくらなんでもそんなことしないって！　あたしはイエスロリコンノータッチの精神で、可愛い幼女がいても心の中で愛めでるだけに留とどめてるってば！」

　みなせは必死に主張したが、その必死さが一層不安をかき立てる。




「で、色々連れて行かれたけど、全くもってロリの魅み力りよくが分からないままなんだけど」

　ジュニアアイドルショップを出て、茉莉ちゃんが不満げにみなせに告げた。

　俺たちのために（？）色んな場所を案内してくれたみなせには悪いが、正直、俺も茉莉ちゃんと同じで、未いまだにロリや妹の良さが分からないままだった。

「っていうか、今いま更さらで悪いんだけど……俺たちは漫画の参考にしたいわけだから、三次元の本物のロリや妹じゃなくて、できれば創作物における、二次元のロリの魅力を理解したいんだよなあ……」

　俺も茉莉ちゃんに続いて言う。三次元のロリの魅力を理解したところで、あまり創作の参考にはならなさそうだということに、今気付いたのだ。

「え!?　あ、そっか……。じゃあ、うちに来たら思う存分二次元ロリの魅力を教えてあげるよ！　今日は何が何でも、二人にロリの魅力を理解して帰ってもらわないとだからね！　ロリコンのエキスパートの名にかけて！」

　みなせは強気で言い切った。




　そんなわけで、今度はみなせの自宅へやってきた。

　みなせの家には昔はよく遊びに来た。本当に久しぶりだ。

「お邪じや魔ましまーす」

「あら、みなせ、お友達？　こんにちは[image: ～]」

「！　あ、こんにちは……」

　俺と茉莉ちゃんはリビングでみなせのお母さんに挨あい拶さつをする。みなせのお母さんに会うのも一体何年ぶりになるだろう。俺の方は顔を覚えているが、みなせのお母さんの方はもう俺の顔なんて覚えてないんじゃないだろうか。

「え……あら、もしかして泉君!?」

「あ、はい。お久しぶりです」

「やだ[image: ～]、本当に久しぶりね[image: ～]！　大きくなって……別人みたい！　みなせったら全然連れて来なくなっちゃうんだもの！」

「あ、あはは……」

　みなせのお母さんは大げさなくらい俺の顔を見て驚おどろいている。どうやら、一応覚えてくれてはいたみたいだ。

「あとそちらは……？」

「あ、同じクラスの友達の生駒さんだよ」

「こ、こんにちは。お邪魔しますっ」

　茉莉ちゃんは少し緊きん張ちようした様子で礼れい儀ぎ正ただしく挨拶した。こういうところは意外とちゃんとしてるんだなあ。

　それから俺たちは早さつ速そくみなせの部屋へと移動する。

「ごめんねー、散らかってるけど」

「!?」

　数年ぶりにみなせの部屋に上がって、俺は驚いた。うっすら記き憶おくにある、最後にみなせの部屋に上がったときの彼女の部屋の状態からは想像も付かないほど変わり果てていたからだ。

　壁かべにはアニメやゲームなどのポスターが貼はられ、棚たなの上には美少女もののフィギュアがずらっと並んでいる。本棚には漫画がぎっしりだ。昔来たときはごく普ふ通つうの女の子らしい部屋だったというのに、すっかり完全なオタク部屋になっていた。

「そうだな[image: ～]、とりあえずロリ初心者の二人にオススメのアニメといえば[image: ～]……」

　みなせはテレビの下の引き出しを開けて何かを探している。おそらく、そこにＤＶＤなどが入っているのだろう。

「やっぱこれでしょ！」

　みなせは一本のＤＶＤパッケージを俺たちの前に突つき出した。

『マジカル少女めぐちゃん』

「ああ、日にち朝あさロリコン御ご用よう達たしアニメね」

　茉莉ちゃんがすかさず言った。

「にちあさ？」

　聞き慣れない単語を聞き返す。

「日曜日の朝にやってる幼女向けアニメよ」

　幼女向け？　つまり、子供向けってことだよな？

「生駒さん、そんな風にバカにしてるけど、『マジめぐ』は家族愛、友情なんかも描えがいてる素す晴ばらしい作品なんだよ!?　それに何よりありとあらゆるタイプの可愛い女の子たちが出てきて絶対作品の参考になると思うし、ロリ萌もえも理解してもらえるはずっ！」

「へ、へぇー、なんかすごいね」

　あまりにみなせが熱心に語るので、そんなに言うほど素晴らしい作品なら、と見てみたくなった。

「ふん、そこまで言うなら見せてもらおうじゃないの」

　みなせがＤＶＤをレコーダーに入れて準備をする。やがて、『マジカル少女めぐちゃん』の第一話が始まった。

　主人公である小学生の女の子が朝出かける支し度たくをして家を出るシーンから始まった。

「はあああ[image: ～]っ、めぐタン可愛いな[image: ～]っもう！　ね、ほらどう!?　超ちよう可愛くない!?」

「いや、どうって言われても、まだ始まって五分も経たってないし、主人公の魅力とか分からない段階だと思うんだけど……」

「香月さん、ちょっと音が聞こえないから静かにしててよ！」

　俺と茉莉ちゃんに言われて、みなせはしゅんとしてそれから大人しく視し聴ちようするようになった。

　第一話は、主人公のめぐみが謎なぞの小動物に遭そう遇ぐうし、魔ま法ほう少女になる契けい約やくを交かわし、いきなり現れたモンスターを魔法少女に変身して倒たおす、という展開で終わった。ストーリーとしては王道な感じはするがまとまっている。

　しかし、この一話を見た限りでは肝かん心じんの『ロリ萌え』については全く理解できなかった。

「どうだった!?　めぐタン可愛かったでしょおお!?　変身後のコスチュームも可愛さを残しつつ微び妙みようにエロいところがよく分かってるよねえ！」

「魔法少女アニメのテンプレで話の面おも白しろさもよく分からないし、主人公のめぐみだってただの何の個性もないそこらへんにいるガキって感じで何の魅力も感じないわね」

「なあっ!?　そこらへんにいるガキ!?　生駒さん、あたしのめぐタンに向かってなんてことを……!?」

「ちょ、ちょっとみなせ、落ち着いてって！」

「泉！　泉は、めぐタンの可愛さ分かったよね!?」

「え!?　えーと……いや、実は俺もよく分かんなかったかな。あ、話は子供向けにしてはちゃんとしてるな[image: ～]って思ったけど」

「えっ!?　こんなに可愛くて性的なめぐタンを見ても何とも思わないなんて……お、おかしいな……。いや、まだ一話だからだよね！　この後も見ていけば絶対めぐタンの魅力を理解できるはず！」

　みなせがそう言うので、それから俺たちは続けて『マジカル少女めぐちゃん』二話から四話まで視聴した。

「どう!?　ここまで見ればめぐタンの魅力が分かったでしょ!?」

「いや……」

「全く……」

　俺と茉莉ちゃんはテンション低いままみなせに言葉を返す。

「えぇえええ!?　あ、もしや、めぐタンじゃなくてめぐタンの親友のりんねちゃん派!?　それとも、ライバルのさあらちゃん派!?」

「どのキャラにも全く魅力を感じないわ」

「えええっ!?　う、噓うそでしょ!?　こんなに皆みな可愛かわいいのに！」

「そんなガキんちょたちより、主人公のママのユリさん！　可愛すぎでしょお！　ちょっとドジっ子なところも萌えるし、スタイル抜ばつ群ぐんでおっぱい大きいし、幼女向けアニメなのに性的すぎ！　中の人が皆みな口くち弘ひろ子こさんってところもほんと分かってる！　朝からこんな刺し激げきが強くて大だい丈じよう夫ぶなの!?　まさかこんなところにこんな魅み力りよく的なおっぱいキャラが存在してたなんて……知らなかったわ！」

「「え……」」

　突とつ如じよ茉莉ちゃんが想定外なところに興奮して語り始めたので、俺とみなせは呆あつ気けにとられてその様子を見ていた。

「主人公のママ……？　って別に、脇わき役やくとしてちょいちょい出てくる程度じゃん。それでドジっ子やらスタイルいいやら、すごいとこに注目してるね？」

「はあ!?　むしろユリさんの魅力がこのアニメの全すべてと言っても過言ではないくらいじゃない！　あんた、ちゃんと見てたの!?」

「くうっ、あんだけ魅力的なロリキャラがたくさんいるっていうのに、それでも尚なお熟女キャラに目が行くなんて、生駒さん、ここまできたらさすがとしか言いようがないよ……」

　みなせは呆あきれているとも感心しているとも取れる様子で茉莉ちゃんに声をかけた。

「で、泉は？　今のところ、誰だれが好き？」

「え、俺!?　う、うーん、好きなキャラか……誰だろ」

　突とつ然ぜん好きなキャラを聞かれても返答に困ってしまう。今のところ、このキャラが可愛い！　と思えるキャラは特にいないなあ。いかんせん、登場するのは小学生キャラばかりだし、そんな子供にはまだ魅力を感じられないでいるし。

「あっ……そうだ、主人公の兄の真まな斗とは格好いいよね！　いつも妹をバカにしたりしてるのに、いざとなったら助けてるしさ！　熱い男で喧けん嘩かも強いし！　理想の兄貴、って感じ！　俺もこんな兄貴欲ほしかったな[image: ～]」

「「…………」」

　俺の発言に、みなせと、茉莉ちゃんまでもが信じられない、とでも言うような目で俺を見てきた。

「確かに真斗お兄ちゃんはイケメンだし女子人気高いキャラだけどさ……泉って、ホモなの？」

「はっ!?」

「そういえば泉って、やたら男キャラを格好いいって言うわよね。少年漫まん画がの敵キャラとか。やっぱりあんたってホモだったのね」

「二人とも何言ってんの!?　んなわけないでしょ!?」

「だって、どう考えたっておかしいよ。こんなに魅力的な女キャラがたくさん出てくる中で男キャラが好きなんて……」

「好きっていうのはそういう好きじゃなくて、憧あこがれるっていうか……とにかく俺はホモじゃないからっ！」

　二人が怪け訝げんな表情で俺を見てくるので、俺は必死に弁解した。

「にしても、ここまで『マジめぐ』を見てもロリキャラの魅力を分かってもらえないなんて、あたし的にも想定外だよ。これ以上『マジめぐ』を見ても意味がない気がするし……仕方ない。こうなったら最終兵器を出すしかないみたいだね」

「最終兵器？　みなせ、何ブツブツ言ってんの？」

　みなせはブツブツ何かを呟つぶやきながら、今度は別の棚を漁あさっている。

「これでも駄だ目めなら、もう二人はロリコンになる資格はないよ！」

　みなせはそんなセリフを悔くやしそうに口にしながら、俺たちの目の前に一本のゲームソフトらしきものを突き出した。

　茉莉ちゃんの家でよく見るようになったため、俺はすぐにそれが年ねん齢れい指定のある『エロゲ』であることが分かった。パッケージにはやたらと低頭身の、『ロリキャラ』が三人ほど描えがかれており、『妹とＨしちゃお♪』と身も蓋ふたもないゲームタイトルがあった。

「ああ、それ確か、妹ゲーで有名なやつ」

　茉莉ちゃんがゲームを見て呟く。

「『妹Ｈ』に出てくる妹キャラたちはほんっと[image: ～]にみんな可愛いから！　これに萌えられなきゃもうあたしにできることはないね！」

　みなせは言いながら、自分のパソコンにゲームを入れて準備をし始めた。

「えっ!?　まさか、今からここでそのゲームをするの!?」

　俺は思わず声をあげる。

「勿もち論ろんそうに決まってるじゃん！　あたしが直々にロリの魅力を教えてあげるって！」

「い、いやー、さすがにそれは……」

　もう茉莉ちゃんの家で何度かやらされたが、それでもさすがに『エロゲ』を女の子と一いつ緒しよにプレイするなんてまだ抵てい抗こうがある。タイトルから分かるとおり、そのゲームだってどうせエロいシーンがあるゲームなわけだし、幼おさな馴な染じみとはいえ同い年の女の子の部屋で、女の子二人とエロゲをするなんて、どう考えてもおかしいだろ！

「はい、せっかくだから泉が進めていいよ」

「えっ!?」

　みなせにパソコンの前に座るよう指示され、戸と惑まどっていたところ、茉莉ちゃんに「早くしてよ！」と怒おこられたので、しぶしぶ覚かく悟ごを決めてパソコンの前に座った。

　とにかく今日はロリの魅力を理解するために来たんだ。仕方ない、もうエロゲだろうが何だろうがやるしかない、んだよな……。

　ゲームは、主人公の大学生に三人の義理の妹ができるところから始まる。ある日、春休みを利用して両親が長期の海外旅行に行くことになった。三人の妹たちの面めん倒どうをよく見るように、と両親は主人公に言い残し、旅立ってしまう。

　前から思ってたけど、なんかやたらとエロゲとかその手のアニメって、両親が海外だとかに行ってて家にいないって設定が多いよな。無責任な親ばっかだなあ。

「っていうか、この妹たちってどう見ても小学生にしか見えないんだけど、大丈夫なの？　なんかその、条例的に」

「あー、エロゲはどれもそうだけど、一応登場人物は全員十八歳以上ってことになってるから」

　茉莉ちゃんがだるそうに説明する。

「十八歳以上!?　噓でしょ!?　だってさっき、『五年生』ってはっきり言ってたけど!?」

「小学五年生とは言ってないから、大学五年生って無理矢理言い張ることもできるってことなんじゃないの」

　何だよそれ、むちゃくちゃもいいところだろ！

　衝しよう撃げきの事実に戸惑いつつも、俺はシナリオを進める。

「あーもう、どいつもこいつも声がキンキン高くてイラッとくるわね」

　ゲーム中、茉莉ちゃんが苛いらついた様子で呟いた。確かに、ヒロインである妹たちが、やたらと高い声ばっかだなあとは俺も気になっていた。

「な!?　何言ってんの!?　どの子も超ちよう可愛い声じゃんっ！　ねえ、泉もそう思うでしょ!?」

「え？　うーん、なんか眠ねむくなってきた……。みなせ、これ次の選せん択たく肢しまでスキップしていい？」

「はあ!?　ちょっ、駄目に決まってんじゃん！　泉何考えてんの!?　ってか、こんな神ゲーをプレイしてて眠くなるとか、なんて罰ばち当あたりな!?」

「フン、仕方ないわよ香月さん。こいつはエロゲをやってると眠くなるっていう異常体質の持ち主なのよ」

「えっ何それ!?　そうなの!?　男として信じらんないね！」

「フッ……そうよ。この男は男として大事なものをどこかに置いてきたのよ！」

「ちょっ、勝手なこと言ってんじゃないよ！　単に最近寝ね不ぶ足そく続きだから眠いだけだって！　だってさ、ずっと何の変化もない日常シーンが続いてて退たい屈くつじゃない？」

「退屈[image: ～]!?　確かにまだエッチシーンには突とつ入にゆうしてないけど、女の子たちとのふれあいが最高に楽しいじゃん！　みんなと少しずつフラグ立ってるのが分かってさ！」

　みなせが俺の言葉に憤ふん慨がいする。

「えー？　う、うーん……」

「泉はまだ好きなキャラとかできてないの？」

「好きなキャラ、ねえ……しいて言うなら、ノゾミ、だっけ？　次女のおとなしい子。あれが一番可愛いかなあ」

　ショートヘアで清せい楚そな外見のノゾミは、ビジュアル的にも一番好みだし、性格も引っ込み思案でおとなしいながらも、兄のことを慕したっているところが時折出てきて、可愛らしいと思った。

　しかし外見があまりに幼すぎるので、あと五歳程ほど上だったら好みだったのだが。って、こいつら十八歳以上って設定なんだっけ？

「!?　の、ノゾミ!?」

　俺の言葉に、なぜかみなせは衝撃を受けている。

「え？　な、何その反応？」

「ノゾミは……い、いや！　実はこの作品の中でダントツで一番人気のヒロインなんだよね！　是ぜ非ひエンディングまで見てほしいな！　あたしの推おしとは違ちがうけど、超感動的なエンディングだからさ！」

「え？　う、うん……」

　みなせの焦あせり具合がどうも気になった。何か問題でもあるキャラクターなのだろうか？

「生駒さんはどう!?」

「今のところ苛つくばっかでどの妹にも一いつ切さい萌もえらんないわ。なんでこのゲームには脇役でもいいからお姉さんとかお母さんとか全く出てこないのよ」

「うぅ……はぁ、生駒さんはブレないねほんと……」

　それから一時間ほどゲームを進めたが、エンディングまでは先が長いし、エロシーンにも到とう達たつしないので、一いつ旦たんゲームは終わらせることとなった。

　できれば今日中に一ルートのエンディングまで迎むかえたかったのだが、もう夕飯時が近付いて来たので、今日はもう帰宅しようということになったのだ。

「結局、ロリ萌えも妹萌えも一ミリも理解できなかったわ」

「俺も……」

「ああもう悔しいっ！　このあたしの力をもってしても二人にロリの魅力を伝えられなかったなんて……っ！　あー、どうしてこの可愛かわいさが二人には分かんないのかなあ!?」

　みなせは心底悔しそうに部屋の床ゆかをバンバンと叩たたいた。

　そ、そこまで悔しいのか……。

「ああでも、ノゾミは一応可愛いと思ったよ。俺的にはあと五歳くらい上な方が好みだけどさ」

　俺たちにロリ萌えの良さを伝えようと今日一日頑がん張ばってくれたみなせへのせめてものフォローにと、俺はみなせにそう告げた。

「え、ほんと!?　ノゾミのエンディングはマジ感動的だから絶対見てほしいんだよねっ！　このゲーム、ノートパソコンごと貸すから、家でやってきていいよ！」

「えっ!?」

　みなせはそう言うと、本当にノートパソコンのコンセントを抜ぬいて俺に貸そうとしてきた。

「い、いやでも悪いし」

「パソコンごと貸せば、泉、自分の部屋でできるでしょ!?　このパソコンはあたしが部屋でエロゲやる用だから、まあ三日以内に返してくれればいいからさ！」

　十分期間短いだろ！　三日でエロゲクリアしろってか！　と突つっ込みたかったが、グッと堪こらえる。

「ほら、遠えん慮りよしなくていいって！」

「は、はは、ありがと……」

　なんとなく断り切れずに、俺はみなせにノートパソコンとゲームを借りることになってしまった。

　まあ、結局ロリ萌えを理解できなかったし、このゲームで理解できる可能性もあるから、家でやってみることにするか。せっかくみなせが貸してくれたんだしな。

　茉莉ちゃんが帰る前にトイレへ行くと言い、部屋から出て行った。するとすぐに扉とびらがノックされる。

「みなせ、入っていい？」

　みなせのお母さんのようだ。

「お母さん、どうしたの？」

「実は今リビングを片付けてたら、すごいもの見つけちゃって[image: ～]！」

　みなせのお母さんは、何やら一枚のＣＤ‐ＲＯＭを手にしていた。

「それ何？」

「みなせの部屋ってＤＶＤ見られるんでしょ？　泉君と三人で見ましょ！」

「え、何なの？　なんか怖こわいなあ……」

　みなせのお母さんは半ば無理矢理、みなせの部屋のＤＶＤレコーダーに持っていたＤＶＤらしきものを入れて再生する。

　やがて、テレビ画面に映像が流れ始める。何だか画質が悪い。広い公園のようなところに、女の子と男の子が立っていた。なんだか見覚えのあるような……。あれ？　これって……。

「えっ、これ、あたしと泉のちっちゃい頃ころ!?」

「正解[image: ～]！　も[image: ～]、二人ともすっごく可愛いのよ[image: ～]！　これ、うちの家族と泉君で公園に遊びに行ったときのなんだけどね[image: ～]！」

「うわあ、懐なつかしい……」

　思わずそんな言葉が漏もれた。

　確か、小学校一、二年生くらいのときだと思う。みなせの家の車で、みなせの両親に大きい公園まで連れて行ってもらったんだ。楽しかったので覚えている。

　テレビ画面には、幼いみなせと俺が公園で遊んでいる姿が映っている。二人で追いかけっこをしているようだが、みなせが途と中ちゆうで転んでしまった。かと思うと、すぐにその場に座り込んで泣いてしまう。

「うわー何コレ！　超ちよう恥はずかしいんだけどっ！」

　幼い頃の自分のそんな様子を見て、みなせは恥ずかしそうに照れている。

　そうだ……小さい頃のみなせって、病弱で、引っ込み思案で、泣き虫だったんだよなあ。俺は幼いながらに、みなせは俺が守ってやらないと、みたいなことをなんとなくいつも意識していたような気がする。

　テレビ画面の中では、やがて泣いているみなせの元に俺がやってきた。俺が手を差し伸のべると、みなせは泣き止やんで俺の手を摑つかんで立ち上がる。みなせはもう笑え顔がおになっていた。

「あらぁー、泉君優やさしいわね[image: ～]！　この頃、よくみなせの面倒みてくれてたのよねえ」

「あはは……ほんと、仲いいねえうちら」

　そこに、部屋の扉が開いて茉莉ちゃんがトイレから戻もどってきた。

「あ、茉莉ちゃん」

「？　何見てるの？」

　俺たちがテレビを見ていることに気付き、茉莉ちゃんは俺たちの近くに座り込むと不思議そうにテレビ画面を見た。

「生駒さん！　えへへ、これ何だと思う[image: ～]!?」

　みなせの言葉に、茉莉ちゃんは益ます々ます不思議そうにテレビ画面を食い入るように見た。画面の中では、ちょうどみなせが公園の売店で買ってもらったソフトクリームを食べているところだった。

　嬉うれしそうに必死にソフトクリームにかぶり付くみなせ。しかし、一口食べた後ですぐにソフトクリームを持ったままどこかへ向かって走り出したかと思うと、再び転んでしまった。ソフトクリームを地面に落としてしまい、みなせは再び泣き出した。

　可愛い……。

　気付けば俺は、画面の中の幼いみなせを見てそんなことを思っていた。

「え、誰だれなのこれ？　めちゃくちゃ可愛いじゃない」

「！」

　テレビ画面を見つめながら、茉莉ちゃんも俺と同じ感想を漏らした。

　だけど、それは当然かもしれない。この幼い頃のみなせの姿を見たら、誰だって同じ感想を抱いだくはずだ。

　みなせは、茉莉ちゃんの言葉に驚おどろいてポカンとしていた。

「可愛いって……生駒さん、マジで言ってんの？」

「だから、一体誰なのよこれ」

[image: ]

「これ、幼い頃のみなせだよ」

「えっ!?　こ、香月さん!?」

　俺の言葉に、茉莉ちゃんは大げさなくらい驚いている。

　幼い頃のみなせって、ドジだし、すぐ泣くけど、そんなところがめちゃくちゃ可愛かったんだよな。なんというか、保護欲をかき立てられるというか……。守ってあげたくなるし、おーよしよしって頭を撫なでてあげたくなるし、可愛がりたくなるし……。

　待てよ、これってもしかして……!?

「これこそ、『ロリ萌え』に近い感情なんじゃないの!?」

　その場にみなせのお母さんまでいるというのに、俺は思わず今気付いた衝しよう撃げきの事実を口にした。

「えっ!?」

「これが、ロリ萌え……!?」

　みなせも茉莉ちゃんも、それぞれ俺の言葉に驚いている。

「俺は、ぶっちゃけ今日見たどんな幼女キャラより、幼い頃のみなせが一番可愛いって思ったし、保護欲をかき立てられるというか、なんとも言えない感情が湧わいてきて……これこそ『萌え』に近い感情だと思うんだよね！」

「はあ!?　ちょ、せ、泉、何言ってんの!?」

　俺の言葉に、みなせは途と端たんに動どう揺ようして赤面してしまった。

　確かに、我ながら結構恥ずかしいことを言ってしまったかもしれない。だけど、言わずにはいられない程ほどの俺にとっては大発見だったのだ。

「この感情が、ロリ萌もえ……!?　バ、バカな……。この私が、よりにもよって香月さんにロリ萌えを覚えるだなんて……認めないわ！」

「だって茉莉ちゃん、さっき『めちゃくちゃ可愛い』って自分で言ってたじゃん。今日見てきたロリキャラにはそんなこと一言も言わなかったのにさ！」

「……！　ぐっ、た、確かに……」

　茉莉ちゃんは何やら自分がみなせの幼少期の姿に萌えたということを認めたくないようだったが、俺の言葉を聞いて、その事実を認めざるをえなくなっていた。




　今日一日、散々みなせにロリ萌えについて教わって、二次元三次元問わず様々なロリを見せつけられたが、一切誰にも萌えることができなかったっていうのに……まさかそんな俺と茉莉ちゃんが、みなせの幼少期の姿に『ロリ萌え』というような感情を覚えてしまうだなんて……。

　俺自身もとても驚いたが、茉莉ちゃんは俺以上に衝撃を受けている様子だった。




「じゃあ泉、エロゲの感想待ってるからね！」

「え!?　あ、ああ、忘れてた」

　帰り際ぎわ、俺たちを家の外まで見送ったみなせに言われて、今日みなせにエロゲを借りたことを思い出した。そっか、エロゲやらなきゃいけないんだった……。

　でもまあ、今日でロリ萌えを少しは理解できたような気がするし、これでゲームのロリキャラにまで萌えられたらもう完かん璧ぺきだもんな！




　家に帰って夕飯を食べた後、俺は早さつ速そく自室に籠こもってみなせに借りたエロゲを始める。ここまでプレイして一番可愛いと思ったヒロイン、ノゾミルートを進めることにして、ノゾミの好感度が上がるであろう選せん択たく肢しばかりを選び続けた。

　ノゾミは本当に健けな気げで兄思いで可愛い。プレイしていくうちに、ノゾミが前の父親に酷ひどい目に遭あわされていた、という衝撃の事実も明かされた。だがそれでもノゾミは、母親のことを思って一切その事実を母親に言わなかったのだという。

　何やらエロゲの割に展開が重いが、俺はノゾミの健気さに心を打たれた。なんて可愛くていい子なんだろう。この子だったら俺、二次元ロリでも萌えられるかもしれない。

　ある夜、家に主人公と二人きりで留守番をするということになり、ノゾミが主人公の部屋にやってくる。ノゾミが同じベッドで眠ねむりたいなどと言い出して、俺……じゃない、主人公とノゾミは同じベッドに入った。

　ん？　も、もしやこれは……エロいイベントが始まるのか!?　少し興奮している自分に気付いた。いや、待てよ俺、こんな二次元のロリキャラに興奮するだなんて……。

『お兄ちゃん、ぎゅってして』

『ノゾミ……！』

　主人公はノゾミの希望通り、ノゾミをぎゅっと抱だき締しめる。そのうち我が慢まんできなくなった主人公は、ノゾミの小さい胸を触さわり始め……っておい！　なんだこの性犯罪者は!?　●学生の、しかも妹に、一体なんてことしてんだよ!?　捕つかまるぞ!?

　心の中で突つっ込みながらも、俺はクリックしてシナリオを進める。身体からだを触られて恥ずかしそうにしながらも、されるがままになっている妹、ノゾミ。そんなノゾミに俺は興奮していた。●学生らしく、胸はぺったんこだというのに、どうしてこんなに興奮してしまうのだろう……。

　やがて主人公はノゾミのパジャマのズボンを脱ぬがせた。ああ、もうここまで来たら後あと戻もどりできないぞ、主人公。そして俺！　ついに俺、こんなロリキャラで……。

　しかし、パンツを脱がせようとしたところで突とつ然ぜんノゾミが拒きよ否ひし始めた。ノゾミ、一体どうしたんだ。ここまでは恥ずかしがりながらも全く拒否などせずむしろ少し嬉しそうだったっていうのに。流石さすがにパンツは恥ずかしいのか？　早く脱いでくれノゾミ！

　次の瞬しゆん間かん、主人公はついにノゾミのパンツを脱がせた。すると……。

「!?」

　俺は、パソコン画面の前で自分の目を疑った。

『ノ、ノゾミ……!?　これは……』

『お、お兄ちゃん……今まで隠かくしててごめんなさい。ノゾミ、本当は……オトコノコなんだ』

　パンツを脱いだノゾミにはあってはならないものがあり、俺は暫しばらくの間放心していた。

　オトコノコ……!?　こんなに可愛かわいいノゾミが、男っ!?　なんでこんな酷いことをするんだ!?　制作者側は一体何を考えているんだ!?

『お兄ちゃん、ごめんね……。がっかりした、よね？　ノゾミのこと、嫌きらいになったよね？』

　ノゾミは可愛らしい顔を泣きそうに歪ゆがませて俺に尋たずねる。き、嫌いに……？　いや、決してそんなことはない。たとえ男でもノゾミが可愛くていい子であることには変わりない。

『▼ごめんノゾミ、今日は一人で寝ねてくれないか。


嫌いになんかなるわけないだろ！　たとえ男だろうと、俺はお前が大好きだ！』



　突とつ如じよ現れた選択肢に、俺は動揺を隠せない。悩なやんだ末、ノゾミを悲しませたくない一心で、俺は二つ目の選択肢を選んだ。

『お兄ちゃん、ありがとう……』

　ノゾミは主人公の言葉に心底感激した様子で目に涙なみだを浮うかべた。ああ、やっぱりノゾミはなんていい子なんだろう。それから二人は、行こう為いの続きを再開し……。

　ってええ!?　おい、マジかよ！　男だってのにそういうことするんですか!?　何考えてんだこの主人公は!?　ノゾミも恥ずかしがりつつ拒否しないし……。

　いやあ、いくら可愛くていい子だからって、男キャラには興奮しないし……。

『あ、お、お兄ちゃん……やだあ……恥ずかしいよぉ……』

　…………。

『あ、ああん、お兄ちゃん、そんなところだめぇ……』

　……………………。

　あ、あれ……おかしいな、悪くないぞ……。

　男とはいえ、こんなに可愛ければ……いやいやいや、俺、何考えてんだよ!?　っていうか、ロリにもまだあんまり萌えられてないっていうのに、なんで先に男に萌えてるんだよ俺は!?

　自分自身と葛かつ藤とうしながらも、俺は結局ノゾミとのＨシーンを楽しんでしまったのだった。

　その後もノゾミ一筋で選択肢を進めていたら、ノゾミとのエンディングを見ることができた。

　みなせの言っていた通り、とても感動的なエンディングだった。

　もう、男だろうと関係ないじゃないか！　こんなに可愛くていい子なら、俺は……！




　後日みなせに聞いたところ、ノゾミはロリ枠わくではなく、女装した男の子……『男の娘こ』というジャンルのキャラらしい。

　ロリ萌えよりも先に、不本意ながら、なぜか男の娘萌えに開花してしまった俺であった。
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「やっぱり、全っ然可愛かわいくないのよね……」

　漫まん画が家か、生い駒こまアギトの仕事場にて。

　俺の相方である生駒アギト──こと生駒茉まつ莉りが、一枚の原げん稿こうを見つめてしみじみとそんなセリフを口にした。

「え、可愛くない？　って、何が？」

　現在俺たちは、コンビを組んで執しつ筆ぴつしている連れん載さい漫画『BATTLE IDOL!』の第一話の原稿が完成し、第二話目の原稿作業に取りかかり始めている。今月はスケジュールが厳しいので毎日必死に作業を進めていた。

　そんな矢先の出来事だった。

「あんたが描かいた女キャラよ！」

　茉莉ちゃん……いや茉莉は、自分が見つめていた原稿を摑つかみ、俺の方へ見せつける。

　ちなみに、先日彼女に俺の『茉莉ちゃん』という呼び方を『茉莉』という呼び捨てにして欲しいと言われて変えたばかりなので、まだイマイチ呼び捨てに慣れない。

　茉莉が指を差しているコマには、俺が描いたまだ下絵の状態の女性キャラクターがいた。とは言っても、所謂いわゆるモブキャラだ。メインの女性キャラクターの作画は全すべて茉莉が担当している。

「胸がなければ男にしか見えないわよね。身体からだつきはゴツいし可愛くないし！」

「えぇ!?　そ、そう？」

　確かに、俺が描いた女性キャラクターは可愛くない、と以前担当編集者の早さ乙おと女めさんにも言われたことがある。だが、当時はまだデビュー前で、そのときに比べたら少しはマシになってきていると自分では思っているのだが……。

「昔に比べたら、女の子の絵練習したし、顔を可愛く描けるようになってきてると思うんだけどな」

「確かに顔はマシになってきたけど、身体の描き方が全然なってないわ！」

「え!?　か、身体か……」

「へえ、そんなに酷ひどいんですか？」

　そこで、アシスタントのエミリちゃんが作業をする手を一いつ旦たん止めて、茉莉の机まで移動し、茉莉が手にしている原稿を覗のぞき込む。

「ああ……ぷっ、確かに」

　エミリちゃんはバカにしたように笑った。

「なっ!?　そ、そんなに酷い!?」

「まあ、仕方ないですよね[image: ～]。君きみ島じまさん、女性の裸はだかなんて絶対見たことないですもんね[image: ～]。くすっ」

　エミリちゃんはもう完全に俺をバカにして楽しんでいる。

「どっ、どういう意味だよ!?」

「実際に女性の身体を見て勉強した方がいいんじゃないですか？　あ、そういえば生駒先生、修学旅行で着るための水着買わないと、って言ってましたよね。水着でも着て、君島さんが女性の身体を描く練習のモデルにでもなってあげたらどうですか？」

「「はあ!?」」

　俺と茉莉が同時にエミリちゃんの言葉に声を荒あららげる。

　そう、俺と茉莉は、今月の最終週に高校の修学旅行を控ひかえているのだ。

　旅行先が沖おき縄なわで海で泳ぐ予定もあるため、確かに水着を買わないととは思っていた。けど、茉莉に水着を着てもらってデッサンのモデルになってもらうなんて……何考えてんだよエミリちゃん。そんなこと、無理に決まってんだろ！

「な、なんで私がそんなことしなきゃならないのよ!?　嫌いやに決まってんでしょ！」

　案の定茉莉は憤ふん慨がいした様子で言う。

「は、ははは……。でもそういえば、中学の時のスクール水着しか持ってないから、俺も早く修学旅行用に水着買いに行かないとな」

「ああ、そうだった。面めん倒どうだけど水着買わないと」

「じゃあ、一いつ緒しよに買いに行って君島さんに生駒先生の水着姿を見てもらって、女性の身体について勉強してもらったらいいじゃないですか。まずは対象をじっくり見て、理解するのが大事でしょうし？」

　エミリちゃんはからかうように茉莉にそんなことを言う。

「はあ!?　な、何よそれ……」

　茉莉が戸と惑まどったように言う。

「いつ買いに行くんですか？　二人とも水着選ぶセンスとかなさそうですし、わたしが選ぶの手伝ってあげてもいいですよ？」

　エミリちゃんがニヤニヤと笑ってそんな提案をしてきた。

「な!?　あんたの力なんか借りなくたって、水着くらい自力で選べるっての！」

　茉莉は少し怒おこった様子で言い返す。

「えー、そうですかー？　あんまりそうは思えませんけど。君島さんはどうなんですか？」

「え!?　う、うーん……まあ、複数の女の子の意見を聞けた方が参考になるってのはあるかなあ」

　それは俺の正直な気持ちだった。茉莉ってそういうセンスあるのかよく分かんないし、流行にも疎うとそうだから、流行に敏びん感かんそうでお洒落しやれなエミリちゃんに意見をもらえたら非常にありがたい。

「ふふっ。そこまで言うなら仕方ないですね。じゃあ、水着買いに行きましょうか。わたしも、まだ買わないけど今年の夏用の水着とか見てみたいしー」

　そんなわけで、俺たちは三人で二日後に水着を買いに行くこととなった。




　二日後の放課後。

　俺と茉莉は学校帰りに駅でエミリちゃんと待ち合わせて、水着専門店へ行くことになっていた。

「まだ五月なのに、もう水着を売ってる店あって助かったよ」

　エミリちゃんと駅で合流して、店へ向かって歩き出す。

　調べたところ、夏になる前の今の時期に水着を売っている店は少なかったが、それでも水着専門店などでは既すでに売っているようだ。

　歩いているうちに、やがて店に辿たどり着く。

「わ[image: ～]、時期はずれだっていうのに、すごいたくさん水着あるね」

　店内に入り、俺は軽く驚おどろいた。

「あっ君島さん、こういうのとかいいんじゃないですか？」

　早さつ速そくエミリちゃんがラックから一つの水着を摑んで手に取った。

「え、どれ？　……ぶっ!?」

　彼女が手にした水着を見て、俺は思わず噴ふき出した。

　それは布の面積がとても少ない、所謂ブーメランパンツだった。

「や、やだよこんなの！」

「多分面積が少ない分水の抵てい抗こうがなくて泳ぎやすいですよ？」

「沖縄の海でそんなガチで泳がないってば！」

　エミリちゃんは俺をバカにしてくすくすと笑っている。

「あ、生駒先生なんかはこれとかいいんじゃないですか？」

　エミリちゃんはラックから今度は女性ものの水着を選んで手に取る。

「……はあ!?」

　エミリちゃんが茉莉に差し出した水着を見て、茉莉は驚いて声を上げる。

「水着といったらコレがテッパンですよね。生駒先生、こういうの好きそうじゃないですか。旅行先で着たら周囲の視線を奪うばえること間ま違ちがいなしですよ？」

　ずばりそれは、スクール水着だった。

「あ……あんたねえっ！　どんだけ私のことバカにしてんのよ!?　いくらなんでも、修学旅行先にスクール水着なんて持って行くわけないじゃない!!」

　茉莉は憤慨した様子で声を荒らげる。さすがの茉莉でも、水着自由な修学旅行でスクール水着を着るのは嫌みたいだな。




　それから俺たちは、店内の水着を物色した。

「あ、この水着かわい[image: ～]っ！」

　俺が男性用水着コーナーを見ていると、エミリちゃんのそんな声が聞こえてきた。

「生駒先生、この水着いいじゃないですかっ！」

「え、そう？　私はあんまり好きじゃないわね」

「えー、そうなんですか？　こんなに可愛いのに！　わたしが試着しちゃおー！」

　エミリちゃんは試着室へと向かって行った。エミリちゃんも今年の夏用に水着見たい、なんて言ってたもんな。

　少しして、やがて試着室のカーテンが開く。

「じゃ[image: ～]んっ！　どうですか？」

「……！」

　エミリちゃんは、白いフリルのついた可愛らしいビキニを着ていた。自信たっぷりにバッチリポーズを決めている。

　清せい楚そで可か憐れんな白い水着は、エミリちゃんによく似合っており、思わず見とれてしまうほどだ。

「やっぱビキニっていったらこういうのが定番で可愛いですよね[image: ～]♪」

　う、うん、そのまま認めるのは悔くやしいけど、めちゃくちゃ可愛いな。エミリちゃんのビキニ姿は、白い肌はだにスレンダーな体型で、とても魅み力りよく的だ。

「……ちょっと君島さん、キモい目つきで見ないでくれますぅー？」

「えっ!?」

　そんな長時間見ていたつもりはないのだが、エミリちゃんが意地悪そうにそんなことを言ってきた。キ、キモい目つき!?

「み、見てないって！」

　ちょっと見てただけでキモいとか、相変わらず小こ憎にくたらしいな。可愛いなんて口に出して褒ほめなくて本当に良かった。

「も[image: ～]、やばいですよねー。これで海とか行った日にはもう、ビーチにいる全ての男を魅み了りようしちゃって危険すぎ？　みたいなー。もう軽く事件ですよねー」

　エミリちゃんは悩なやましげな表情でそんなことを言いながら、試着室の鏡に向かってポーズを決めて、自分の姿にウットリと見とれていた。

　そこまで自信満々って、逆にすごいなおい。確かにエミリちゃんがこの姿で海に行ったら、男たちの視線を集めることに間違いないとは思うが。




「でもあんた、胸ないわよねー」




「……っ!?」

　突とつ然ぜんの茉莉の辛しん辣らつな言葉に、エミリちゃんの表情が一いつ瞬しゆんで歪ゆがんだ。

　確かにエミリちゃんって、胸は控えめだよな。まあ、まだ中学生だから当然と言えば当然なのかもしれないが……。

「な、ななな……!?　べ、別に、わたしの年ねん齢れいだったら平均くらいですし、決してわたしは、ひ、貧ひん乳にゆうなんかじゃっ……！」

　エミリちゃんはいつものような強気な様子で言い返すかと思いきや、動どう揺ようした様子で自分の胸むな元もとを押さえる。

「そう？　私が中三のときはもっとあったけど」

　茉莉はけろっとそんなことを言って、更さらに追い打ちをかけた。

「[image: ～][image: ～]!?　…………い、生駒先生……絶対許さない……」

　エミリちゃんが恨うらみがましくそう呟つぶやいたのを、俺は聞き逃のがさなかった。

　エミリちゃん、こんなにムキになるだなんて、胸が小さいことを自分でも気にしているのかもしれない。普ふ段だん自分の外見に自信満々みたいなのに、エミリちゃんでもコンプレックスとかあるんだなあ。

　まだ中学生だし、一いつ切さい気にする必要はないと思うのだが、俺が何か言おうもんなら神経を逆さか撫なでしかねないので黙だまっておいた。




　それからエミリちゃんは私服に着き替がえて試着室から出てきたかと思うと、俺たちに何も言わずに上の階への階段を上っていった。どうやら上の階も水着売り場のようだ。機き嫌げんを損そこねて一人で上の階へ行ってしまったのだろうか。

「一口にビキニって言っても色々あんのね。あー、なんか選ぶの面倒になってきた」

「ま、茉莉の女子力とは……」

　ビキニがたくさんかかっているラックをだるそうに見ながら、茉莉がそんなことを言う。まあ、気持ちは分かるけどさ。同じような水着がたくさんあって、何を選んだらいいのか見当が付かない。

　頼たのみのエミリちゃんは上の階へ行ってしまったし……。上の階でも水着を探しているのだろうか。

「生駒先生、いい水着ありましたよ！」

　そこへ、エミリちゃんが水着を手に上の階から下りてきた。

　エミリちゃん、茉莉の水着を選びに行っていたのか。茉莉に怒っているようだったのに、偉えらいな。さっきまで機嫌悪そうだったのが、もう笑え顔がおになってるし……。

「さ、早速試着しましょ！」

「え、どんな水着？　見せ……」

「まずは着てみて下さい！　この水着、今すっごく流行はやってるんです！」

　エミリちゃんはやけにご機嫌な様子で、茉莉の背中を押して、茉莉に水着を持たせると試着室へと押し込んでカーテンを閉めた。

「着替え終わったら言って下さいね！」

　そんなにエミリちゃんオススメの水着なのだろうか。だがカーテンを閉めてすぐに、エミリちゃんがニヤリと笑ったのを俺は見逃さなかった。

　な、何だ？　今のは、俺の気のせいだろうか？

「生駒先生、着替え終わりました!?」

　少し時間が経たったところで、エミリちゃんが試着室の中にいる茉莉に話しかける。

「え!?　いや、ちょっとまだ……」

　茉莉の言葉を無視して、エミリちゃんは試着室のカーテンの中に自分の顔を突つっ込んだ。

「あ、もう着替え終わってるじゃないですか！」

　エミリちゃんはそう言うと、勢いよく試着室のカーテンを開ける。

「えっ!?　ちょっとまっ……!?」

　茉莉の言葉も虚むなしく、中にいる彼女の姿が露あらわになった。

「……!?」

　カーテンの中から現れた茉莉の姿を見て、俺は動揺のあまり絶句した。

　彼女は、異様に布地の面積の少ないビキニを着ていたのだ。

　小さすぎる三角ビキニが、辛かろうじて胸の大事な部分だけを隠かくしている程度で、彼女の豊満なバストの大部分は露わになっていた。

　下は下で、横は紐ひもになっているし、前は前で極きよく端たんに布面積が小さくローライズになっていて、通常のビキニよりもずっと下の位置から水着が始まっており、目のやり場に困ってしまう。

　な、なんつう水着だよ!?　これ、どう考えても泳ぎ用の水着じゃないよな!?

「ちょっ……!?」

　茉莉は俺の顔を見て思いっきり動揺した様子で真っ赤になって、手で自分の身体からだを隠しながらすぐに後ろを向いた。

「ぶっ!?」

　しかし、その姿を見て俺は思い切り噴き出してしまった。後ろは、ほぼＴバックに近いような状態になっていたのだ。茉莉は慌あわてて両手をお尻しりに当てて隠す。

「こんのっ……バカエミリッ！　こんな水着が流行ってるわけないでしょ!?」

「きゃははっ、まさか本当に着てくれるなんて思いませんでしたよ[image: ～]！　普ふ通つう、着る前に気付きません!?」

　エミリちゃんが悪あく魔まのように笑う。やっぱり、さっき胸が小さいことを指し摘てきされたこと、相当怒おこってたんだな……。それにしても、なんて酷ひどいことをするんだ。着るまで気付かない茉莉も茉莉だけどさ。

「早くカーテン閉めてよっ！　他の客に見られるでしょ！」

「あ、ああ……！」

　茉莉に言われて、俺は慌てて試着室のカーテンを閉めた。幸い、周囲には人がいなかったので、俺たち以外には茉莉の水着姿は見られていないようだ。

　ああ、びっくりした……。まさか茉莉のあんな水着姿を見てしまうだなんて。彼女のセクシーすぎる水着姿が瞼まぶたの裏に焼き付いて、今でも俺の心臓の鼓こ動どうはバクバク言っている。




「エミリあんた、よくもあんなこと……。覚えておきなさいよ！」

　やがて着替えを終えて試着室から出てきた茉莉は、怒いかりと恥はずかしさからか顔を真っ赤にして涙なみだ目めでエミリちゃんを怒ど鳴なりつけた。

「や、やだあ、そんなに本気で怒らないで下さいよぉ[image: ～]。軽いおふざけじゃないですかぁ[image: ～]。あ、ほら、今度はちゃんとした水着選んでおきましたから！」

　エミリちゃんはさすがに焦あせった様子で茉莉の機嫌を取り始める。

「もうあんたが選んだ水着なんて着るわけないでしょ!?」

「ほ、ほら、ちゃんと見て下さい！　今度のはちゃんとした水着ですから！」

　エミリちゃんは茉莉に水着を広げて見せる。パッと見、可愛かわいらしい普通の水着のように見えた。茉莉は仏ぶつ頂ちよう面づらでそれを暫しばらく眺ながめると、フンッと鼻をならしてエミリちゃんの手から水着を奪うばい取り、再び試着室へと入った。

「生駒先生、着替え終わりましたかー？」

「……終わったけど、自分で見て確かめるからそれでいいわよ！」

　カーテンの向こうから相変わらず不機嫌そうな茉莉の声が聞こえてくる。

「でもほら、今日は君島さんにも魅力的な女性の身体を勉強してもらう、っていう名目もあるんですから、ちゃんと水着姿を見てもらわないと。開けますよ？」

　エミリちゃんが今度はちゃんと確かく認にんしてからカーテンを開けた。

　そこには、白地に花はな柄がらの可愛らしいビキニを着た茉莉の姿があった。

　その華はなやかで可愛らしい水着は茉莉にバッチリ似合っていて、健康的な色いろ香かを醸かもし出している。その茉莉の魅み力りよく的なビキニ姿に、思わず言葉を失った。

「やっぱり、思った通りこのビキニ、生駒先生にめっちゃ似合ってます[image: ～]！　ね、君島さん！」

「え!?　あ、う、うん……」

　エミリちゃんに声を掛かけられて、動揺しつつも返事をした。

　さすがエミリちゃん、茉莉にどんな水着が似合うかバッチリ分かるんだな。

「生駒先生、この水着絶対いいですよ！　これにします？」

「ふん、そうね……これ以上水着試着するの面めん倒どうだしもうこれでいいわ」

「そんな理由!?」

　茉莉の酷すぎる発言に思わず突っ込んだ。

「うるさいわね、早く泉せんも決めなさいよ！」

　茉莉は試着室のカーテンを閉めて中で着替えながら俺に悪態をつく。

「あ、うん、そうだった……」

「あー、君島さんの水着のこと完全に忘れてました」

「なっ!?」

　正直すぎるエミリちゃんの言葉に動揺を隠せずにいたところ。

「あれ、泉!?　それに、えっと……確か、アシスタントのエミリちゃん！」

　聞き慣れた声に振ふり向くと、そこには俺の幼おさな馴な染じみで俺と茉莉のクラスメイトである、香こう月づきみなせの姿があった。

「みなせ！」

「あ……こんにちは」

　エミリちゃんもみなせに挨あい拶さつをする。

「もしかして、泉も修学旅行用の水着買いに来たの？」

「うん、そうそう。今茉莉も試着室で着替えてるんだよ。みなせも？」

「そうなんだ！　うん、あたしも。二人はもう水着買ったの？」

「いや、これから。茉莉はいま水着決めたところだけど、俺はまだ決まってなくて」

「そうなんだ[image: ～]。この時期に水着売ってる店って限られてくるよねー」

　それから俺はエミリちゃんの意見を聞きながら、白地に青い柄の入った、膝ひざ上うえまで丈たけのあるゆったりした比ひ較かく的無難な水着を購こう入にゆうした。

　茉莉も先ほどの水着を購入し、みなせも試着して水着を購入したようだ。




「無事買えて良かった[image: ～]！」

　水着を購入した俺たちは、店を後にする。みなせが満足げに言った。

「そういえば、生駒さんはどんな水着買ったの？」

「え？　なんか、普通のビキニだけど……」

「そりゃあそうだろうけど！　色とか柄とかさ」

「え？　えっと、確か花柄で……エミリが選んだやつだからよく覚えてないわ」

「な、何それ!?」

　茉莉のガサツすぎる発言に、みなせは驚おどろいて笑っている。

「で、君島さん、女性の身体についてもう大分分かってきましたか？　今日わたしや生駒先生の水着姿たくさん見ましたもんねぇ[image: ～]？」

　そこで、エミリちゃんが意地悪そうな笑みを浮うかべてそんなことを言ってくる。

「え!?　う、うん、まあ……」

　って言っても、見ただけじゃ描かけるようになるわけないんだけどな……。

「え!?　せ、泉、二人の水着姿たくさん見たの!?」

　みなせが驚いた様子で聞き返す。確かに今の発言じゃ変な誤解を生むよな……。

「いや、その、俺が女性の身体をうまく描けないから、勉強のためにまずは女性の身体を見た方がいい、みたいな話になって……」

　一応説明したが、その話も怪あやしさ満点になってしまった。

「へ、へ[image: ～]……。なんていうか……勉強熱心だね」

　みなせは若じやつ干かん戸と惑まどいながら苦笑いで言う。

「ふんっ……で、どうなのよ？　もうバッチリ描けそうなの!?」

　茉莉がキレ気味にそんなことを聞いてきた。

「え!?　い、いや、ぶっちゃけ、見ただけじゃ描けるようにはならないって！　実際に見ながら描くとかすれば話は違ちがうけどさ……」

　俺はつい正直に答えてしまった。

「な!?　み、見ながら描く、って……」

　茉莉は俺の言葉に顔を赤くした。

「ってことは、やっぱり生駒先生がデッサンのモデルになってあげた方が手っ取り早いんじゃないですか？　ちょうど今日水着も買ったことですし」

　そこでエミリちゃんが、またニヤリと笑ってそんなことを言ってきた。

　いや、俺は決してそんなつもりで言ったわけじゃないんだが……。

　でも確かに、実際の人物の身体をデッサンするのが上達への一番の近道だって聞いたことあるから、万が一そんなことをやってもらえるならありがたいけど、茉莉が承しよう諾だくするわけないよな。

「はあ!?　だ、だからそんなの、嫌いやだって言ってんじゃない！」

　ほら、やっぱり……。

「くすっ……じゃ、わたしがデッサンモデルやってあげましょうか？」

「え!?」

　俺はエミリちゃんの言葉に驚いた。

「ほ、ほんとに!?」

　本当にデッサンのモデルをしてくれるのならとてもありがたいが、まさかエミリちゃんが自らそんなことを言い出すなんて思っていなかった。

「え、君島さん、本当にわたしにモデルして欲しいんですか？　くすっ、単に冗じよう談だんで言っただけなのに……」

「え!?　は、ははは……」

　な……!?　やっぱりただの冗談だったのか！　くっ、少しでもエミリちゃんの言うことを真に受けてしまった自分が恥ずかしい。

「でも、そんなにして欲しいなら……少しくらいなら、やってあげてもいいですよ。デッサンのモデル。自分で言うのもなんですけど、わたしの身体って一いつ切さい余計な肉とかついてないですし、デッサンしがいがあると思うんですよね[image: ～]！」

　エミリちゃんは得意げに笑ってそんなことを言い出した。

「え!?　それは、冗談じゃなくて本気で？」

「くすっ。ええ、勿もち論ろん」

「マジか……そ、それは是ぜ非ひやって欲しいかも」

　本当にエミリちゃんがモデルをしてくれるというのなら、とても助かる。

「なっ……!?　エミリあんた、本気で言ってんの!?」

　突とつ然ぜん茉莉が慌あわてた様子で会話に入り込んできた。

「え？　生駒先生、慌てちゃってどうしたんですか？　わたしがモデルをやったらなんか不都合でもあるんですかぁ？」

　エミリちゃんはニヤニヤしながら茉莉の顔を見る。

「……フ、フン。別に……。っていうか、エミリの幼児体型じゃ女性の身体からだの練習にならないんじゃない!?」

「！　なっ……」

　茉莉の言葉に、エミリちゃんが顔を歪ゆがめる。

「だから、わ、私が……デッサンのモデル、してあげてもいいわ！」

「え!?」

　俺は茉莉の言葉に驚いた。茉莉までそんなことを言うだなんて、どういう風の吹ふき回しだろう。

「わー、デッサン大会!?　面おも白しろそ[image: ～]！　仕事の邪じや魔まにならないなら、あたしも混ざりたいな[image: ～]！」

　みなせも会話に加わってくる。

　デッサン大会、か……。それはとてもためになりそうだ。だが……。

「じゃあ、みんな水着も持ってることだし、今から生駒先生の仕事場でやります？」

「……！　確かにデッサン大会は俺もやりたいけど、今月の原げん稿こう厳しいかもしれないこの時期に、大だい丈じよう夫ぶかな？」

　俺はそのことが少し気がかりで、茉莉に尋たずねた。

「……。確かに原稿作業を進めるのも大事だけど、今回の原稿でもあんたは女性のモブキャラを描くわけだから、一刻も早く女キャラを魅力的に描けるようになった方がいいじゃない」

「……！　た、確かに」

　そう言われてみれば、茉莉の言うとおりだ。

　それに、ずっと原稿作業ばかりしていても息が詰つまってしまうと思うので、たまには息いき抜ぬき代わりにこういうのもいいかもしれないな。




　そんなわけで、俺たちは四人で茉莉の仕事場へと移動して、デッサン大会を行うことになった。







「じゃ、まず誰だれが最初にモデルやるかジャンケンで決めよっか[image: ～]！」

　茉莉の仕事部屋にて、みなせが提案し、俺以外の女子三人がジャンケンを始めた。

「……！　わ、わたし？」

　最初にジャンケンで負けてモデルをすることになったのは、エミリちゃんだった。

「って言っても、わたし水着持ってないからこの私服のままでいいですかね？」

「あ……フッ、そうねえ。私服じゃあつまんないから、私の服貸してあげるわ。ちょっとこっち来て」

「え……生駒先生の服、ですか？」

　茉莉はそう言うと、エミリちゃんを別室へと連れて行く。エミリちゃんは少し警けい戒かいしつつ茉莉の後をついていった。

　数分後。

「待たせたわね」

　茉莉とエミリちゃんが、仕事部屋へと戻もどってくる。

「……！」

　エミリちゃんの姿を見て驚いた。

　彼女は、ピンク色のセーラー服風の衣い装しようを着て戻ってきたのだ。茉莉が持っているコスプレ衣装を着せたのだろう。

「わーっ！　エミリちゃん可愛かわいい！」

　みなせが突然興奮気味に声を上げた。

「エミリちゃんってそういう服着るとより幼くなってロリで可愛いねっ！　顔立ちも幼いし体型もロリ体型だし、その衣装超ちよう[image: ～][image: ～]っ似合ってるよ！」

　みなせはエミリちゃんのコスプレ姿にテンションが高まっているみたいだ。

　みなせは重度のロリコンだからなあ。エミリちゃんもこういう格好をすると、みなせのストライクゾーンに入ってくるみたいだ。

　確かに今のコスプレ姿のエミリちゃんは、普ふ段だんよりとても幼く見える。

「ロリ体型って……ひ、貧ひん乳にゆうだって言いたいんですかっ!?」

　エミリちゃんはみなせの言葉に憤ふん慨がいしている。

「時間もないから、さっさとデッサンに入るわよ。じゃあポーズだけど、私がデッサンに向いてるポーズを指示するわ。まず泉の机の上に座って」

　エミリちゃんは茉莉に言われたとおり、俺が普段漫まん画がを描いている机の上に腰こしかける。

「そのまま足も机の上に上げて、膝ひざを立てて足を両側に大きく開いて」

「足を上げて、膝を立てて……？　……って、それ、Ｍ字開かい脚きやくじゃないですかっ！」

　エミリちゃんがポーズを取ろうとしたがやめて、赤くなって茉莉に抗こう議ぎする。

「ふん、いいから言われたとおりにしなさいよ」

「そんなポーズできるわけないじゃないですかっ！　生駒先生、さっきエロい水着着せたことまだ怒おこってるんですか……」

　茉莉、エミリちゃんにさっきの仕返ししようとしてるのか……。

「あっじゃあ、あたしがポーズ指定してもいい!?」

　そこでみなせが、目を輝かがやかせてそんなことを言い出した。

「この姿のエミリちゃんに是非取って欲しいポーズがあるんだよねっ！」

「な、何ですか？　変なポーズじゃないですよね？」

　興奮気味のみなせを警戒しているエミリちゃん。

「うん、下品なポーズじゃないから大丈夫！　まず机の上で、頭を向こう側に向けて四よつん這ばいになって！」

「え、ええー？　十分変なポーズの気が……。えっと……こう、ですか？」

「……っ!?」

　エミリちゃんが文句を言いながらも、みなせの指示通り頭を向こうにしてお尻しりをこちら側に向けて四つん這いのポーズになると、短いスカートから思いっきり白地に花はな柄がらのパンツが見えた。ちょ、ちょっと……これはまずいだろ！

[image: ]

「ぶふっ！　ありがとうございます！　ありがとうございます！」

　その姿に、鼻血を出して興奮状態マックスでなぜか礼を言い出すみなせ。みなせがついに壊こわれた……。

「エ、エミリちゃんちょっと、そのポーズは……」

　俺は興奮を抑おさえてエミリちゃんに告げる。

「え、な、何ですか？」

　エミリちゃんはそのポーズのまま顔だけこちらに向ける。

「……！　あっ……」

　そこで気付いたようで、慌てて身体を起こしてお尻を押さえた。

「こ、こここれはっ！　生駒先生に、この衣装はスカートが短いから何か下に穿はくもの貸して下さいって言って、さっき生駒先生が買ったビキニの下借りて穿いててっ……！　だからパンツじゃないから恥はずかしくないんです！　きっ君島さん、パンツだって誤解しないで下さいよ!?　ここっ、これだから童どう貞ていは！」

「え!?　あ、そ、そうだったんだ……」

　いや、パンツじゃないにしたって、ぱっと見どう見てもパンツに見えるし、恥ずかしいことには変わりないと思うんだが。エミリちゃんにとってはそういうもんなのか!?

　でも本人だって、恥ずかしくないんですって言いつつ顔を赤くしてるな……。

「でっでも！　このポーズは卑ひ猥わいだからやっぱり嫌です！」

　エミリちゃんは机の上で身体からだをこちらに向き直して言う。確かに今のポーズは卑猥だ……。

「もっと普ふ通つうのポーズにして下さいよ！」

「そ、そうだよね……ごめんね、ついついエミリちゃんが魅み力りよく的すぎて……。じゃあ、普通に体育座りとかは!?　制服で体育座りってロマンがあるよねっ！」

「体育座り……こうですか？」

　エミリちゃんはみなせの指示通り、机の上で体育座りをした。

「！」

　正面からだと足に隠かくれて見えないんだろうが、俺のいる少し斜ななめ横の位置からだとスカートの中が見えてしまう。水着と言われたって、やっぱりパンツに見えてしまうので動どう揺ようを隠しきれない。

「……！　きっ君島さん、目つきが気持ち悪いんですけどっ!?　さっきも言いましたけど、これパンツじゃなくて水着なんですからねっ!?」

　エミリちゃんは顔を赤らめて俺を罵ば倒とうする。

「え!?　い、いや勿論、分かってるって！」

「じゃ、とりあえずこのポーズでデッサン始めるわよ」

　え、このポーズで!?　さすがにスカートの中身まで描かくわけにいかないと思い、俺は慌てて少し横にずれてスカートの中身が見えない位置に移動した。

「じゃ、原稿作業もあるし長い時間かけるわけにいかないから、制限時間は十分ね」

　デッサンというより、こういうのはクロッキーというのだろうか。茉莉のかけ声で一いつ斉せいにスタートした。

　十分間、三人とも各々真しん剣けんにエミリちゃんを描びよう写しやする。




　やがて茉莉が設定した携けい帯たいのアラームが鳴り、制限時間が終しゆう了りようした。

「ふ[image: ～]、もう動いていいですか？　疲つかれたぁ[image: ～]」

　エミリちゃんは机から降りた。

「じゃあ見せ合うわよ。まず私から」

　茉莉が、自分の描いた絵を俺たちに見せた。エミリちゃんのスレンダーでありつつ女性らしい丸みも帯びている身体が忠実に描えがけている。顔もとても似ていて可愛らしく描いていた。さすがだ。

「生駒さん、さすがだね[image: ～]っ！　超上手うまい！」

「……ちょっ、いくらなんでもこれ、胸なさすぎません!?」

　そこでエミリちゃんが、茉莉が描いた絵の胸の部分を指差して言う。

　言われて見てみると、確かに茉莉の描いたエミリちゃんの絵は全く胸がなかった。いくらエミリちゃんは胸が控ひかえめとはいえ、小さいながらちゃんと膨ふくらみはあるというのに、男の身体並みにぺたんこに描いている。

「え？　モデルに忠実に描いたらこうなったのよ」

　フッ、と笑って言う茉莉。

「どこが忠実ですかっ!?　明らかに悪意を感じるんですけどっ！」

「はいはーい！　じゃあ次、あたしのやつ見てっ！」

　続いてみなせが俺たちに自分の絵を見せた。

「……!?」

　それはなかなかに強きよう烈れつだった。小学生か何かが描いたかのような、らくがきレベルの絵だったのだ。

「こ、これがわたし……!?」

　エミリちゃんの顔が大きく歪ゆがむ。

「あーっはっはっはっ！　エミリ、そっくりじゃない！」

　茉莉が悪あく魔まのように高笑いした。

「ああ、そういえばみなせって昔っから絵うまくなかったよね……。でも、まさか小学生の頃ころから絵のレベルが変わってないなんて……」

「えっ、小学生から変わってない!?　う、噓うそ!?　泉、何気に酷ひどくない!?」

　どうやら本人にはそこまで下手だという自覚がなかったようで、俺の言葉に大きくショックを受けていた。

「じゃあ最後。泉、見せて」

「あ、ああ、うん……」

　茉莉に言われて、俺は戸と惑まどいながらも三人に自分の絵を見せる。

「……!?　ちょっと、わたしこんなゴツいですか!?　肩かた幅はば広すぎじゃないですか!?　なんか全体的に骨張ってるし……」

「……泉、あんたねえ、せっかく実在の人物見てデッサンしたってのに、これじゃいつもの描き方と同じじゃない！」

　エミリちゃんと茉莉のコメントを聞いて、少しショックを受ける。だが、本当にその通りなので何も言えない。

　正直、エミリちゃんの下着が見えている風のポーズに興奮、かつ動揺してしまい、被ひ写しや体たいをじっくり見ることができず、全然うまく描けなかった。

「つ、次は頑がん張ばるよ……」




　続いてジャンケンをして負けたのはみなせだった。

「じゃ、今日買った水着に着き替がえてくるね[image: ～]」

　みなせは部屋を一度出てから、ビキニ姿になって戻ってきた。

「おまたせ[image: ～]」

「……っ！」

　思わず息を吞のむ俺。

「なっ……!?　バ、バカな……」

　なぜか衝しよう撃げきを受けているエミリちゃん。

「ナイスおっぱい……」

　興奮した様子で呟つぶやく茉莉。

　ピンク色の水玉のビキニを着たみなせの姿は、非常に魅力的だった。茉莉よりも更さらに大きな胸、スラリと伸のびた長い手足……。

「えっと、ポーズはどういうの取ればいいかな？」

「私が指定するわ！　まず、左手で右胸の外側を触さわって！」

「え？　う、うん……」

　茉莉の勢いに圧あつ倒とうされつつも、みなせは言われたとおりにする。

「今度は、右手で左胸の外側を触って！」

「え、こ、こう？」

「……！」

　茉莉の指定通りにポーズを取ったら、みなせは自身の両手で自身の胸を寄せている、という非常にエロいポーズになってしまった。胸の谷間がなんともエロすぎる。

「……って、こんなエロいポーズやだって！」

　みなせ自身もそれに気付いたようで、顔を赤くして慌あわてて手を身体から離はなした。

「何よ、別にいいじゃない」

「よくないよ！」

「仕方ないわね。じゃあ無難に、巨きよ乳にゆうといえば……その場で立ったまま、前まえ屈かがみになって、両りよう膝ひざに両手をついて」

「え……こ、こう？」

[image: ]

　みなせが茉莉の指示通りのポーズを取る。両方の腕うでで胸が寄せられて、どっちにしろさっきのように胸を強調するポーズになった。さっきのポーズほどエロくはないが、なんだかグラビア雑誌などでよくありそうなポーズで、これはこれでセクシーだ。

「じゃ、このポーズでデッサン始めるわよ」

　再び茉莉の合図でデッサンが始まる。

　当たり前だけど、胸も描かなきゃならないんだよなあ。なんとも恥ずかしい……。

　そんなことを考えながらみなせの胸を見ていたら、その直後にみなせと目が合ってしまう。みなせは赤くなって目を逸そらした。みなせも相当恥ずかしいみたいだ……。




　やがて十分が経過して終了時間を迎むかえた。

「じゃ、また順番に見せ合うわよ。まずは私から」

　茉莉の描いたみなせの絵は……上手いのだが、胸が実物より更に大きくデフォルメされていた。

「ちょっ……これ、胸大きすぎない!?」

　現実にはありえないほど胸が大きくなっている自分の絵を見て、みなせは苦く笑しようしている。

「え、そう!?　……つい、いつものくせが出てしまったみたいだわ」

　確かに茉莉って、巨乳キャラを描くとき現実にはありえないレベルにデフォルメして描いてるもんな。

「じゃあ次、わたしの絵です」

　続いてエミリちゃんが描いたみなせの絵は、逆になぜか胸が実物より小さくなっていた。

「ちょっとエミリ、あんたどこ見てんのよ!?　香月さんの胸、こんなに小さくないじゃない！」

　なぜか茉莉がキレ気味に指し摘てきした。みなせがキレるなら分かるけど、なんで茉莉がキレてんだよ。胸に関することだから許せないのだろうか。

「え、そ、そうですかー？　なるべく現物に忠実に描いたつもりなんですけど……」

　エミリちゃんは自分が描いた絵を見て首を傾かしげた。無意識のうちに小さめに描いてしまったようだ。

「じゃ最後、俺の絵だね」

　俺は自分の描いた絵を三人に見せた。

「……。なんか、身体つきが男の人みたいだね……」

　苦笑するみなせ。

「ちょっ……またいつも通りのゴツい身体になってんじゃないの！　あんた、本当にちゃんと香月さんの身体からだ見て描かいてるわけ!?」

　茉莉がついに怒おこり出す。

「も、勿もち論ろんちゃんと見て描いてるけど……」

　見て描いてはいるのだが、やはりどうしてもポーズがセクシーすぎて照れてしまい、またあまりにジロジロ見て嫌けん悪お感かんを持たれるのが嫌いやで、じっくり見ることができなかった。結果、先ほどと同じようにいつものようなゴツい身体を描いてしまったようだ。

　せっかく二人がデッサンのモデルをしてくれたっていうのに、これじゃあいつも通りで意味がないじゃないか。ああ、俺のバカやろう……。

「言っとくけど、まずはじっくり見る、ってことが一番大事なのよ!?　見ないと対象がどういうものなのか、理解できないでしょ!?」

「う、うん……そうだよね」

　茉莉の言葉に納なつ得とくする。

　まずはじっくりと見ることが大事、か。本当にその通りだよな。




　最後に、茉莉がモデルをすることとなる。先ほど購こう入にゆうした水着に着替えて部屋に戻もどってきた。

「で、ポーズはどうすんのよ」

「えーと……じゃあ、泉が絵の勉強したいわけだし、せっかくだから泉がポーズ指定したら？」

「えっ、俺!?」

　突とつ然ぜんみなせにそう言われて、思わず動どう揺ようする。

　ポーズ指定か……。うーん、どういうのがいいんだろうな。とりあえず、エロくない健全なポーズにしなければ……。

「じゃ、じゃあ、そのまま気をつけしてもらう感じで……」

「えっ……気をつけ？」

　俺のポーズ指定に、茉莉が眉まゆをひそめる。

「泉、そんなポーズ指定でいいの!?　さっき生駒さんに聞いたけど、このデッサン大会って泉が女の子の身体を魅み力りよく的に描くためのデッサン大会なんでしょ!?　だったら、生駒さんがより魅力的にセクシーに見えるポーズを指定した方がいいんじゃないの!?」

　みなせが熱心にそんなことを語った。

　確かにその方がいいのかもしれないけど、またエロいポーズを取ってもらったら動揺して上手うまく描けないかもしれないしな……。

「ちょっと香月さん、なんてこと言うのよ!?　どうして私がエロいポーズなんか取らなきゃならないわけ!?」

　みなせの言葉に茉莉が反論する。

「生駒さん、だってさっきあたしにエロいポーズさせたじゃん！　あれ、何気に相当恥はずかしかったんだからね!?」

「うっ……！」

　みなせは悔くやしそうに茉莉に言う。そうか、それの仕返しがしたかったのか……。

「あたしに恥ずかしい思いさせといて、自分は逃のがれようなんて許されないよ！」

「その通りですよ生駒先生！」

　エミリちゃんもみなせに乗っかった。

「ほら泉、なんかエロポーズ考えて！」

「エ、エロポーズ!?」

「泉の勉強のためにも、その方がいいんだから！」

「う、うーん……」

　みなせに言われて、セクシーなポーズを必死に考える。

　でも茉莉にこんなことしてもらえるチャンス二度とないだろうしな……よし。

「じゃ、じゃあ……机の上で四よつん這ばいになって、顔をこっちに向けてお尻しりを少し上げる、とか……？」

　お尻をこちらに向けた四つん這いポーズよりはまだマシだろうと思った。

「あー分かったわよ！　やればいいんでしょ、やれば！」

　茉莉は半ばヤケクソ気味に、赤くなりながら俺に言われたとおりのポーズを机の上で取った。

　自分で指定したポーズだが、いざ実際にやってもらうと、胸が前に垂れて両腕に寄せられて相当エロい。

「ほ、ほら、さっさと描きなさいよ！」

　茉莉に言われて、デッサンを開始する。

　うう……実のところ、さっきのエミリちゃんのポーズやみなせのポーズよりもエロいんじゃないのか？　あんまり胸やお尻をじろじろ見るのも茉莉は嫌がるだろうし……でも、だからと言って見ないと描けないし……。

　……って、俺、これじゃあ前回と前々回の失敗を再び繰くり返してしまうじゃないか！　さっきも、恥ずかしくてあんまり見られなかったが故ゆえに、上手く描けなかったのだ。

　さっきの茉莉の言葉を思い出す。まずはじっくり見ることが大事だ、と茉莉は言った。本人が言ったのだからじっくり見て構わないだろう。

　茉莉は、俺が女性の身体を上手く描けるようになるために、わざわざあそこまでしてくれているんだ。逆に、じっくり見て描かないと失礼じゃないか。

　そう考えて、俺は覚かく悟ごを決めてじっくりと見た。

　茉莉の白い肌はだがカラフルな水着に映はえてとても綺き麗れいだ。

　前に寄せられている胸は、触ったら柔やわらかそうな質感をしている。

　突つき上げられたお尻には水着がぴったりと張りついていて、お尻の割れ目の形までうっすらと分かってしまう。

　ううん、見れば見るほどエロいな……！

「ちょっ……あんた、何まじまじと見てっ……!?」

　俺が茉莉の身体を見てデッサンしていると、茉莉がより恥ずかしそうに赤面した。

「だ、だって……さっき茉莉が、じっくり見ることが一番大事、って言ったんだろ!?」

「……っ！　そ、それは、そ、そうだけど……」

「茉莉、俺、今度こそ魅力的な身体を描いてみせるから！」

「……っ！」

　茉莉は俺の言葉に、恥ずかしそうに俺から目を逸らした。

　さっきまではひたすら恥ずかしくて、上手く描かなきゃと思っても描けなくて辛つらいだけだったのに、もうじっくり見ると決めて描き進めていたらだんだん楽しくなってきたぞ！　それに、さっきより大分上手く描けている気がする。

　このままいけば、俺も魅力的な女性の身体が描けそうだ。俺にもラブコメの神が降りてきたのか!?　なんて調子に乗っていたところ。




「……って、こんなポーズ取ってられるかーっ！」




　次の瞬しゆん間かん、茉莉が勢いよくその体勢から身体を起こした。

「キャッ……!?」

　しかし、そこでバランスを崩くずして机の上から落ちそうになってしまう。

「あ、危ない！」

　一番茉莉の近くにいたのは俺なので、身体を受け止めるために机の下まで走って両手を伸のばした。だが、非力な俺に茉莉を受け止めきれるはずもなく……。

「ごふっ!?」

　茉莉の身体が上から落ちてきて、俺の頭と茉莉の頭が思い切りぶつかった。

　そこで、俺の意識は途と切ぎれた。










「泉、だ、大だい丈じよう夫ぶ!?」

　目が覚めると、目の前に茉莉の心配そうな顔があった。

「あ、あれ？　俺……あ、そっか、茉莉を受け止めようとして……」

「泉あんた、女の子の身体やっと描けるようになったじゃない！」

　茉莉は俺に向かって一枚の絵を見せてきた。

　それは、先ほどまで俺が描いていた茉莉のデッサンだった。

「わたしや香月さんのときとは比べものにならないくらい上手いじゃないですか。ムカつく[image: ～]」

「ほんと、別人が描いたみたいだよ！　泉、もしかして描いているうちに何か摑つかめたの!?」

　エミリちゃんとみなせまで、俺の絵を見てそんなことを言っている。

「え……ほ、ほんと？」

　今一度自分の描いたデッサンを見ると、自分が描いたとは思えない程ほど上手くなっていた。女性らしい丸みを帯びた身体を、セクシーで魅力的に描けている。

「ほんとだ……俺、やっと女の子の身体を描けるようになったんだ!?」

「フッ……私がモデルをやったおかげね」

「ねえ泉、もう一度あたしを描いてみてよ！」

　みなせに言われて、俺は感覚を忘れないうちにスケッチブックと鉛えん筆ぴつを手に、再びみなせの全身を描いてみる。

「……あ、あれ……？」

　しかし、なんだかどうにもしっくりこない。

「え……あんた、またゴツい絵に戻ってんじゃない！」

　茉莉が俺の描いたデッサンを覗のぞき込んで指し摘てきした。茉莉の言うとおり、俺の絵は今までの絵に戻ってしまっていた。

「い、いや、でもさっきは確かに描けたはずなのに……！」

　先ほど自分に舞まい降おりてきたように感じた感覚が、もうすっかりどこかへ消えてしまった。再び、ゴツい男性のような身体つきの絵に戻ってしまうなんて……。

「ううっ……な、なんでだ!?　茉莉、さっきのポーズもう一回取ってくれない!?　そしたらまた感覚思い出すかも！」

「はああ!?　じょ、冗じよう談だんじゃないわよ！　あんなポーズ、もう二度と取りたくないに決まってんでしょ!?」

「ええ!?　あれをやってくれたらまた描けるようになる気がするのに[image: ～]！」




　俺の中のラブコメの神様は、まだまだ降りてきてくれる気配はないみたいだ。

　ラブコメ漫まん画が家かへの道程みちのりは長いな、と改めて思う俺だった。
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「お二人共、こんなことお願いしてしまって本当にごめんなさいね。小豆あずきさんは冬コミ二日目の後でお疲つかれですのに……」

　十二月二十九日。

　俺、柏かしわ田だ直なお輝きと友人の桜さくら井い小豆ちゃんは、ムラサキさんこと狭さ川がわ紫ゆかりさんの自宅兼けん仕事場のマンションへ来ていた。

「いえ！　今日は本命ジャンルじゃなかったので、全然疲れてませんし！　気にしないで下さい！」

　冬コミ三日目のサークル参加を明日あしたに控ひかえた大手同人作家のムラサキさんは、新刊であるコピー本の制作など、明日に向けての準備に追われていた。

　いつも手伝いをしている永なが瀬せさんが今回体調を崩してしまい、代わりに俺と小豆ちゃんが手伝いをすることとなったのだ。

　ムラサキさんがコピー本の追い込み作業に励はげむ中、プリンターから続々と両面印刷されてくるコピー本の原げん稿こうを、俺と小豆ちゃんはひたすら二つ折りにする。簡単な作業だが、これが合計三百部もあるので結構な仕事量である。

　ちなみに、ムラサキさんが今描かいている原稿が完成して印刷が終わったら、二つ折りにした本文を表紙で挟はさみ、背の二カ所をホッチキスで留める作業に移る予定だ。コピー本は、印刷所に頼たのむオフセットと違ちがって自分たちで印刷と製本までしなければならないので、その点では大変である。

「でもムラサキさん、今回の新刊はこのコピー本だけなんですよね？　いつも必ずオフセットの新刊一冊以上とグッズまで作ってるのに、今回はお忙いそがしかったんですか？　やっぱり、商業原稿の方で……？」

　ＰＣに向かって作業を進めるムラサキさんの背中に俺は問いかけた。

「ええ、そうなんです……。実は一昨日おとといまで商業の方の原稿に追われていまして……」

「……！　商業の……」

「はい。今回、締しめ切りが冬コミと丸かぶりだったんですよ。なのでもう新刊は無理かなって思ったんですが、既き刊かんのみっていうのはどうしても嫌いやで、昨日から慌あわててコピー本を執しつ筆ぴつし始めたという次し第だいで……」

「そ、そうだったんですか!?　最近商業の原稿やってるっていうのは聞いてましたけど、まさか締め切りが一昨日だったなんて……」

　同人作家だったムラサキさんが、プロの漫画家を目指して頑がん張ばってみる、と言い出したのは確か今年の夏頃ごろのことだった。

　その後、大手出版社に原稿を持ち込んだところ、すぐに担当編集者がついて、デビューを目指して早さつ速そく次の原稿に取りかかることになった、とのことだ。

　いきなりそんな展開になるなんて、さすがとしか言いようがない。ムラサキさんの実力を考えたら、当然だろうとは思うが。

「そういえばお二人共、明日も冬コミに行かれるんですから、今日は早めに切り上げて頂いて大だい丈じよう夫ぶですからね。明日も朝早いのに本当にありがとうございます」

「いえいえ、柏田君はともかく、わたしは明日はそこまで早くから行きませんから。三日目は特に買うものないんで、クラスの友達とコスプレ参加するだけなんですよ」

「あら、コスプレされるんですか!?　是ぜ非ひ拝見したいですね！」

「午前中はお忙しいですよね？　スペースが落ち着いた頃に遊びに行きますね！　クラスの友達が、コスプレ初めてなんですけど、すっごい美少女なんで今からコスさせるの楽しみなんですよ[image: ～]！」

　小豆ちゃんは興奮気味に語る。確かに、小豆ちゃんの気持ちはよく分かる。まさかあの子がコスプレをＯＫするだなんて……俺もめちゃくちゃ驚おどろいた。

「それは楽しみですね！　柏田さんもコスプレなさるんですか？」

「ま、まさか！　俺、明日はクラスの友達と早朝から買いもの目当てに行く予定なんで」

「あら、そうなんですか？　残念です。でも確かに、三日目といえば柏田さんはお買いものでお忙しいですものね？　ふふっ……」

　な、なんだその意味深な笑いは……。確かに彼女の言うとおりだが、そんな風に言われるとなんか恥はずかしいな……。

「でも、ムラサキさんがまさか商業の作家さんになるとは意外でしたよ[image: ～]！　てっきり、今後も壁かべサークルとして同人作家を続けるかと思ってたので……」

　隣となりで作業をする小豆ちゃんの発言に、俺も同感だった。

「あら、そうですか？　といっても、まだまだデビューはできていないんですけどねぇ……」

「近いうちきっと、ムラサキさんの漫まん画がを雑誌で読めるようになるんですね[image: ～]！　楽しみだなあ[image: ～]！　そういえば桃ももちゃんも、北海道に行ってから『プロの小説家目指して頑張る！』とか言い出すし、柏田君は柏田君で何か唐とう突とつに勉強頑張り出すし……。みんなすごいなあ。わたしもそろそろ将来のこととか考えないとなあ」

　小豆ちゃんは二つ折りにする作業を続けながら、ふう、とため息をついた。

「小豆ちゃんはコスプレイヤーとして有名だし、あと絵も上手うまいじゃん。そっちの道は考えてないの？　ほら、ＢＬ漫画家とか……」

　小豆ちゃんは二年になってから、前に辞やめてしまった漫画研究部に再入部したらしい。気まずい関係だった漫研の部員たちと再び仲良くなりたい、と思ったとのことだった。その後は、無事部員たちと仲直りして、以前より仲良くなり、なんと今では部長にまでなってしまったらしい。

　きちんと前に進んでいて、偉えらいと思う。文化祭の漫研の部誌を見せてもらったところ、ＢＬ系のイラストがとても上手で驚いた。

「いや[image: ～]、わたしなんか全然だよ。絵はあくまで趣しゆ味み、って感じかなあ……」

「そうなんだ？　勿もつ体たいない」

「そういえば、ムラサキさんが一昨日までやってた原稿って、賞の投とう稿こう用とかなんですか？」

「あ、えっと……賞の投稿、っていうのとは少し違うんです。私が原稿を持ち込んだのは『プリティードラゴン』という雑誌なんですが」

「……！　持ち込んだの、『プリドラ』だったんですか！」

　俺は思わず食いついた。『プリドラ』は萌もえ系で一番売れている雑誌だ。俺も好きな漫画が連れん載さいされていたときなど、読んだことがある。

「ええ。ご存知でしたか。その『プリドラ』で、今度『プリティードラゴンカップ』という企き画かくが行われるんです。新人漫画家の原稿が『プリドラ』の付録の小冊子に掲けい載さいされて、読者投票で順位がつくんですが、そこでグランプリを獲とったら『プリドラ』の連載権を獲かく得とくできる、という企画で……。そちらに参加させて頂くことになったんです」

「えっ、いきなり連載できるんですか!?　わたし、絶対読んで投票しますねっ！」

「俺も！　でも、すごいですね。まさかそこまで順調にいってるなんて……」

「ふふっ……でも、どうでしょうね。勿もち論ろん全力は尽つくしましたが……。同じ『プリドラカップ』に参加される作家さんに高校生コンビ漫画家のお二人がいらっしゃるのですが、強敵なんですよ。一度読み切りを拝見したのですが、高校生なのにすごくレベルが高くて、面おも白しろい漫画を描かかれるんです」

「ええっ!?　高校生でコンビ漫画家!?　バクマソ。みたいですねー！」

「わたしたちと同じ高校生なのにプロの漫画家だなんて、すごいです！　一度会ってみたいなあ[image: ～]！」

「ええ。今年の秋に一度出版社のパーティーでお会いしましたが、お若いのにとてもしっかりしていらして、礼れい儀ぎ正ただしい素す敵てきなお二方でしたよ」

　ムラサキさんは眼鏡めがねを外して遠い目になる。




「今頃お二人も、無事脱だつ稿こうなさっているんでしょうかねえ……」







　　　　＊＊＊







「終わった……これで全部終わったんだ……」




　十二月二十九日。

　今日は、担当編集者である早さ乙おと女めさんに設定された締め切り当日だ。

　俺君きみ島じま泉せんと、コンビの相方である生い駒こま先生は、やっとの思いで完成させた『プリドラカップ』用の原稿を出版社に提出し、抜ぬけ殻がらのような状態で出版社から電車で帰るところだった。

「ええ……そうね……」

　電車の座席で隣に座る生駒先生が、気の抜けた返事をする。

　生駒先生の方も、目の下にクマを作っており、完全に疲れ切っている様子だ。

「……と、ところで君島君。明日って、何か予定ある？」

　生駒先生が、唐突に質問してきた。

「予定？　そんなもんあるわけないでしょ！　一日中家で寝ねるよ！」

　ここのところの原稿作業による疲ひ労ろう、寝不足具合といったら半はん端ぱなもんじゃない。今すぐにでも家に帰って眠ねむりたいくらいだ。

「そう、ないのね……。じゃあ……ちょっと買いものに付き合ってくれない？」

　生駒先生の発言に、俺は驚きを隠かくせない。

「買いものぉ!?　こんなに疲つかれきってるのに、生駒先生買いものなんて行くの!?　しかも、こんな年末に!?　わざわざ明日じゃなくたっていいじゃん！」

「明日しか売ってないものなのよ！　今年の夏も行ったんだけど、人は多いし、死ぬほど暑いし……一人じゃ全然満足に買えなかったのよ。でも、君島君が一いつ緒しよに来てくれたら心強いわ」

「何それ!?　一体何を買うつもりなの!?　セールにでも行くの？」

「まあそれは明日詳くわしく説明するから……で、来てくれる!?」

　生駒先生は真しん剣けんな様子で俺の目を見て問いかける。

「え……や、やだよ！　死ぬほど疲れてんだから明日は休みたいし……。生駒先生だって買いものなんて行かずに休んだ方がいいって！」

　体調が万ばん全ぜんならともかく、こんなときに買いものだなんて……。

「なっ……!?　ふん、じゃいいわよ、一人で行くから！　無事原稿が終わったら絶対行きたいって思ってたの！　明日のことを励はげみに原稿頑がん張ばったんだから、絶対に……這はってでも行くわ！」

　生駒先生がそこまでして欲ほしいものって、一体何なんだ……？

「なっ……!?　こんな疲労困こん憊ぱいな状態で行って、途と中ちゆうで倒たおれでもしたらどうするつもりなんだよ!?」

「ふんっ、この私がそんなヘマするはずないわ！　買うまでは意地でも倒れないんだから！」

「な、な……!?」

　どうやら生駒先生の決心は揺ゆるがないようだ。まったく……。

「[image: ～][image: ～]っ、あーもう分かったよ！　行けばいいんだろ行けば！」

「……！　ほ、本当!?　来てくれるの!?　そんなに疲れきってるのに……。君島君、あなたって意外と優やさしいのね！」

　生駒先生は、なぜか大げさなくらい喜んでいる。

「え、べ、別に……」

　俺がたかが買いものに付き合うってだけでそんなに喜ぶだなんて……。

　生駒先生……か、可愛かわいいところもあるじゃないか。




「じゃ、明日はとりあえず国際展示場に朝六時待ち合わせね。あなたの家からの始発もそんなもんでしょ？」




「……はっ!?」

　生駒先生はさらっととんでもないことを発言したので、俺は思わず聞き返す。

「朝六時!?　し、始発!?　ど、どういうこと!?」

「詳しくは後で決めて連れん絡らくするわ」

「いやいやいや、ちょっと待ってよ！　なんで買いもの行くだけだってのに朝六時なわけ!?」

「いちいち細かいことにうるさい男ね。その時間に行かないと売り切れちゃうんだから仕方ないでしょ。詳しくは明日説明するから」

「朝六時じゃないと売り切れるって……一体何を買うつもりなんだよ!?　っていうか、そんな早い時間、絶対俺起きられないって！　ここのところずっと寝不足だったんだし……」

「フン、だらしないわねえ……。仕方ないわ、あんた、明日私の家から一緒に行くわよ」

「……えっ!?」

　生駒先生がまたもやわけの分からないことを言い出したので、俺は混乱状態に陥おちいる。そ、それって……もしや……。

「い、家から一緒にって……」

「だから、今夜はうちに泊とまりなさいって言ってんのよ」

「……っ！」

　生駒先生の決定的な一言に、俺は驚いて言葉を失った。

「え……い、いいの？」

「寝ね坊ぼうしてすっぽかされたら困るから、仕方ないわ！」

　ま、マジかよ……。そこまでして俺を買いものに付き合わせたいのか？　一体なぜ……？




　生駒先生の仕事場兼けん自宅に到とう着ちやくすると、彼女は「私はまだ作業があるから」と言って、パソコンのある部屋へと行ってしまった。

　リビングに残された俺は、とりあえずソファーに座ったが、緊きん張ちようのあまり落ち着かない。

　いや、今までだって何度か泊まったことはある。でもそれは毎回仕事絡がらみだった。

　今回は、そういうわけではない。生駒先生は……一体どういうつもりで俺を家に泊めるんだろう？

　生駒先生の家にはベッドが一つしかない。まさか……あのベッドで二人で寝るのだろうか？　まさか、ネグリジェ姿の生駒先生と……!?　ああもう、勝手な妄もう想そうが止まらない！　考えただけで心臓が爆ばく発はつしそうだ！

「ふう[image: ～]。サークルチェック終わった[image: ～]」

　俺が一人で悶もん々もんとしていると、生駒先生がリビングへと戻もどってきた。ネグリジェではなく、ジャージに着き替がえていた。

「い、生駒先生！　いい加減、明日どこに行くのか教えてよ！」

「え？　ああ、そうね……。ここまで来ればさすがにあんたも逃にげないだろうし」

　に、逃げない？

「明日私が行こうとしてるのは、『冬コミ』よ。あなた、行ったことある？」

「……!?　ふ、冬コミ!?　あるわけないだろ……！」

　一応どんなものかは聞いたことがある。確か、夏と冬に同人誌を売るイベントが東京ビッグサイトで行われている、と。

　まさか生駒先生の言う『買いもの』が『冬コミ』のことだったなんて……！

「『冬コミ』に行くってのは分かったけど……なんでそんな朝早くから!?」

「壁かべサーの新刊は早朝に行かないと売り切れるのよ！　あなたには、私の目当てのサークルの半分の買いものをお願いしたいの。一人じゃとてもじゃないけど回りきれない上にすぐに完売しちゃうのよ」

「ええっ!?　そ、そういうもんなの……!?」

『冬コミ』での買いものが、まさかそんなに過か酷こくなものだったなんて……知らなかった。

「あんたには明日会場の地図を渡わたすから。そこに買って欲しい本の情報も書いておくわ」

「はあ……もう行くって選せん択たく肢ししかないってわけか……。こんなことなら、さっき断れば良かったよ……」

　何が悲しくて、こんなに疲れているときに朝からそんな大変な思いをして生駒先生の同人誌購こう入にゆうを手伝わなくてはならないのか。

「ふん、何ブツブツ言ってんのよ。一応何かしらお礼はするわよ」

　お礼、ねえ……。

「あ、あと、君島君はこのソファーで寝てもらうから」

「……えっ!?　あ、そう……」

　ソ、ソファーか……。いや……冷静に考えたら、そりゃあそうだよな！　俺、何期待してたんだよ！

　つまり、生駒先生は単純に俺を冬コミの買いもの要員にしたかっただけで、家に泊めることにも特に何も意味はなかったってわけだ……。

「……!?　ちょ、その反応……あ、あなた……もしかして、わ、わわ、私のベッドで一緒に寝るつもりだったわけ!?」

　生駒先生は瞬しゆん時じに赤くなって声を上げる。

「……っ！　え、ち、ちが……そういうわけじゃ……」

　俺まで赤くなってしまい、慌あわてて否定した。

「何赤くなってんのよ!?　その反応……やっぱりそうなのね!?　何考えてんのよ、この変態っ！　ドエロッ！　もうさっさと寝なさいよ！　明日は朝四時に起きるんだから！」

　生駒先生は赤くなったままリビングを出て行き、音を立てて扉とびらを閉めた。

　はあ、なんか一気に疲れたな……。生駒先生の言う通り、明日も早いんだしもう寝よう。風ふ呂ろにも入りたい気はするけど、眠ねむ気けの方が勝まさっている。

　ソファーに横になると、すぐに睡すい魔まがきた。




「……ん……」

　尿によう意いを催もよおして、目を覚ました。見慣れない天てん井じよう……あ、そうか。俺、生駒先生の仕事場に泊まってるんだった。

　俺の身体からだの上には分厚い毛布と掛かけ布ぶ団とんがかけられていた。あれ？　こんなの、寝るときかけてたっけ？

　もしかして、俺が寝た後に生駒先生がかけてくれたのだろうか。意外と優しいところもあるんだな……。

　めちゃくちゃ眠いし布団から出ると寒いしで行きたくなかったが、このまま生駒先生の仕事場で漏もらすわけにもいかなかったので、仕方なく寝ぼけ眼まなこのままトイレヘと向かう。

　電気をつけるのすら面めん倒どうなので、暗くら闇やみの中なんとかリビングを出て廊ろう下かに出る。

　えーっと、トイレってここのドアだったっけかな？　寝ぼけた頭のまま、なんとなくの勘かんで俺が扉を開けると……。

「……っ!?」

「えっ……!?」




　そこには……今まさにブラジャーを外している最中の生駒先生がいた。

　ちなみに、下はまだスカートを穿はいたままだ。




「キャ……キャァァァァァ─────ッ!?」




　生駒先生は足元にある自分が脱ぬいだ服を俺に投げつける。

「ごっ、ごご、ごめん！」

　俺は慌てて扉を閉めた。

　今日はピンクか……ふう。

　……じゃない！　何やってんだ俺は！　トイレのドアと風呂場の脱だつ衣い所のドアとを間ま違ちがえるだなんて……！　もう、何回生駒先生んちの風呂場で事故起こせば気が済むんだよっ！

「こんのエロ島ぁっ……！　毎回毎回……あんた、わざとやってないぃ!?」

　扉の向こうから、生駒先生が激げき怒どしている様子の声が聞こえてくる。

「わ、わざとなわけないだろ！　トイレ行こうとして間違えたんだよ！　生駒先生こそ、なんでこんな時間にお風呂入ってんの!?」

「人が自分の家で何時にお風呂入ろうが勝手でしょ!?　お風呂入らないまま寝落ちしちゃったから、今目が覚めて入ろうとしてたのっ！」

「そ、そうなんだ……ご、ごめん……。とにかく、わざとじゃないから……」

　脱衣所の扉は鍵かぎもないし、一部が摺すりガラスになっていたりすることもないので、中に誰だれかがいるのかすら分からない。勿もち論ろん、生駒先生が入ってると分かっていたら、開けたりしなかった。

「[image: ～][image: ～]っ、あーもう！　分かってるわよ！　もういいから、さっさとトイレ行って寝ろっ！」

　生駒先生は一応許してくれた（？）ようだったので、俺は言われたとおりトイレヘ行ってから、寝るためにリビングへと戻った。




　スマホを見ると、今は夜中の二時だった。確か朝四時起きって言われていたから、あと二時間しか寝られないじゃないか……。全くもって起きられる気がしない。

　しかし考えてみたら、こんな時間にお風呂なんて入ってるくらいだし、寝不足なのは生駒先生だって同じだ。

　あの寝起きの悪い生駒先生のことだ。明日あした、四時になんて起きられるわけがない。大寝坊して中止、というのがいいところだろう。うん、そうなるに決まってる。

　そんな期待を胸にソファーに横になると、すぐに眠気はやってきた。







「君島君、起きて！」

「……!?」

　大きな声がして、俺は目覚める。目の前には、生駒先生が立っていた。

　そうか俺、昨日は生駒先生の仕事場に泊まって……。

「四時半には出るんだから、あと二十分で準備してよ」

　見ると、生駒先生は既すでに私服姿に着替えていた。

　は、早っ！　もう準備万ばん端たんなのかよ。いつもあれほど寝起きが悪いくせに、こういうときだけはちゃんとしてるんだもんなあ……。

　一瞬、昨日風呂の脱衣所で見た生駒先生の姿を思い出してしまう。

「……？　な、何ボーッと人の顔見てんのよ！　さっさと準備しなさいってば！」

「は、はあい！」




　準備を終えて外に出ると、まだ辺りは暗かった。

「ふあぁ[image: ～]、ねむ……。つうか、寒っ……」

「男のくせにごちゃごちゃうるさいわねえ、ほら、これ」

「えっ……」

　生駒先生は文句を言いつつも、俺にホッカイロを渡してくれた。

「あ、ありがとう……」

「冬コミの必ひつ需じゆ品ひんよ。あなたには今日ちゃんと働いてもらわないとならないんだから」

「ああ……うん、分かってるって」




　目的地である国際展示場駅に電車で向かう間も、こんな早朝だというのにものすごい人だった。主に男性ばかりだ。

「これ……もしかして、みんな冬コミに行く人たちなの……？」

「当たり前でしょ」

　国際展示場駅に辿たどり着くと、駅からたくさんの人（主に男性）が、同じ方向に向かって歩いている。みんなの行く先は……当然、東京ビッグサイトだ。ビッグサイトに近付いたところで、列ができていた。その最さい後こう尾びに生駒先生と共に並ぶ。

「君島君、あなたはこのサークルの分をよろしく」

　列に並んでいる最中、生駒先生から一枚の紙を渡される。

「何、これ……？」

「サークルマップよ」

　何やら東京ビッグサイトの中の地図のようだが……色のついたマーカーでところどころに印がついており、横にメモ書きがしてある。

「この地図の印がついている箇か所しよに行って、ここに書いてあるスペース番号、サークルを確かく認にんして。合ってたら、これが欲ほしい本のタイトルだから、買ってちょうだい」

　生駒先生は地図のメモ書きを指差して説明する。

「はあ、うん……」

「もう、何よその気の抜ぬけた返事は。まだ寝てるんじゃないの？　ちゃんと分かってんのぉ？　私は東ホール、君島君は西ホール担当だから」

「に、西ホール？」

　会場内は、東と西に分かれているのか……。

「そうよ！　今回は毎回買ってる船これとアイプロ、あとオリジナルのサークルに加えて、ガムダンビルトウォーズとヤマノスズメの本も買いたいから、回るところ多くなっちゃって大変なのよね[image: ～]」

「へ、へえ……」

　生駒先生の言っていることはなんだかよく分からなかったが、適当に返事をした。

「個人的にはヤマノスズメのかえてさん本がめっちゃ楽しみ！　カタログとかピクシブとか見る限り、百合ゆりじゃなくて普ふ通つうのエロ本も結構あるみたいだから絶対欲しいのよね[image: ～]！　売り切れてないといいけど……ってちょっと！　君島君！　何人が話してるときに寝てんのよっ!?」

「……はっ！　ああ、ごめん……あまりに退たい屈くつだったのと眠ねむかったのとで寝てた……」

　こんな一瞬の間にも、人って寝られるもんなんだなあ。それ程ほど眠いということだろうが。

「退屈って、どういうことよ!?」

　こんなクソ眠いときにそんな全然分からない話されたら、眠くなるに決まってるだろ……と内心思う。




　それから、どのくらいの時間が経過したのだろうか。

「生駒先生、あとどんくらい……？」

「あんたちょっと前にもそれ聞いてたわよ！　遊園地で並んでる子供じゃないんだから！」

　並ぶ時間の長さは、俺の想像を絶する程だった。俺は最も早はや立ちながらでも何度も寝てしまい、列が動く度たびに生駒先生に起こされた。




『ただいまより、コミックフェスタを開かい催さいします』

　並んでから何時間も経過した頃ころ、そんなアナウンスが流れた。と思ったら、並んでいた人たちが一いつ斉せいに拍はく手しゆをする。

「な、なんで拍手？」

「そういうもんなのよ」

　生駒先生も拍手をしていたので、俺も一応周りに合わせて拍手をした。




「じゃ、後でこの入り口で落ち合うことにするから、終わったら連れん絡らくちょうだい」

　列が終わりなんとか会場に入れたところで、生駒先生は俺に今日の買いもの用の財さい布ふと、買った同人誌を入れる紙かみ袋ぶくろを渡わたして、そう言い残し、自分も同人誌を買うために去っていった。

　はあ……まさかあんなに長時間並ぶことになるだなんて。並んだだけで疲つかれてしまった。

　残された俺は、今日来たことを後こう悔かいしつつも、案内板を見ながら『西ホール』という場所を目指して歩き始める。




　西ホールに辿り着き、生駒先生に渡された地図を見ながら、地図に印のついている『サークルスペース』へと向かう。

「……!?」

　スペースへと到とう着ちやくして、俺は愕がく然ぜんとする。なんと、会場に入るまでも死ぬほど並んだのに、入ってからも今度はスペースの列に並ばなくてはならないようだ。

　生駒先生に指定された『サークルスペース』は、どこも列ができていた。どうやら、人気のサークルの同人誌ばかり買わせようとしているようである。

　それでもなんとか三冊ほど購こう入にゆうでき、四冊目の列に並んだ。

「……！」

　俺は、並んだ列の前にいる人を見て少し驚おどろいた。

　正直言って、この『冬コミ』という場所には見た目的にもオタクっぽい男性が数多くいるのだが……今俺の前に並んでいる人は、この場所に似つかわしくなかった。俺と同い年くらいの、イマドキな雰ふん囲い気きの爽さわやかな茶ちや髪ぱつのイケメンだったのである。

　それに、なんかどこかで見たことがあるような気が……。いや、気のせいか？　もしかして、芸能人かなんかとか？

「あ、これお願いします」

　イケメンからサークル名とスペースのナンバーと『最後尾』と書かれた札を渡される。前の『サークルスペース』に並んでいる際もこの札を持つシステムがあった。どうやら、列に新たに並ぶ人にここが最後尾だと知らせるための札のようだ。

「あ、はい」

　俺は札を受け取って、彼がしていたように見やすい位置へと掲かかげた。

「いや[image: ～]、今回の列はいつにも増してすごいっすね。前回はここまで列できてなかったのに」

　突とつ然ぜんイケメンに話し掛かけられて、俺は驚いた。

「あ、そうなんですか!?」

　イケメンというものは、気さくでコミュニケーション能力にも長たけているものなんだなあ。

「あ、ここのサークルの本コミフェスで買うの初めてなんですか？」

「は、はい……そうなんです」

「なるほど、いつも虎とらとか通つう販はんで買ってるとか？」

「え……？　えっと……いや、買うの自体初めてで……」

「そうなんですか！　俺はもうここのサークルさんが新刊出す度に必ず買ってるんですけど、本当に最高ですよ！　ネットに上がってるサンプルで見た期待を絶対裏切りませんし！　むしろ期待を超こえてくる程すごいっていうか……」

「へ、へえ[image: ～]、そうなんですか……」

　イケメンは目を輝かがやかせて、ここのサークルの同人誌について熱く語っていた。そんなに素す晴ばらしい同人誌なのかあ……。それは、ちょっと気になるなあ。

　やがて列が終わり、同人誌を無事購入することができた。

「…………」

　今購入したばかりの同人誌の表紙に目をやり、先ほどのイケメンの言葉を思い出す。確かに、絵はとても綺き麗れいだ。そんなに素晴らしい同人誌だっていうのなら、ちょっと見てみたいな……。生駒先生のだけど、大変な思いして買ったのは俺だし、見るくらいいいよな。

　好こう奇き心しんに負けた俺は、人があまりいない壁かべ際ぎわに寄って、今購入したばかりの同人誌を開いた。

「…………!?」

　中を見て、俺は驚きよう愕がくのあまり言葉を失う。

　突然、気き色しよく悪い化け物……これ、触しよく手しゆ、とかいうのか？　触手に、どう見ても小学生にしか見えない小さな女の子と、大人の巨きよ乳にゆうのお姉さんが、襲おそわれているというシーンが出てきたのである。

　い、いや……たまたまこのページがこうなだけか？　と思ってパラパラと全体を捲めくると、ほぼ全すべてのページがそういった内容だった。

　同人誌の表紙は綺麗なイラストで健全な雰囲気だというのに……何なんだよこりゃ!?　でも、よく見たら表紙に『十八禁』との文字があった。そ、そうか……同人誌って基本的にエロい内容が多いんだっけ……。

　先ほどのイケメンは、この内容をあんな風にベタ褒ぼめしてたのか。爽やかななりしてとんだ変態だな……。っていうか、生駒先生もこれを好きこのんで読むってことだよなあ？　何考えてんだよ、もう……。

　っていうかそもそも、こんだけ会場にもサークルにも列ができてるってことは、そこまでしてみんなエロい同人誌を購入したいってことなわけで……。もう、このコミフェスの会場にいる人はみんな変態ばかりなのかよ！




　その後、なんとか生駒先生に指示された同人誌を全て購入することができたので、生駒先生にラインを送り、会場の入り口で落ち合うこととなった。




「あ、君島君！　無事全部買えた？」

　やがて、両手いっぱいに紙袋を抱かかえた生駒先生がやってくる。

「うん……。疲れた……死ぬかと思った……」

　あまりの人の多さに何度か押し潰つぶされそうになるし、列に並ぶのは大変だし、荷物は重いし……コミフェスなんて二度と来るものか、と思った。

「そう、よくやってくれたわ！　今日の帰りは何でも好きなものを奢おごってあげるから！」

　生駒先生は上じよう機き嫌げんで言う。あのエロエロな同人誌を買えたのがそんなに嬉うれしいのか……まったく。

　それから彼女は荷物をコインロッカーに預けると言い出して、ロッカーを探し、自分が購入した分と俺が購入した分の同人誌をロッカーに入れた。

「じゃ、この後はコスプレ広場にコスプレを撮とりに行くわよ！」

「えぇえっ!?　やっと買いもの終わったのに……」

　これでやっと帰れると思ってたのに……まだ帰れないのかよ！

「荷物預けてあげたんだから楽になったでしょ。ほら、行くわよ」

　生駒先生がスタスタ歩き始めてしまったので、仕方なく泣く泣く生駒先生の後に付いていく。




　会場の外の『コスプレ広場』とやらに出ると、そこにはたくさんのコスプレイヤーと、それよりすごい人数のカメラマンたちがいた。

「やっぱり今年は船コレとラビュライが多いわね[image: ～]」

「う、うわー……」

　俺はコスプレイヤーたちの姿を見て、思わず声を上げた。この真冬だというのに、信じられない程肌はだを露ろ出しゆつしている人が多いのだ。

　ノースリーブ、ミニスカートなんてのはまだ露出が少ない方で、胸の谷間を見せていたり、水着のような格好だったり、Ｔバックに近いものを穿はいている人、ミニスカートの中に縞しま々しまのパンツを穿いていてそれを見せている人なんかもいる。思わず、そのような露出系コスプレイヤーたちに目が釘くぎ付づけになってしまった。

　露出度の高いコスプレをしている人の周りにはたくさん人だかりができており、カメラマンたちに撮さつ影えいされまくっていた。中には思いっきりローアングルで撮影している人もいて、驚いた。あんなことしても許されるもんなのか……!?

「こ、これって……撮影し放題なの!?」

「勝手に撮ったらだめ。『写真お願いします』って一声かけてからよ」

　あの露出度の高いコスプレイヤーたちは、撮影されるのが快感なのだろうか。それだけのためにあんなに肌を露出しているのか？　到とう底てい理解できない……。

　いや、ぶっちゃけちょっと撮影したい気もなくはないけど、あのすごい人数のカメラ小こ僧ぞうたちの中に入っていく勇気はないしなあ……。

　生駒先生と『コスプレ広場』の中を歩きながら周りを見み渡わたしていると、肌の露出度はそれほど高くないがスタイルがよくとても綺麗な二人組を見つけた。

　アイドル風の衣い装しようを着ており、一人は暗い紫むらさき色いろの長い髪かみを下で二つに結んでいて、顔は可愛かわいくめちゃくちゃスタイルがいい。もう一人は金きん髪ぱつをポニーテールにしている、正統派美人だ。どうやら、二人ともウィッグをかぶっているようだ。

　二人の周りにもすごい人数のカメラ小僧たちがいて、近くにいる人が『カウント始めまーす！』なんて声を張り上げている。あれは……スタッフか何かだろうか？

　あの二人だったら撮ってみたいけど、カメラなんてスマホしかないし、あの中に入っていけないし、生駒先生に「撮りたい」って言うのもいやだしなあ……。

「はあっ！　あのそに子コスのおっぱいやばい！　絶対撮りたぁい！」

　生駒先生が突然叫さけんだかと思うと、早足で人混ごみの中どこかへ消えてしまった。

「ちょっ……い、生駒先生!?」

　俺は生駒先生の姿を捜さがすが、いかんせんものすごい人なので全く見つけられない。

　とりあえず一度コスプレ広場から出た。生駒先生に電話をかけてみるが、繫つながらない。撮影に夢中になっているのだろうか……。まったく、自分勝手なんだから……。

　寒いし、あんな人混みの中に再び入るのはいやだし、いつ生駒先生から連れん絡らくが来るかも分からないので、とりあえず俺は『もう寒いし疲つかれたから室内で待ってるよ。撮影終わったら連絡ちょうだい』とメールを送って、会場の中で待つことにした。




　会場の中で休める場所を探していると、ちょうど先ほど荷物を預けたロッカーの前の通路に座れるところがあったので、そこに腰こしを下ろす。

　ふう、やっと落ち着けた……。もう体力的にも精神力的にも限界が近付いてきている。というか、生駒先生が異常なんだよ。自分だって昨日脱だつ稿こうしたばかりで疲れているだろうに、自分の好きなこととなったらタフなんだから……。




　疲れ切った俺が、一人ぐったりと座って休んでいるときのことだった。

「いや[image: ～]満足満足！」

「お前どんだけ買ったんだよ……俺の倍は買ってないか？」

　男性二人組がそんな会話をしながら歩いてくる。

　そのうちの一人の顔を見て驚いた。先ほど西ホールでサークルの列に並んでいるとき話し掛けてきた茶髪のイケメンだった。

　ん？　なんかもう一人の方もどこかで見たことがあるような……気のせいか？

　二人は、ちょうど空いていた俺の隣となりのスペースに腰かけた。片方の男性がふとこっちに顔を向けた瞬しゆん間かん、目が合う。

　同い年くらいだろうか。黒くろ髪かみで、人のよさそうな顔。うん、やっぱりどこかで見覚えのある……。

「あ……あれっ!?　なんか……どこかで会ったことありません!?」

　俺がそう思っていたところ、相手からもそう声をかけられてびっくりした。

「カッシー、何男の人ナンパしてんの？」

「ち、ちげえよ！　えっと、どこだっけ……あ……そうだ！　うちの高校の文化祭に来てましたよね!?　ほら俺、セーラー服着てたんですけど……。二人でバニーガール喫きつ茶さに行って、結構喋しやべったんですけど……覚えてません!?」

「えっ……あ、あああ！」

　思い出した！　今年の九月、俺は生駒先生の希望で、生駒先生と二人で他校の文化祭に遊びに行った。軽音部のステージやコスプレ喫茶などへ行き、個性的な人々をたくさん見て、最終的に漫まん研けんの手伝いをさせられるハメになり、本当に大変な目に遭あった。このときのことは、また後日、語る日が来るかもしれない。

　そう、そのときにこの彼と会ったんだ！　確か、コスプレ喫茶の前でセーラー服を着て変なメイクをして呼び込みをしていた。

「覚えてます！　うわー、すごい偶ぐう然ぜんっすね！」

「……！　あれ？　さっき西ホールで並んでるとき話した人？」

　イケメンの方も、俺の顔を見て思い出したようで、声をかけてくる。

「あ、はい、そうです」

「え、鈴すず木きも顔見知りなのか!?」

「顔見知りっていうか、さっきサークルの列に並んでるときにちょっと話して……」

　このイケメンの方も絶対見覚えあるんだよなあ……。ん、待てよ……。

「あ、思い出した！　同じ文化祭のライブに出てませんでした!?」

　そうだ、文化祭のライブで歌ってたイケメンだ！　確か、歌もギターもめちゃくちゃ上手うまかったが、アニソンばかり歌ってた覚えがある……。

「あ、出てました！　すごい、よく覚えてますね[image: ～]！」

　イケメンは感心した様子で言う。

　こんな偶然ってあっていいのか!?　一人だけならまだしも、どちらとも会ったことがあるだなんて……。

「ほんと、びっくりですね[image: ～]。そっちもオタクだったなんて……」

　黒髪の方が、驚おどろいた様子で言う。

「いや、俺は……無理矢理買いものに付き合わされてるっていうか……。しかも、その友達が今コスプレ広場でコスプレ撮影しまくってるから暇ひまになっちゃって……」

「あ、そうなんですか？　大変ですね……。俺らは、今日別の友達がコスプレ参加で来てて、会場の中で会おうってことになってるんですよね。……あ、友達から電話だ……」

　本当に信じられない。こんなことってあるもんなんだなあ。

　確か文化祭では、出会って間もないのにこの黒髪の彼に妙みような親近感を覚えたんだよなあ……なんて、電話をしている彼を見ながら思い出す。

　そこで、俺も携けい帯たいが鳴った。生駒先生からメールだ。

『撮影終わったわ！　君島君今どこいんの？』

　さっき荷物を預けたロッカー前の椅い子すにいる、とメールを返した。

「お二人共、お待たせしました[image: ～]！　すみません、広場で動けなくなっちゃって」

「……！」

　そこで俺の隣にいる二人の元に現れたコスプレイヤーを見て、俺は驚いた。なんと、さっきコスプレ広場で俺が可愛いなあと思った、アイドル風衣装のコスプレイヤー二人組だったのだ。

　この二人の友達って、女の子……しかもこんなに可愛い子たちだったのか……！

　……ん？　なんだろう、近くで見たら、このコスプレイヤーの女の子も見覚えがあるような……いや、さすがに気のせいかな。

「おおー！　二人とも、めちゃくちゃ似合ってるよ！」

「長谷はせ川がわさんのエリチ、可愛すぎですよね！　も[image: ～][image: ～]土下座してお願いした甲か斐いありましたよ[image: ～]！」

「長谷川、人生初のコスプレはどうだった!?」

「……やはり、私には柄がらじゃなかったわ。ポーズなども戸と惑まどってしまうし……。次回からは、是ぜ非ひ撮影する側をしたいわ」

「またまたそんなこと言って[image: ～]！　来年の夏コミも何か一いつ緒しよにやろうよ！　あ、柏田君、桃ちゃんに画像送りたいから後でスマホでツーショ撮ってねっ！」

「うん、勿もち論ろん。恋こいヶ崎さきにも画像送るんだね」

「うん！　だって、本当は今日桃ちゃんも……」

「え？」

「……あ、い、いえ！　何でもないです！　その、桃ちゃんもきっと『今度は三人でやりたい！』って言うと思うので！　桃ちゃんが北海道に行ってから、全然コス合わせできてないもんな[image: ～]。っていうか、三日目は無理だろうけど、一日目か二日目柏田君と鈴木君にもコスして欲しかったですよー。衣装もウィッグも全部こっちで準備するって言ってるのになんでダメなんですか[image: ～]！」

「ＢＬゲームのコスなんて絶対嫌いやだよ！」

「だって、絶対二人にぴったりのキャラがいるんですよーっ！　ヴィジュアルも、身長差も、キャラ的にも！」

「俺は別に良かったんだけどね[image: ～]。桜井さんが言ってたゲーム、姉貴にやらされたことあるから内容知ってるし」

「ほああああ！　か、神様！」

「ちょっ!?　お前は少しは拒きよ否ひしろよ！」

「あとは柏田君さえオッケーしてくれれば！　もう彼女の許可まで取ってるんですから、別にいいじゃないですか！」

「彼女の許可!?　きょ、許可取ったの!?　恋ヶ崎も何勝手に許可してんだよ!?」

「何でそこまで頑かたくなに拒否しているのか理解できないわ……。公衆の面前で女装したのだからそのくらい何ともないと思うのだけれど……」

「なっ!?　今年の文化祭で女装したのは長谷川が無理矢理させたんだろ!?」

「無理矢理なんて人聞きの悪い……」




　会話の内容はよく分からんが、楽しそうだなあ……なんて思いながら何やら盛り上がっている四人の様子を呆ぼう然ぜんと見ていると、やがて生駒先生が戻もどってきた。

「君島君、待たせたわね！　ふう[image: ～]、巨きよ乳にゆう露ろ出しゆつレイヤーを大量に撮さつ影えいできて満足満足[image: ～]！」

「そんなもん大量に撮影してたの!?」

「……ん!?　ちょ、何あれ！　け、けしからんおっぱい！」

　生駒先生は戻ってきて早々、隣のコスプレイヤーを見て興奮気味に言う。

「エリチもノンタソも超ちよう可愛い！　しかも、ノンタソのおっぱいリアルすぎ！」

「ちょっ、生駒先生声大きいって！」

　四人は会話に夢中になっているからいいものの、そんな大声出してたら聞こえてもおかしくないぞ……。

「それに……あのノンタソのコスプレの娘こ、どっかで見覚えがあるような気がするんだけど……」

「……！」

　生駒先生も見覚えがあるのか。やはり、俺がそう思ったのは気のせいではないのだろうか。もしかして、あの子も同じ高校だとしたら、文化祭で見たのかなあ。

「って、あんまりジロジロ見てたら怪あやしまれるって！」

「……？　……」

　案の定、生駒先生がジロジロ見ていたせいで、暗い紫むらさき色いろのロングヘアを二つ結びにしている方のコスプレイヤーの女の子が、こちらを見た。

「ううん、やっぱりどっかで見たことあるわ、あの顔にあの大きいおっぱい……」

　生駒先生が、不思議そうにこちらを振ふり向いたコスプレイヤーの女の子をまじまじと見つめて悩なやましげに言う。

「あーっ！　お、思い出した！　君島君と九月に他校の文化祭に行ったとき、漫研にいた巨乳メイドじゃないっ！」

「え……？」

　生駒先生が大声を張り上げる。巨乳メイド……ああっ、俺も思い出した！　以前取材で文化祭に行ったとき、漫まん研けんにて『部長』と呼ばれていた、メイドコスプレをしていた女の子だ！　髪かみ型がたが違ちがうし、メイクのせいなのか雰ふん囲い気きも違うのでなかなか気付かなかった。文化祭ではおそらく自分の毛であろう黒髪を二つ結びにしていたが、今はウィッグをかぶっているからな……。

「え、えっと……？」

　コスプレイヤーの女の子は、突とつ然ぜん生駒先生にそんなことを言われてもイマイチピンと来ていないようで、頭上にクエスチョンマークを浮うかべている。

「あ、えっと……この人は、今年のうちの高校の文化祭に来てて、そこで俺が結構話した人なんだけど……そっちの人も俺たちの高校の文化祭に来てたのかな？」

　先ほどの黒髪の男子がコスプレイヤーの漫研部長に説明しつつ、俺と生駒先生に問いかける。

「あ、はい。この人も一緒に来てました」

「来てたも何も……私のおかげであなたたちの高校の漫研は救われたんだからね!?　漫研が受けてた客からのイラストリクエストの人手が足りなくて、私と君島君……この男が手を貸したおかげで、なんとかイラリクを全部消化できたっていうのに！　そのお礼に漫研の部長、つまりそこにいる巨乳メイドのおっぱいを好きなだけ揉もませてくれる、って漫研の部員と約束したのに、文化祭終しゆう了りよう時間になっても巨乳メイドが部室に戻って来なかったせいで、タダ働きになっちゃったんだから！」

　生駒先生は悔くやしそうな様子で熱く語った。そう……文化祭の日、生駒先生は漫研の部長の胸を揉ませてもらう、という約束の下もと漫研の手伝いをしたというのに、その約束は果たされず、その後ずっと激げき怒どしていて宥なだめるのが大変だったのだ。

「ああっ……そ、そうだったんですか!?　わたしも、漫研の部員たちに話だけは聞いてたんです！　通りすがりのめちゃくちゃ絵が上手うまい二人組が、イラリクを手伝ってくれて、そのおかげでものすごく助かった、って！　わたし自身文化祭の日受けたイラリクを全然消化できていなくてすごく困ってたので、本当に助かったんですが、わたしが戻った頃ころにはもう文化祭終了後だったから会うことができなくて……」

「えぇっ!?　俺らだけじゃなくまさか小豆ちゃんまで関かかわってたなんて……ほんと、すごい偶ぐう然ぜん！　こういうことって重なるもんなんだね[image: ～]」

　黒髪の男子が、コスプレイヤーの漫研部長の話を聞いて、驚いた様子でしみじみと言う。

「ずっとお礼が言いたいと思ってたんです。まさかこんなところで会えるなんて……！　あのっ、文化祭の日は、本当にありがとうございましたっ！」

　コスプレイヤーの漫研部長は、大げさなくらいかしこまって俺たちに礼を言った。

「い、いやあ……別にそんな……」

「まったくよ！　っていうか、ここで会えたのも何かの縁えんね！　あのときすっぽかされた約束、今ここで果たしてもらおうじゃないの！」

　生駒先生は悪役のごとく悪い笑えみを浮かべて、そんなことを言い出した。

「……ふえっ!?　や、約束って……もしかして、胸を……っていう件ですか!?」

「そうよ！」

「へえええっ!?　う……あの約束、うちの漫研部員たちがわたしの許可も取らずに勝手に言い出したことなのに……。でも、漫研を助けてもらったことは事実ですし……分かりました！　部長として責任を取ります！　それに、こんなに可愛かわいい女の子に触さわられるならわたしもちょっと嬉うれしいですし……」

「えっ!?」

　コスプレイヤーの漫研部長が頰ほおを赤らめて嬉しそうにしだしたので、俺は驚おどろいた。な、なんかこの子もちょっと変わってる子みたいだな……。生駒先生に胸揉まれるってのに嬉しそうにしてるだなんて……。

「ふふん、案外素す直なおじゃない。じゃ、早さつ速そく……」

　生駒先生が鼻の下を伸のばしてコスプレイヤーの胸を触ろうとした。……しかし。

「でっでも！　こんな人の目があるところで揉まれるのは恥はずかしいです！　通り道だから迷めい惑わくですし……。更こう衣い室で、にしませんか？」

「……更衣室？」

「本当は更衣室でも迷惑かもですけど、この時間だったら比ひ較かく的まだ空すいてる方でしょうし、一いつ瞬しゆんだったらすぐ終わるでしょうし……更衣室で、でしたら……服の下からでもオッケーですよ？」

「……っ！　わ、分かったわ！　更衣室へ行きましょう！」

　おいおいおい、何なんだこの流れは！　あの二人、女同士だよな!?　妙みような関係に発展しそうで恐おそろしくなってくる。

　生駒先生が鼻息を荒あらくして承しよう諾だくすると、コスプレイヤーの漫研部長が「すみません、ちょっとお待ち下さい」と言い残して、二人は本当に更衣室へと向かって行った。










「へえ[image: ～]、じゃあみんな高校の友達なんですね」

「そうだね[image: ～]。そっちは、どういう友達なの？　もしかして彼女……」

「……！　ち、違います！　えっと、学校は違うんですけど……仕事の仲間っていうか……」

「へー、バイト仲間みたいな？」

「あ、はい、そんな感じで……」

　生駒先生とコスプレイヤーの漫研部長が更衣室へと消えてから、数十分。とても気さくで話しやすい人たちだったので、俺は彼らと割と打ち解けていた。

　彼らは、俺の一つ上で、全員同じ高校の友達同士とのこと。

「にしても、小豆ちゃんたち遅おそいなあ。……その、胸を揉む……とかってだけなら、こんなに時間かからないんじゃ……」

「すみませーん、お待たせしました！」

　そこへ、漫研部長と生駒先生が戻ってき……ん!?

　俺はその姿を見て、自分の目を疑った。

　生駒先生の姿がない……代わりに、黒髪ツインテールの可愛い女の子が漫研部長と一いつ緒しよにいる。……って、あれ!?　もしかして、よく見たら……。

「い……生駒先生!?」

　なんとそれは、コスプレをした生駒先生だった。コスプレイヤー二人と同じ雰囲気のアイドル風の衣い装しようを着ていて、黒髪ツインテールのウィッグをかぶっている。

「どうですかっ!?　彼女の『にっこにー』めちゃくちゃハマッてません!?　身長も同じくらいだし！　エリチ、ノンタソ、にっこにーで夢の三年生合わせですよぉ[image: ～]っ！」

　漫研部長が興奮気味に語るが、俺には何を言っているかさっぱり分からなかった。

「な、なんで私がコスプレなんて……っ！　おっぱい触らせてくれるっていうからついていったのに、無理矢理着せてきたのよこの女！」

　生駒先生は顔を赤くして、恥ずかしそうに言う。

「またまたぁ[image: ～]。案外ノリノリだったじゃないですかー。それに、ちゃんと胸だって触らせたじゃないですか」

「さ、桜井さん……。あなた、初対面の女の子に無理矢理コスプレさせたの……？　相変わらず強ごう引いんね……」

「べ、別に、無理矢理じゃないよお！　長谷川さんってば人聞きの悪い！」

　何のキャラクターなのか俺は分からないが、生駒先生のコスプレ姿はとても似合っていて可愛らしかった。俺と一瞬目が合うと、生駒先生は恥ずかしそうにすぐに目を逸そらした。

「ちょっと胸だけにっこにーよりおっきいですけど、それ以外は完かん璧ぺきですよ！」

「……っ！」

「うん……本当に似合ってるね！　でも……なんで小豆ちゃん、『にっこにー』のコスプレ衣装まで持ってんの!?」

　黒髪の彼が、漫研部長に尋たずねる。

「……！　あ、それは……実は、柏田君にはサプライズにしようと思って黙だまってたんですけど……本当は今日、桃ちゃんも『行けたら行きたい』って言ってたんです。でも、年末急きゆう遽きよ親しん戚せきで集まることになっちゃったみたいで、来られなくなっちゃって……。もし桃ちゃんが来たら着て欲しいなあ、って、わたし、勝手に桃ちゃんの分までコスプレ衣装持って来てたんですよね」

「え……そ、そうだったんだ!?」

　桃ちゃん……というのは、彼らの友人なのだろうか。

「せっかくだし……三人で撮さつ影えいしましょうよ！」

[image: ]

「うん、そうだね！　俺撮とるよ！」

　先ほどまでいたコスプレ広場は人が多すぎて自分たちで撮影するのは困難だということで、もう少し人が少なくて撮影がしやすいという場所へ移動することとなった。先ほど俺が同人誌を購こう入にゆうするために行った西ホールを抜ぬけた外のスペースへと移動する。




「ほああ[image: ～]！　やっぱり、見れば見るほど美少女ですねっ！　桃ちゃん、長谷川さんと並ぶくらいの逸いつ材ざいですよぉっ！　良かったら、これからも一緒にコスプレしません!?」

「えっ……!?　い、いや……私は、コスプレは自分でやるより撮る方が好きだし……。特に露ろ出しゆつ系巨きよ乳にゆうレイヤーとかを……」

　漫まん研けん部長に迫せまられて、たじたじになっている生駒先生はなんだか新しん鮮せんだった。

「っていうか……近くで見るとほんとすごい胸……！」

　生駒先生は目を輝かがやかせて、漫研部長の胸を思いっきりガン見している。

「ノンタソもいいけど、そに子とか、不知火しらぬい舞まい子ことか、露出度が高いコスプレも是ぜ非ひやってもらいたい限りだわ……！」

「えぇっ!?　いや[image: ～]、あんまり肌はだの露出が激しいのはちょっと……」

　珍めずらしく積極的に楽しげに話し掛かけているところを見ると、どうやら、なんだかんだ言って生駒先生は漫研部長のことを気に入ったようである。まあ、巨乳好きだからな……。

　それから、黒くろ髪かみの彼が一眼レフカメラで三人の撮影を始める。

　俺は足の疲つかれが限界だったためその辺に座り込んで、その様子を眺ながめていた。

　最初は表情も硬かたく、ポーズもほとんど棒立ちだった生駒先生だが、漫研部長にポーズの指導などをされていくうちに、徐じよ々じよに様になってきた。

「おおっ、いいねいいね[image: ～]！　次、にっこにー真ん中でいってみようか！」

　黒髪の彼はノリノリで指示を出して撮影している。

「よーし、じゃあ次、エリチにわしわしマックスしちゃおうかな[image: ～]！」

「キャッ！　ちょっと桜井さん、何をするのよ……！」

「撮影のためのポーズなんだから我が慢まんして、長谷川さん！　決してわたしがおっぱい揉もみたいだけじゃないからね!?」

「う、疑わしいわ！　もう……」

「次、にっこにーにわしわしマックス！　さっきのお返しですよ[image: ～]！」

「ひゃああっ!?　ちょ、な、何すんのよ！」

　漫研部長が、今度は自分から生駒先生の胸を揉み出した。おお、なんと素晴らしい光景だろう……。ここが天国か……。

「そんなことするなら、私もまた揉むわよ！」

「へっ!?　ひゃうう[image: ～]！」

　今度は、生駒先生が漫研部長の胸を揉んでいる。生駒先生、今日一の笑え顔がおじゃないのか……？　そんなにおっぱい揉むのが楽しいのか。

　なんだか、生駒先生が女の子同士でキャッキャしてるのを見るのって初めてな気がするなあ。こうして同じくらいの年ねん齢れいの女の子とはしゃいでいるところを見ると、当たり前だけど生駒先生も普ふ通つうの女の子なんだよな。『漫画家の先生』として、漫画描かいているところや怒おこっているところばかり見てるから、なんだか新鮮だ。まあ、おっぱいに興奮してるのはいつも通りだけど……。




　今日は本当に大変な思いをした。寒い中朝早くから並んで、同人誌を買うためにそこら中歩き回って、肉体的にも精神的にも、もうヘトヘトだ。

　でも……生駒先生があんなに楽しそうにしている姿を見られたなら、まあ、どうでもいいかあ……。







「……えっ!?　ちょ、ちょっと君島君!?　まさかこんなところで寝ねてるの!?　信じらんない！」

「わあ[image: ～]、見事にぐっすりですね。気持ち良さそう……。もう人も少ないですし、このまま少し寝かせておいてあげましょうか」

「うん、そうだね。俺らここで一緒にいるから、女子たち着き替がえてきなよ」

「……君島君を、宜よろしく頼たのむわ……。疲れてる中、朝から無茶させちゃったから……」




　遠くで誰だれかが話しているのがうっすらと聞こえたような気がした。

　寒空の下で、地べたに座り込み、俺は『生駒先生が嬉うれしそうに色んなコスプレイヤーの女の子の胸を揉みまくって、最終的にスタッフに連行される』という、妙みように現実的な夢を見ていたのだった。

[image: ]














　私生い駒こま茉まつ莉りと、相方である君きみ島じま泉せんの漫まん画が、『呪のろいの剣けん士しと三人のプリンセス』が『下げ克こく上じよう！　ドラゴン王者決定戦』でグランプリを勝ち取り、連れん載さいを始めてもうすぐ二年が経過しようとしていた。

　連載開始から約半年で、掲けい載さい誌『少年ドラゴン』の読者アンケートで一位を取ることができ、それから約一年が経過したつい先日、現在発売している一巻から三巻までの総売り上げが十万部を突とつ破ぱした、と担当編集の早さ乙おと女めから連れん絡らくがあった。

　私たちの漫画は、爆ばく発はつ的に売れている、とまではいかないものの、順調に人気漫画への道程みちのりを歩んでいる。

　そして、そんな私と泉の関係はというと……。




「ちょっと茉莉!?　何仕事中に『ｐｉｘｉｖ』の男性向け十八禁ランキングなんて見てんだよ!?」

「え!?　あ、違ちがうのよこれは！　し、市場調査だから！　サボってるわけじゃないの！」

「うそつけ！　完全に自分の趣しゆ味みだろ!?」

　グランプリを取れたあの日に晴れて恋こい人びと同士になれたものの、恋人同士になってもうすぐ二年が経過しようとしている今も、相変わらず言い争いが絶えない。

　泉は昔から、変に生き真ま面じ目めで口うるさいままだし……。

「いいじゃない、暫しばらく秋休みで授業ないんだから、進行に余よ裕ゆうあるんだし」

　そう、今は大学の秋休み。

　私と泉は、漫画の仕事に支障が出ない学力レベルの同じ大学を受験し、なんとか漫画家と大学生の二足のわらじを履はき続けられている。無事進級できるくらいの単位は取れて、今は二人とも二年生だ。

「まあ、そうなんだけどさ。でも今月はエミリちゃんが自分の原げん稿こうで忙いそがしいから、あんまりアシスタントに入れないんだし……」

　私たちがそんな会話をしていると、インターフォンが鳴る。

「はい」

　私の代わりに泉が出た。

「あ、早乙女さん！　お疲れ様です。はい、どうぞ」

　早乙女がわざわざ仕事場にまで来るなんて、一体何の用件だろう。

「お二人共、お疲れ様です。今日はお二人にお知らせがあって参りました♪」

「お知らせ!?　って一体!?　まさか、打ち切り……」

　仕事場に上がってきた早乙女の言葉に怯おびえる泉。

　この光景、約一年前にも見た覚えがあるような気がするんだけど……。

「もう～こんなに順調な連載が打ち切りになるわけないじゃないですか！　実はですね……」




「この度たび、お二人の連載『呪いの剣士と三人のプリンセス』が……テレビアニメ化することが決定しました～！」




「えっ……」

「「えぇぇぇぇぇぇぇぇｌ!?」」

　思わず、大声を上げて驚おどろく私と泉。

　私と泉の漫画が……テレビアニメ化!?

「それって、ＯＶＡとかそういう……」

「違いますよお！　ちゃんと、ワンクールの連続テレビアニメです！　ちなみに制作会社さんは……」

　早乙女の口から、テレビアニメ化の詳しよう細さいが説明された。

　私も泉も啞あ然ぜんとしてただただ早乙女の話を聞いていた。

　具体的な話を聞いても、まるで夢のような話で未いまだに現実味が湧わいてこない。

「もっと詳くわしいお話が決まったら、また改めてお話ししますね。とにかくお二人共、本当におめでとうございます！」

「本当に……夢じゃないんだ」

　呟つぶやいて、私は自分の目に涙なみだが溜たまっていることに気付いた。

　ふと泉の顔を見ると、泉の方も喜びのあまりか放心状態になっている。




　長年夢見ていた、自分たちの作品のアニメ化。

　グランプリを取って、夢だった『ドラゴン』で連載ができて、読者アンケートで一位を取ることができて、累るい計けい売り上げ部数が十万部を突破して……そしてついに、テレビアニメ化まで決まるだなんて。

　こんなに幸せな出来事が続いていいものだろうか、と上手うまく行きすぎて不安になる。

『プリドラ』での連載が打ち切りになったのだって、つい昨日の出来事のようなのに。




　一通りアニメ化についての説明を終えると、早乙女は「これからも三人で頑がん張ばっていきましょうね！」と言い残して、仕事場を去った。

「本当に、夢みたい……！」

「ほんとだよね……これ、夢じゃないんだよね？」

　顔を見合わせて感動を分かち合う私と泉。

「しかも、制作会社がスタジオ富ふ士じ見みだなんて最高じゃない！　ああ、監かん督とくとか作監は誰になるのかしら!?　脚きやく本ほんは!?　っていうか声優さんは!?　ドラマＣＤのときみたいにこっちの希望言えるのかな？　ああ、早乙女に聞いておけば良かった～！」

　私は思わず、興奮気味に部屋をうろつきながら早口で語る。

「あのさ、茉莉。アニメ化が決まった記念に、久々にどこか遊びに出かけない？」

　そんな私に、泉が声を掛かけてきた。

　珍めずらしくいつもより真しん剣けんな表情をしている気がする。

「遊びに？　……ええ、いいわね！」

　今の連載が始まってからというもの、大学に漫画原稿にと忙しくて、あまり二人で出かけられないでいた。

「今回は、俺に行く場所とか任せてもらっていいかな？」

　真剣な様子で続ける泉。泉の方からそんな風に言ってくるなんて、珍しい。どこか行きたい場所でもあるのだろうか。

「ええ、いいけど……」

「じゃあ今度の日曜日、茉莉の家まで迎むかえに行くから」

「え、わざわざうちまで!?　いいわよ、駅で待ち合わせで」

「いや、大だい丈じよう夫ぶ！　時間は午後一時くらいでいい？」

　泉の勢いに押されて、私の家で待ち合わせをすることになった。

　一体今日の泉はどうしたというのだろう？　珍しく強ごう引いんだったけど、何かあるのだろうか？




　次の日曜日。

　午後一時になる少し前に、泉から着信がある。

　インターフォンではなく携けい帯たいが鳴ったことを不思議に思いつつ、電話に出た。

「もしもし茉莉？　今ついたんだけど、マンションの外に出てきてもらっていいかな？」

「ええ、分かったわ」

　ジャケットを着てマンションを出たものの、泉の姿がどこにも見当たらない。

　泉を探してキョロキョロしていると、近くの道路沿いに停とまっている車からクラクションが鳴らされる。

　私は歩道にいるっていうのに、なんであの車クラクションなんか……え!?

「せ、泉!?」

　その車の運転席に見慣れた顔があって、私はびっくりして声を上げた。

　車に近付くと、運転席の窓が開いていく。

「や、やあ茉莉！」

　慣れない様子で窓から顔を出す泉。

「ちょっあんた、なんで車なんかで!?」

　そういえば大学に入ってすぐ、泉は車の免めん許きよを取っていた。私は特に必要性を感じなかったから取らなかったんだけど。

　でも泉は、自分の車なんて持っていなかったはず。

「この車、どうしたの!?」

「家の車借りてきたんだ」

　泉は運転席から下りると、反対側まで回ってきて助手席のドアを開けた。

「はい。茉莉、乗って」

「え!?　う、うん……」

　何が何だか分からないままに、泉の指示通り助手席に乗り込んだ。

「あんた、運転できるの？　免許取ってから運転なんてしてた？」

「たまに家の車でしてたよ。今回、遠出するなら練習しろって言われて、父さんに付き合ってもらってみっちり練習したから安心して！　茉莉を危険な目には遭あわせないから」

　爽さわやかな笑えみを浮うかべて私に告げる泉。今日の泉も、やっぱりなんだかいつもと違う。よく見ると、シャツにジャケットなんて、いつもよりフォーマルな服装をしてるし。

　突とつ然ぜんドライブデートだなんてどういう風の吹ふき回しなのか分からないけど……今日のデートのためにわざわざ運転の練習をしてくれた、という事実が素す直なおに嬉うれしい。

　泉は今日のデートに、そんなに気合いを入れてくれたんだ……。

「ふーん……じゃあ、期待してるわ」

　こうして、私と泉の初めてのドライブデートが始まった。




「そういえば、さっき『遠出する』って言ってたけど……どこに行くの？」

「え、それはまあ、着くまでのお楽しみかな！」

　そう言いつつ、泉が目の前でカーナビに『赤レンガ倉庫』と打ち込んでいるので、赤レンガ倉庫に行くことがバレバレだった。

「いや、あんた思いっきり行き先打ち込んでるじゃない。赤レンガ倉庫、って……横よこ浜はまだっけ？」

　行ったことないけど、場所の名前や大まかな場所くらいは聞いたことがある。

「ううっ……行ってからの楽しみにしたかったのに……」

　無理があるでしょ……と内心突つっ込みつつ、泉の運転席側のドアポケットに『横浜　デート』との文字が表紙に書かれた雑誌が挟はさまっているのが目に入った。

　もしかして泉は、今日は私をエスコートしてくれようと気合いを入れているのかもしれない、と気付く。

　あんな私から見えるところに雑誌を入れっぱなしにしてしまうところが泉らしいけど、そんなに頑張ってくれているということが嬉しくて、思わず顔がにやついてしまう。

「じゃ、出発するよ」

　ついに車が走り出す。泉は真剣な様子で真っ直すぐに前を見て慎しん重ちように運転していた。思わず、初めて見るそんな泉の横顔に見入ってしまう。

「あ、そういえば、茉莉ｉＰｏｄ持ってきた？　カーナビの下に接続すれば聴きけるから」

「え、そうなの!?」

「うん、なんでも好きな曲流していいよ」

　泉に言われて、私は自分のｉＰｏｄを鞄かばんから取り出して接続する。

「好きな曲ねえ……じゃあ、これとかどう？」

　ｉＰｏｄから一曲選んで、再生ボタンを押す。

「…………!?　な、なんだこれ!?」

　私が再生した曲を聴いて、泉は大げさに声をあげた。

　私が流したのは、最近話題になっているアニメのオープニング曲。謎なぞのかけ声とヒロインの声優の甲かん高だかい声、バックのぴこぴこした音が相まって『電波ソング』だと、最近オタクの間で人気を博している。

「ノリが良くて可愛かわいい電波ソングでしょ？」

「高音が耳みみ障ざわりで運転に集中できない……。悪いけど違ちがう曲にしてくれない？」

「えー!?　仕方ないわねえ」

　最近一番好きな曲だったのに泉に騒そう音おん扱あつかいされて残念に思いつつも、飛ばして次の曲を流す。

「ふーん、こっちはまださっきのよりはマシかな……」

　明るい前奏を聴いて、ほっとしている泉。

『♪ああ～ご主人様ぁ～わたし本当はあなたとえっちがしたいの～』

「ぶっ!?」

　噴ふき出して一いつ瞬しゆんハンドルから手を離はなしそうになる泉。

「な、何なのこの曲は!?」

「何って、最近ハマってるエロゲのオープニング。歌詞が直球過ぎて電波だってすごい話題になってるのよ」

「そりゃあ話題になるだろうよ!?　茉莉のｉＰｏｄには電波ソングしか入ってないの!?　窓開けたときこんな曲が外に漏もれたら恥はずかしすぎる！　これもチェンジで！」

「何よも～っ！　わがままね！」

　何でも好きな曲でいい、って言ったくせに……と思いつつ、ｉＰｏｄに手を伸のばす。そのとき、ふいにカーナビが目に入る。

「……あれ？　泉、なんか道間ま違ちがってない？　さっきの道右だったんじゃないの？」

　カーナビで曲がるように指示があった道を通り過ぎていた。

「え!?　うわ、ほんとだ！」

　泉は曲がるべき道を曲がりそびれてしまったようだ。

　もしかして、電波ソングのせいで気が散ってしまったとか……？

　泉はテンパった様子で一度車を左側に寄せて停とめ、カーナビを操作する。

「ふ、ふう……ルート変へん更こう完かん了りよう……」

　そのとき、後ろからクラクションが鳴らされた。

「あわわ、やべっ！」

　道が狭せまいので、左側に寄せても後ろの車の通れるスペースがなかったみたいだ。泉は慌あわてて車を発進させた。

　やっぱり泉は、運転にあまり慣れてないみたい……。この調子で事故ったりしたら大変だ。もうこれ以上電波ソングを流して運転の邪じや魔まするのは良くないと思い、普ふ通つうのアニソンを流した。

「はあ、やっと落ち着いた……」

　泉は流れてきた曲を聴いてほっとしている。

　車で迎えに来てくれたときは、いつもと違う雰ふん囲い気きの泉が格好良く見えて、ドキドキしてしまったけど……なんだか結局いつも通りに騒さわいで、いつも通りの私たちになっている気がする。

　まあその方が、私たちらしくていいんだけど。




　そんなこんなで、それ以降は泉も道を間違えることなく、途と中ちゆう少し渋じゆう滞たいに巻き込まれつつも、二時間程度で目的地である横浜の赤レンガ倉庫に到とう着ちやくした。

　泉は表情を強こわばらせて、赤レンガ倉庫の駐ちゆう車しや場じようにバックで駐車する。

「俺駐車苦手なんだよ……集中したいから話しかけないでね。あ、左側ぶつからないか見てくれない？」

「言ってることが矛む盾じゆんしてるわよ!?」

　とはいえ本当にぶつかったら大変なので、私も窓を開けて隣となりの車にぶつからないよう細心の注意を払はらって見ていた。




「ふう～、何事もなく着いて良かった……」

「お、お疲つかれ様……」

　駐車が完了して、心から安あん堵どした様子でため息をつく泉に、何かあったら困るんですけど!?　と突っ込みたくなったけど、一応ここまで無事に運転してくれたことを労ねぎらってやめておいた。

　車から出ると、泉が私の隣に来て手を握にぎった。

「じゃ、行こうか」

「え!?　ええ……」

　付き合ってからは、どこへ行くにも手を繫つないで歩くのが習慣になっているはずなのに、こんな風に不意打ちで手を握られると不覚にもドキッとしてしまう。




「わあー、すごい！」

　初めて見た赤レンガ倉庫は、想像以上にロマンチックな建物だった。

　まだ十一月だけど、既すでにクリスマスツリーやクリスマスらしい出店なんかが並んでいる。

「夜になるとイルミネーションが綺き麗れいみたいだから、また夜に来てもいいよね」

　言いながら、泉は私に笑いかける。

　ドライブデートで横浜まで来て、手を繫いでこんなロマンチックな場所を歩くなんて……なんだかまるで、普通のカップルみたいじゃない？　なんて思った。

　いつも漫まん画がばっかり描かいてるけど、それはそれですごく楽しいけど、こういうデートらしいデートもしてみたかった。

　だから内心テンションが上がってにやけてしまいつつ、泉を見る。

「すごく情じよう緒ちよのある建物だな～」

　泉は言いながら、私の手を離してスマホで赤レンガ倉庫の撮さつ影えいを始めた。

「もう泉ってば、撮影なんかしてはしゃいじゃって……」

「いや、すごく絵になる建物だなあと思って。今度漫画で、修学旅行とかで横浜まで来させてもいいよね！　そのときのために資料に撮とっておこうと思ってさ」

「え……」

　泉の言葉に思わず固まった。

　まさか、漫画のために写メを激写してたなんて。こんなときまで漫画のことばっかりなんだから。

　泉の漫画のことで熱くなるところは好きだし、私だって常に漫画のことは頭にあるから気持ちは分かるけど、今日だけは普通のカップルみたいにデートしたかったのに……なんて思う。

「ん？　茉莉、どうしたの？　お腹なか空すいた？」

　私がため息をついて泉を眺ながめていると、泉が不思議そうに尋たずねてきた。

「なんで私がため息をついてたら空腹を疑うのよ!?」

「え、違うの？」

　全くもうこの男は……二十歳はたちにもなってムードって言葉を知らないわけ!?

　でも確かに、朝軽く食べたっきりだから空腹なことには間違いない。

「あ～もう、お腹空いた！　ご飯食べに行くわよ！」

「なんだ、やっぱ腹減ってたんじゃん」

　どこまでも鈍どん感かんな泉を置いて、私は遅おそめのランチを取るために先に歩き出した。




　パンケーキ屋でおいしいパンケーキを堪たん能のうしつつ、この後どこへ行こうか話した。

「俺はもう一つ夜に行きたいところがあるんだけど……茉莉は、どこか行きたいところある？」

「行きたいところ……あ！　そういえば、欲ほしい漫画何冊か発売されてるのに、まだ買えてないのよね～。店てん舗ぽ限定購こう入にゆう特典がつくとらのあなで買おうって思ってて。横浜ってとらのあなあるのかしら」

「とらのあな!?」

　私の発言に、泉は驚おどろいている。私はそんな泉を無視して、スマホでとらのあなが横浜にあるか調べた。

「あ、横浜にあるみたい！　ここなんだけど、行ける？」

　私はスマホの画面でとらのあな横浜店へのアクセスページを開いて、泉に差し出した。

「あ、ああ……割とここから近そうだし、全然行けるけど……」

「ほんと!?　良かった～！　……って、何よ？」

　なんだか複雑そうな表情で、黙だまって私をじっと見る泉。

「いや、せっかくのデートだっていうのにオタクショップに行きたいなんて、茉莉ってムードの欠片かけらもないよなあ、と思って……」

　泉は呆あきれた目で私を見て、ため息をつきながら言う。

「な!?　あ、あんたにだけは言われたくないんですけど!?」

　心外なセリフを言われて、つい頭に血が上る。

「まあ、茉莉らしくていいけどさ」

　泉は呆れたように笑った。

　な、何よ……だって仕方ないじゃない。

　デートは勿もち論ろん楽しみたいけど、新しい土地に来たらその土地のオタクショップに行ってみたくなるっていうのが、オタクの性さがってやつなんだから！




　パンケーキ屋を出て歩いていると、前方に制服を着たカップルが目に入った。

　高校生なのに、こんなお洒落しやれなところでデートするもんなのね。

「高校生かあ……なんか、高校時代のこと思い出すね」

　泉も高校生カップルに目がいっていたようで、懐なつかしそうに口にする。

「もう卒業して一年半か。茉莉とコンビを組んでからは、三年半……」

　手を繫いで歩きながら、泉は語り出す。

　泉の言葉に、私も思わず泉と出会ってからのことを思い返す。

「……あんたが初めてアシスタントとしてうちに来たときは、まさかこんなことになるなんて想像もできなかったわ」

「うん、俺も。アシスタント初日からエロゲやらされるし、女の子なのにおっぱいおっぱい言ってるし、とんでもなくやばい漫画家のところに来ちゃったって思ったよ」

「な、何よそれ!?　あんたが萌もえ系分かってない使えないアシだったから、私がわざわざ教えてあげたんじゃない！」

　泉の言葉に思わずカッとなって言い返す。

「はは……。でも、次の読み切り『バトアイ』で『プリティードラゴンカップ』のグランプリを取れて、二人で初連れん載さいできて……」

「……ええ」

「それから茉莉が転校してきて、茉莉とみなせが最初は喧けん嘩かしてたけどそのうち仲良くなって……」

「…………」

　泉の言葉に、昔の出来事が走そう馬ま燈とうのように目の前を流れていく。

「修学旅行では茉莉が沖おき縄なわで俺に萌えを教えるとかいって、テッパンイベントをいくつも無理矢理起こしてきて……」

「そ、それもあんたが、萌えを分かってなかったから……！」

　学校行事があんなに楽しかったのは生まれて初めてだった。

　学校行事だけじゃない。泉のおかげで私は、楽しい高校時代を過ごすことができた。

　泉がいてくれなかったら、間違いなく、私の青春はずっとつまらないものだった。

　そばにいるだけで、漫画のパートナーとして隣にいてくれるだけで、十分に幸せだった。

　だけどいつの間にか、漫画の相方としてだけじゃなく一人の男の子として、泉に隣にいて欲しいって思いが強くなっていって、その気持ちが溢あふれてしまいそうで、どんどん欲張りになっていく自分に気付いた。

　だから泉が気持ちを告白してくれたときは、夢を見ているんじゃないかと思った。まさか泉が、私と同じ気持ちでいてくれていたなんて……。

「ん？　ま、茉莉、どうしたの？」

　そんなことを思い出して泉の目をじっと見ていたら、泉が少し照れたように私に尋ねる。




「高校でのことは勿論、それ以外の面でも……あんたと出会えて、私の人生に光が差したの。いつもあんたが隣にいてくれたから、私は幸せだった……」




　こんなときじゃないと自分の気持ちを伝えられないと思い、私は恥はずかしさを堪こらえて泉に素す直なおな自分の気持ちを伝える。

「……！　ま、茉莉……」

　泉は私の言葉に顔を赤くして、私の顔をじっと見つめた。

　そして、次の瞬しゆん間かん。




「……っ!?」




　突とつ然ぜん、私の唇くちびるにキスをした。

「えっ、ちょ、何……!?」

　泉が顔を離した瞬間、思わず赤くなって唇を押さえた。

「い、いきなり何すんのよ！　こんな外で！」

「だ、だって茉莉が、あまりに嬉うれしいこと言うから……」

　泉は赤くなりつつも、繫いでいる手に力を込こめた。

　慌あわてて周囲を見み渡わたすと、チラホラと歩いている人がいる。

　ああもう、人前でキスなんて！　なんて小っ恥ずかしいことしてくれんのよ!?　もし誰だれかに見られてたら……！

「あ、ちょっと、茉莉～!?」

　私は顔から火が出るほど恥ずかしくなって、そのまま泉の手を振ふりきって足早に歩き出す。

　確かにロマンチックなデートっぽいことがしたいとは思ってたけど、いきなりあんなことするなんて……びっくりして心臓が止まるかと思ったじゃない！

　なんで泉って男はこう極きよく端たんなのよ!?

　今でも私の心臓は激しく鼓こ動どうを打っている。触ふれられた唇が熱い。

　恥ずかしいのに、悔くやしいのに、不覚にも……キスされて嬉しい、なんて思う自分がいるのも確かで。

　早足で泉の前を歩いていたら、泉が走って追いついてきた。

「茉莉！　……人前でキスするの、そんなに嫌いやだった？」

　泉は私の顔を覗のぞき込んで、心配そうに尋ねてきた。

「……！　い、嫌じゃない、けど……恥ずかしいじゃないっ……」

　消え入りそうな声で呟つぶやく私を見て、泉までなぜか少し赤くなって、にやっと笑った。

「……へー。それどころじゃないこと人前でする漫まん画が、いっぱい持ってんのに」

「は、はああっ!?　バ、バカ！」

「いてっ！」

　私をからかうようにボソッと言う泉の肩かたを、思わず叩たたいた。

　ムードないこと言ってたと思ったら、突然こんな風に私をドキドキさせてくるなんて……悔しいけどもう、泉に心を乱されっぱなしだ。




　それから私たちは、車に戻もどってとらのあな横浜店まで向かった。

　さっきのことで言い争いをしているうちに、あっという間にとらのあなのある建物の付近に到とう着ちやくする。

　近くのコインパーキングに車を停とめてから、とらのあな横浜店に入店した。




「あ～、あったあった！　ちゃんとまだ特典もついてる～！」

　商業誌コーナーの目立つところに、私のお目当ての漫画が平積みになっていた。それを手にとったあと、他の漫画もすぐに発見できた。

　欲しかった漫画を計四冊手に取ったところで、もうすっかり元通りになっていた私たちは、ついでに自分たちのコミックスがどう並んでいるかも見てみようということになった。

　私と泉は、二人で本屋やオタクショップに行くと自分たちのコミックスを探すのが習慣になっていた。

「お～、ここのとらのあなちゃんと平積みにしてくれてる！　……あ」

　自分たちのコミックスを発見した後、私と泉の目に見覚えのある絵が飛び込んできた。

「これ、あんたの同期の」

「うん、一いちノの瀬せさんの最新刊だ！」

　それは、泉と同期デビューの漫画家、一ノ瀬白しら雪ゆきのコミックスだった。帯には『来年、実写ドラマ化決定！』との文字がある。

　一ノ瀬白雪は今、私たちと同じ『ドラゴン』で連載中で、デビューしてから二作目の連載がヒットを飛ばしている。

「てっきりアニメ化するかと思ったのに、アニメ化じゃなくて実写化なんてほんと驚いたよね」

「ええ。でも叩かれやすい実写化なのに、出演者が原作のキャラのイメージ通りだ、って珍めずらしくファンからの前評判いいわよね」

「なんか一ノ瀬さんが結構キャスティングに関かかわれたみたいだよ」

「ああ、なるほどね……。あ、こっちもあんたの同期じゃない」

『芹せり沢ざわ暁あき人と』の名前を見つけて、コミックスを手に取った。

「アンケートでは今のところ俺たちの漫画が勝ってるけど、コミックス初動売り上げでは負けたなんて……マジで悔しいよね」

　私たちが『ドラゴン』で連載を始めた後、芹沢暁人も今までの連載を畳たたんで新連載を始めた。現在コミックスは二巻まで発売していて、売り上げ的にそのうちアニメ化するだろうと言われている。

「でも、先にアニメ化が決まった私たちがまた一歩リードよ！」

「そうだね！　ほんと、二人に負けないよう頑がん張ばらないと！」

『下げ克こく上じよう！　ドラゴン王者決定戦』では私たちが二人に勝つことができたけど、勝負は連載後もずっと続いている。

　時々同期会に私も呼ばれて泉の同期の漫画家たちと話すけど、やっぱりライバルに会って話すと今まで以上に頑張らなくちゃって気になるし、ライバルって案外悪くない存在かもしれない、なんて最近私は思い始めていた。

「で、茉莉、買うのは漫画だけ？　他ほかに何か見たいところないの？」

「あ、じゃあ、同人誌も見たいわ！　結構置いてあるみたいだし！」

「はいはい」

　泉は呆あきれたように笑って私の後についてくる。

　同人誌コーナーに移動して、今一番ハマっているジャンルの同人誌を漁あさった。

「ああっ！　最近チェックしてなかったけど、このサークル新刊出てたのっ!?　あっこっちの本、なんて素晴らしいおっぱい！　私としたことがこんな素敵なサークルを知らなかったなんて……！」

　色んなめぼしい本を手にとっていたら、気付けばどんどん手元に同人誌が増えていってしまう。

「なんかこの光景、以前にも見たような……。茉莉って、ほんと変わらないよね」

　泉がそんな私を呆れた目で見ていた。

「な、何よ！　文句言うなら今日買った同人誌見せてあげないわよ？」

「え！　お、俺も見る前提なの!?」

　そう突つっ込みつつも、泉はちょっと嬉しそうに見えた。

　自分で買ってはいないみたいだけど、泉がたまに仕事場で私の持ってる同人誌を読んでるの、知ってるんだから！

　萌もえに理解を示していること、私の趣しゆ味みを共有できることは嬉しいけど……私と付き合っておきながらそういう同人誌を読んでるって、ちょっと複雑なところもある。

　まあ、私自身も同人誌を読んでる本人なんだから、泉にとやかく言う権利なんてないんだけど……。




　それから泉に手伝ってもらって漫画と大量の同人誌をレジまで持って行き、お会計を済ませた。

「茉莉、買いすぎだって。車で来てほんと良かった」

　文句を垂れつつも、同人誌をほとんど持ってくれている泉はツンデレってやつなのかもしれない。

　車の後部座席に同人誌を載のせてから、自分たちも再び車に乗り込んだ。

「まさか横浜に来てまで、とらのあなに連れて行かれるとは思わなかったよ。茉莉……今日がデートだって思ってないんじゃないの？」

　泉は呆れた様子で笑うと、車を発進させる。

「え!?　ち、ちがっ……私はデート気分でいたのに、あんたの方がムードのないこと言ってくるから……」

「えぇっ!?　俺がそんなこと言った!?」

　結局、わざわざ横浜までデートに来たのに、ムードもへったくれもなくいつも通りの言い合いになってしまう私たち。

　だけどまあ、そんなのも悪くないのかもしれない。私はありのままの泉が好きになったんだし、泉だって……ありのままの私を認めてくれたのだから。

「ところで泉、あんたこれ、どこに向かってるの？」

「着くまで内ない緒しよ。さっき茉莉の行きたいところに行ったんだから、今度は俺の行きたいところに行く番ね」

「え？　何よそれ……」

　泉の行きたいところって、一体……？

　はっ！　ま、まさか、変なところに連れて行くつもりじゃないでしょうね!?

　だから私に言いづらくて、着くまで隠かくすつもりで……!?

「ちょ、ちょっと泉！　どこに行くのかはっきり教えなさいよ！」

「えぇ？　だから着くまで内緒だって言ってるじゃん。茉莉、なんでそんなに焦あせってんの!?　なんか顔も赤くなってるし……」

「あ、赤くなんかなってないわよ！」




　騒さわいでいるうちに、やがて、周りに海が広がり船が泊とまっている、港のような場所に辿たどり着いた。港の上に、大きな建物が建っている。建物の一階の駐ちゆう車しや場じように車を停とめた。

「え……？　ここは……」

　どうやら私が想像していた『変な場所』ではなかったみたいだけど……。

「『大さん橋』っていうんだ。横浜の観光名所の一つだよ」

　泉は説明しながら、私の手を引いてその大きな建物のエレベーターに乗り込んだ。




「わあ、綺き麗れい……！」

　エレベーターで屋上まで上がり、外に出ると、思わず感かん嘆たんの声が漏もれた。

　そこは、まるで海に浮うかぶ大きなベランダのような場所で、そこから見える遊園地や横浜の街は絶景だった。夜の暗くら闇やみに、幻げん想そう的な光が浮かんでいる。

「ほんと……雑誌で見たよりずっと綺麗だ。茉莉に喜んでもらえて良かった」

　私の隣となりで、泉も感動した様子で言葉を漏らした。

「泉はここに来たかったの？」

「うん」

　それから二人で、近くにあったベンチに座って、手を繫いだまま夜景を眺ながめた。周りには少し距きよ離りを取ったところにポツリ、ポツリとカップルがいる。

　さっきまで車の中で騒いでいたのが噓うそみたいに、泉は急に黙だまり込んでしまった。

「せ、泉？　どうしたの？」

「…………俺、今日は茉莉に、大事な話があるんだ」

　突とつ然ぜん泉は緊きん張ちようした面おも持もちで、私の顔を見てそう言った。

　だ、大事な話……？　いきなりのことで戸と惑まどってしまう。

「まずは、その……これ、読んでくれない？」

　泉は鞄かばんから大きな封ふう筒とうを取り出すと、その中から数枚の漫まん画が原げん稿こうを出して、私に差し出した。

「え？　こ、これは……？」

「えっと、新しく描かいた漫画なんだけど……これを読んだ茉莉の意見が聞きたいんだ」

　新しく描いた漫画、ということは、新作を考えた、ということだろうか？

　なんだ。大事な話って言うから一体何事かと思ってドキドキしたけど、漫画を読んで欲しいってことだったのか。ここへ来ても漫画のことばかりなんて、やっぱり泉は泉だな、なんて思う。

　原稿に目を落とす。それは、恐おそろしく完成度の高い原稿だった。

　キャラや背景もすごく描き込んであって、連れん載さい原稿で忙いそがしかったはずなのに、いつの間にこんな原稿を描き上げていたのだろうと不思議になるほど。

　一見すると、今連載中の私たちの漫画『呪のろいの剣けん士しと三人のプリンセス』の主人公とヒロインに見えるキャラクターが、二人で協力し合って化け物と戦っているシーンから始まった。

　でも、とてもよく似ているんだけど、私たちの漫画のキャラとはどこかが違ちがうように見えた。それが一体どういうことなのか分からないまま、一コマずつじっくりと読み進めていく。

　やがて二人は化け物を倒たおすことに成功すると、主人公らしき男性キャラが、ヒロインらしき女性キャラに駆かけ寄っていく。

　そこまでほとんどこの漫画にはセリフがなかったけど、そこから主人公がヒロインに向かって話し始めた。




『これまで一いつ緒しよに戦ってくれてありがとう。君と一緒に戦ってこれたおかげで、ここまでこれた。他の誰だれでもなく、君とだからやってこれたんだ』




「…………」

　そこまで読んで私は初めて、この漫画の主人公が、私たちの連載中の漫画の主人公というよりも……描いた泉本人に酷こく似じしているのだということに気付いた。

　そして……ヒロインが、私にとても似ているということにも。




『僕は君と出会えて、たくさんの気持ちを教えてもらった。辛つらいこと、大変なこと……そしてそれらの何倍も、嬉うれしいこと、楽しいこと、大きな幸せ。君と一緒に過ごした日々は、僕にとって宝物だった』




　私は自分の目め頭がしらが熱くなるのを感じた。

　もしかしてこの漫画は……泉の、私へのメッセージなの？　なんて疑問が浮かび始めたからだ。

　そのセリフでそのページの最後のコマが終わっていた。原稿は、あと読んでいないページが二枚ある。

　涙なみだを堪こらえて、ゆっくりと次の原稿へ進む。




『だからこれからも、ずっとそばにいて欲しい。これからも君のそばで君を支えていきたいし、僕を支えて欲しい。これから先何年も、何十年も。君のことを好きだって気持ちはずっと変わらないから。だから……』




　ついに涙が頰ほおを伝った。

　震ふるえる手で原稿を捲めくり、最後の一ページへと進む。




『だから、茉莉……俺と結けつ婚こんしてくれ』




　主人公が、ヒロインの手を取って跪ひざまずいてプロポーズした。

　私の涙の滴しずくが、ポタリと原稿に落ちた。

　私は顔を上げて、原稿から泉へと視線を移す。

　泉は真しん剣けんな表情で私を見つめると……。

　ポケットから、光り輝かがやく指輪を取り出した。

　泣いて何も言えなくなっている私の左手の薬指に、そっと嵌はめる。




「茉莉。俺と、結婚して下さい」




　涙で滲にじむ視界の中で、泉は切なげな表情で真っ直すぐに私を見て言った。

　一いつ瞬しゆんで、今までの泉との思い出が頭の中を駆け巡めぐって、涙が止まらなくなる。

　全身全ぜん霊れいを込こめて泉に抱だきついた。




「は、はい……」




　私の人生でこの人と出会えたことに、私は感謝したい。

　願わくば、これから先もずっとずっと、最高の漫画のパートナーであり、大好きな泉と一緒に生きていきたい。

　抱き締しめる手に力を込めて、強く思った。
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あとがき









　読者の皆みな様さま、ご無ぶ沙さ汰たしております。著者の村むら上かみ凛りんです。

　この度たびは『オレと彼女の萌もえよペン　増刊号』をご購こう入にゆう下さいまして、誠にありがとうございます！




　今巻は、『ドラゴンマガジン』で連れん載さいさせて頂いた『萌えペン』の短編の中から、話を選せん抜ばつしてまとめた短編集となっております。

　最終話のみ、『萌えペン』五巻の後の話を書き下ろしで執しつ筆ぴつさせて頂きました。

『ドラマガ』連載時は、漫まん画が制作に関するエピソードになるように心がけつつ、ラブコメ面やサービス面も意識して執筆しました。

　今巻でも、実際に自分が漫画を描かいていた頃ころの体験もいくつか参考にしました。

　漫画の相方の友人と勉強のために漫画喫きつ茶さに入ったり、漫画のネタ出しのためにオールナイトでメイド喫茶、メイドバー巡めぐりをしたこと、同じ友人にジュニアアイドルグッズ専門店に連れて行ってもらったことなど……（笑）。

　また、高校の頃、リレープロット……はさすがにやりませんでしたが、リレー漫画というものをオタク友達同士でやっていて、どんどんすごい展開になってしまったことなんかも思い出しつつネタにしてみました（笑）。

　前作、『おまえをオタクにしてやるから、俺をリア充じゆうにしてくれ！』とのコラボ短編も収録させて頂きまして、前作を読んでいない方にはキャラなど分からず不親切だったかもしれません。申し訳ありませんでした。

　そして最終話は、泉せんの茉まつ莉りへのプロポーズをテーマに、試し行こう錯さく誤ごしながらも担当さんに素す晴ばらしいアドバイスを頂いて、なんとか書き上げることができました。




　さて、今巻が『オレと彼女の萌えよペン』の本当の最終巻となります。

　執筆していたシリーズが完全に終わる、というのが作家人生で初めての経験でして、寂さびしさと達成感、二つの感情が混在しており複雑な気持ちです。




　旧担当様、連載時の短編についてご指導頂き、その際はありがとうございました。新担当様、最終話でご助言、素す敵てきなアイディアを頂きましてありがとうございました。

　イラスト担当のつかこ様、今巻まで華はなやかで魅み力りよく的な素晴らしいイラストでシリーズを支えて下さり、ありがとうございました。

　そして応おう援えんして下さった皆様、今まで本当にありがとうございました！　お手紙、ツイッターでのリプライ、全てありがたく拝見させて頂いています。今まで何度も励はげみにさせて頂きました。

　シリーズを始めてから、長いようで短い一年と少しの間でした。もう茉莉や泉の漫画家生活を執筆できないと思うと寂しいですし、少しでも寂しく思って下さる読者様がいらっしゃるなら、こんなに嬉うれしいことはありません。

　これから、もっと皆様に楽しんで頂けるような新作を気合いを入れて作っていきたいと思っています。今年中にはいいお知らせができるよう頑がん張ばりますので、もし気が向いたらチェックして頂けますと、とても嬉しいです。




　それでは、今作を最後まで見守って下さり、本当にありがとうございました！　またどこかでお目にかかれる日を楽しみにしています。


村上凛
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